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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　北海道南端渡わたり島じま半島、大だい千せん軒げん岳だけの山中深く。

　人家からは遠く離れ、登山道も通っていない鬱うつ蒼そうとした木々の間から、場違いな喧かまびすしい娘の大声が響ひびいた。

「馬ば鹿か馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿あぁっ！　なぁーんでそんな大事な事、本人に黙だまって決めちゃうのよっ！　信じらんない！　サイッテー！」

　答える声は、ちょいと粋いきな年とし増まふう。いい加減、この問答に嫌気が差しているらしく、どこか気だるげな調子だ。

「本人に黙ってって、そりゃしょうがないだろ？　アタシがその約束した時ゃ、お前はまだアタシの腹ん中だったんだから。相談しろってほうが無理さね」

「そーゆー事言ってんじゃないでしょ！　ボクが言いたいのは、何でボクが生まれてもいないうちから勝手にボクの将来を決められなくちゃなんないのかって事！　親だからって、子供の人生を勝手に決める権利あるとでも思ってんの？」

「……お前、女の子のくせに自分の事『ボク』って言う癖くせ、まだ直らないのかい？　一応お前ももうガキじゃないんだから、ちったぁ言葉にも気ぃつけたらどうだね」

「ちょっとお母さん！　そーやって話逸そらさないでよね！　ズルいわよ、そーゆーの！」

「ズルくて結構。狐きつねってのは昔から狡ずる賢がしこいに決まってらぁね。アタシらにゃ褒ほめ言葉さ」

　澄すまして答えた母親は、黄色い毛皮と房毛の尻尾しつぽを持った狐の姿。北海道では狐などそれほど珍しくもないが、口を利くような化け狐ぎつねはさすがに希少種だ。

　軽くあしらわれた娘のほうも、やはり狐である。すでに身体からだは母狐と同じくらいにまで成長しているが、態度のほうはまだまだ子供じみたところが抜けていない。

「くぅあぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]っっ！　まじムカつく、この雌狐ビツチ！　何なの、その人を舐なめきった態度！　何様のつもりなわけ？　そうやって大人おとなの貫かん禄ろく見せつけたら、大人おとなしく言う事聞くとでも思ってるの？」

　忌いま々いましそうに母親を睨にらみつけながら、足元の地面を意味もなく掘り返す娘。

　母狐は諭さとすような口調で娘に言った。

「いいじゃないか。この就職難で進路も定まらない若者が溢あふれてる時に、将来が決まってるだけでもありがたいってもんさね」

「そーゆーのをありがた迷惑ってゆーのよっ！　勝手に人生決められて何がありがたいのよ、このバカっ母！　ボクの将来はボクが決めるもんでしょ！」

「おやおや、言う事だけは一人前だね。生後一年にもなって未いまだに親のすねかじってるくせして。他ほかの子たちならとっくに巣別れすませて、どこかに落ち着く先を見つける時期だろ？　つがいの相手を見つけるとか、稲荷いなり神社にお勤めするとか……。いつまでも親元でぶらぶらしてんのなんて、お前くらいのもんだよ、全く」

「分かってるわよ！　だからその代わりに、餌えさ取ってきたりとか家の事全部ボクがやってるじゃない！」

　強情な娘に、母狐はため息を漏らす。

「……まぁ、嫌がるのも無理はないけどね。でもせっかく妖よう狐ことして術もいくつか修めてるお前にゃ、下手へたな縁えん談だんなんか受けてただの狐として暮らすよりよっぽどマシな話だと思うけどねぇ。それにどうせ、どこかに嫁ぐようなオスがいるわけでもないんだろう？」

　その言葉に、娘狐はちょっと視線を泳がせた。

「そんな事は……」

「ん？　何だね？　もしかしてお前、誰だれか将来を誓い合った相手でもいるのかい？」

「べっ、別にそんな、誓い合ったりしたわけじゃないけど……」

　少し気恥ずかしそうに地面に目をやる娘狐。

　母狐はその様子をしばらくじっと見ていたが、やがて訝いぶかしむように尋ねた。

「……もしかしてお前、まだ玄げん狐こさんとこの坊やの事が忘れられないってんじゃないだろうね？」

「な……っ！」

　娘狐の顔が、反射的に真っ赤になった。

　それを見た母狐の口から、呆あきれたようなため息が漏れる。

「……やれやれ、図星かね」

「ちっ、違うわよ！　だっ、誰だれがあんな奴やつっ！」

「お前もいい加減にあきらめたらどうだい。そりゃ確かにお前とあの子は幼なじみかもしれないけど、あそこの坊やはね、生後わずか一週間で人語を解したってぇ神童だよ。お前なんかと釣り合うはずがあるもんかね。身のほどってものを弁わきまえな」

「だっ、だから違うって言ってんでしょ！」

「あの子はたったの二ヶ月で巣別れすまして、幻と言われる人ひと化ばけの術をモノにしたってんだよ。わずか生後二ヶ月で。今じゃもう、人間社会で普通に暮らしてるってぇ話さ。そんな化け物みたいな狐きつねと、どうやって一緒に暮らすってんだい？　ペットとして飼ってもらうつもりかい？」

「ひっ、人に化けるくらい、ボクだって出来るわよ！　馬ば鹿かにしないでよね！」

「化けるったって、お前のは所しよ詮せん……」

「出来るって言ってるでしょ！」

「はっ。口だけなら誰でも言えるさね。ホントに自信があるなら、こんな所でぐだぐだ言ってる暇にさっさと行ったらどうなんだい」

　その言葉にカチンと来たように、娘狐は大声で怒鳴った。

「言われなくても行ってやるわよ！　いなくなってから寂しがったって知らないから！」

「誰が寂しがるもんかね。どのみちお前の歳としじゃ、とっくに巣別れしてて当然なんだ。かえってせいせいすらぁ。行くならさっさとお行き」

「あー、行ってやるわよ！　今日を限りに巣別れさせてもらうから！　こっちだって、これで金こん輪りん際ざいお別れだと思ったらせいせいするわ！　さよなら！」

　娘狐はそう叫ぶと、身を翻ひるがえした。

　だが、行きかけて一いつ瞬しゆん足を止める。そのまましばらく考え込んでいたが、やがて背中を向けたまま口を開いた。

「……いちいちムカつく母親だけど、丈夫な体に生んでくれた事は、お礼言っとく。……ありがと」

　照れ隠しにぶっきらぼうな口調でそれだけ言うと、娘狐は再び走り出し、あっという間にその姿は見えなくなった。

　娘の姿が消え去ると、母狐はやれやれとため息をついた。

「……まぁったく、好きなら好きで素直にさっさと会いに行きゃあいいモノを。こうやって挑発してやんないと、自分だけじゃ惚ほれた相手のとこへも行けないたぁ情けないさね……」

　いつまで経たっても手のかかる子供だと、呆あきれたように苦笑する。

　そして、以前罠わなにかかって傷めた後ろ足を引きずりながら、巣穴の奥へ引き返した。

　一人残されて誰にも見られなくなった途と端たん、人を食った態度の裏に隠した感傷的な一面が顔を出してくる。

「……少しでも長くアタシの側そばにいてくれようって気持ちはありがたかったさ。けどアタシゃ、せめて人並みに恋してつがい作って子供生むくらいの幸せは、お前にも知っておいてもらいたいんだ」

　後ろ足の古傷のせいで、母はは狐ぎつねは今も走るのが少し不自由だ。それに時々思い出したように疼うずく。娘がなかなか巣別れしなかった理由の一つに、こんな自分を一人で置いていけないという思いがあった事を、母狐は知っていた。

「……元気な子を生むんだよ」

　母狐は、追つい憶おくに浸るように巣穴の外へ目をやりながら、憂うれいを交えた瞳ひとみで呟つぶやいた。




　それから三日後。首都圏へ向けて南下する新幹線の車内。

　空いた自由席でポニーテールの少女が一人、物思いにふけるように窓から遠くを眺めていた。

　髪は鮮あざやかな黄金こがね色。縛しばり上げた豊かな房毛は付け根に近くなるほど色が濃こく、逆に毛先は雪のような純白色だ。

「……一年ぶりだなー」

　少女は小さく呟くと、背後へ流れる風景をぼんやり目で追った。

「元気にしてるかな……。ホントにもー、あのバカってば、黙だまって出てったきり何にも連絡寄よ越こさないで……」

　呆あきれた様子でため息を漏らすと、窓ガラスに映った自分の顔を眺める。

　……大人おとなっぽくなった。

　我ながら、そう思う。

　もう、子供だったあの頃ころの自分じゃない。この一年で、見違えるほど成長した。

　完全な大人というにはまだ少し早いかもしれないが、すでに四肢は伸びきり、繁はん殖しよくに必要な成熟は充分している。

　当然だ。親元を離れ、単身家を出てきた以上、彼女だってもはや一人前なのだから。

「大人の女って感じよねー。うん」

　そっと触れた口元に、満足げな笑みが浮かんだ。

「ボクの事、会っても分からなかったりして」

　これから会いに行く相手は、ずっと小さい頃からの幼なじみだ。チビで、なかなか乳離れの出来ない男の子だった。いつも彼女が面めん倒どうを見てやる立場だった。いつまでも、自分が面倒を見てやるんだと思っていた。ところが。そう思っていたら、そんな彼のほうが、彼女を置いてさっさと早く巣立っていた。巣別れするまでたったの二ヶ月弱。異例どころの早さではなかった。

　今は都会の人間社会に溶け込んで生活をしているらしい。住んでいる所は分からないが、小こ石いし川かわの伝でん通づう院いんという寺を訪ねていった事は分かっている。そこで聞けば、足取りは摑つかめるはずだ。

「いきなり訪ねていったら驚おどろくだろうなぁ」

　彼の驚く顔を想像しながら、楽しそうな顔で少女は窓から遠くへ目をやった。
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　休日の昼下がりの駅前。

　うららかな春の日差しの下、青春真っ盛りの十七歳高校二年生男子・賀か茂も是これ雄おは、静しづ心ごころなくせこい小遣い稼かせぎに精を出していた。

『占い・一回五百円』

　座っている机の前の貼はり紙である。霊れい能のう力りよく者の家筋に生まれ、自らもその血を少なからず受け継いでいる賀茂は、生まれ持った能力を遺い憾かんなく利用して、時々こうして小銭を稼いでいるのだった。未熟ながらも、一ヶ月前から一週間後まで、半径百キロの範はん囲いまでなら一応ちゃんと因果関係を霊視出来る彼は、それなりに固定客も持っていた。はずなのだが。

「……しかし、客来ないな」

　賀茂は、閑散とした駅前を眺めて暇そうに呟つぶやいた。

「最近ずっと店出すの休んでたから、客が離れちゃったかな……」

　少し不安そうな顔になる。

　考えてみれば、以前学校を騒さわがした悪あく魔まっ娘こと関かかわって死んで以来、一度も店を出していなかったような気がする。死後、畜ちく生しよう道どうに堕おとされて狐きつねに転生したのが去年の春。それから拾われてペットになったり、なんとか人間の姿に戻ったり、再会した悪魔っ娘を家に引き取ったり、その他ほか色々とやっているうちに、気がついてみれば、巡り巡って再び季節は春だ。その間、ずっと占い屋稼か業ぎようはお休みしていたわけだから、都合丸一年、店を出さずにいた事になる。

「……そりゃ、客も離れるな……」

　我ながらちょっと呆あきれて賀か茂もは呟つぶやいた。

　その時、そこへ一人の少女が近づいてきた。髪型はふさふさしたポニーテールで、年ねん齢れいは多分賀茂と同じくらいだろう。机のすぐ向こう側に立ち止まると、賀茂と目を合わせて軽く会釈した。

「えっと……」

　賀茂のほうへ口を開きかけて、一いつ瞬しゆん言葉を切る。そして、きょろきょろと賀茂の顔や机などを眺め回した。

　多分、占ってもらうかどうするか迷っているのだろう。迷っているというより、占ってもらう事は内心決めているのだが、座るためのきっかけが欲しいのだ。

　賀茂はすかさず、お客様用の椅い子すを指し示した。

「あ、どうぞ。座ってください」

　促されて少女はおとなしく腰を下ろす。そして、賀茂の顔をまじまじと見つめると、微かすかに含み笑いのような表情を浮かべた。

「………？」

　その笑い方に、賀茂は少し妙な感じがした。

　確かにこのくらいの年齢の女の子は「箸はしが転げても笑う」と形容されるように、特に理由もないのに笑い転げたりするものだが、なんとなくそういう笑い方とは種類が違う。何というかこう、妙に馴れ馴れしい笑いなのだ。喩たとえて言うなら、知り合いを前にしてイタズラでも企たくらんでいる子供のような、そんな表情である。しかし賀か茂もは当然、この少女にはさっぱり見覚えがない。

[image: ]

「えっと、それであの、どんな用件で……」

「え……？」

　賀茂の声に少女ははっと我に返ると、ごまかすように笑った。

「あっ、うん、えっと何だっけ。そう、う、占い！　その、ボク……じゃなくて私、ちょっと占ってほしい事があって」

　言いながら五百円玉を差し出す。

「…………？」

　いかにも取って付けたような言い方に、賀茂は内心首を傾かしげた。が、しかし相手は大事なお客様だ。あくまで丁寧に聞き返す。

「で、何を見ますか？」

「えーっとね、う～ん、何にしようかな……」

　考え込む少女。

　……何にしようかなって、さっき「占ってほしい事がある」って言ってたのは何だったんだ？

　賀茂は心の中でそっとツッコむ。もちろん相手は大事なお客様だから、表面上はそんな態度はおくびにも出さない。

　待つ事数秒、少女は再びいたずらっぽい笑みを含ませながら言った。

「じゃあさ、ボク……じゃない、私ね、これから昔の知り合いに会いに行くんだけど、それの結果がどうなるか見てくれる？」

「知り合いに会いに行った結果……？」

　知り合いを訪ねる事に結果も何もないと思うが、借金でも取りに行くのだろうか。

「分かりました。それじゃ、ちょっと……」

　奇妙に思いながらも賀茂はそう言うと、筒に立ててあった筮ぜい竹ちくを手に取った。普ふ段だんは霊れい視し能力の訓練を兼ねて、道具に頼らず自分の『眼め』のみで『見て』いたのだが、時々は術具も使わないと扱い方を忘れてしまう。

「あ、そうだ。お客さん、名前は？」

「え？　名前？」

「うん。一応、質問者の名前知っとかないと……」

「そーなの。それじゃ、えと……ヨーコとかでいいかな……」

「え？　あの、『とかでいいかな』って……？」

　賀か茂もの問いに、少女は慌ててごまかした。

「あ、ううん。何でもない！　ボクの名前はヨーコ。ホントに！　ちゃんと今決めたから！」

「今決めた……？」

「あ、いや、だから何でもないってばっ！　いいでしょ？　本人がそう言ってるんだから！　何か文句ある？」

「いや、べ、別にいいですけど……。で、苗みよう字じは……」

「何？　苗字？　そんなのまでいちいち考えてないわよ！　いいじゃない、名前はちゃんと言ったんだから！」

「…………」

　やっぱり偽名らしい。

「……ま、いいか」

　本当は良くないのだが、聞いてもどうせ答えないだろう。まあ、どうせ重大な事を占うわけではないし、その名前で本人が特定出来れば偽名や仮名でも構わない。

　賀茂は呼吸を整えると、手に持った五十本の筮ぜい竹ちくを捧ささげた。

「……爾なんじの泰たい筮ぜい常つね有あるに仮よる。爾の泰筮常有るに仮る。『ヨーコ』の友人に会いに行く事の成り行きに就ついて、未いまだ知らざるを以もつて、疑うところを神しん霊れいに質ただす。吉きつ凶きよう得とく失しつ悔かい吝りん憂ゆう虞ぐ、これ爾の神に在り。希ねがわくば明らかに之これを告げよ」

　口の中でモゴモゴと問もん筮ぜいの辞を唱えると、一本取って筒に立て、大たい極きよくになぞらえて神霊の依より代しろとする。ちゃんと神霊が降りている事を、霊視の『眼め』で『見て』確認してから、自分の精神をその神霊の気と同調させつつ、手に持った筮竹を数える。

　何度か筮竹を数えて得られた卦けは『火か水すい未び済せい』、爻こうは初しよ六ろくと出た。

「出たの？　で、どうなの、これって？」

「あ、えっとですね、この卦は『火水未済』っていって、子こ狐ぎつねが河を渡りきろうとしたところで、うっかり尻尾しつぽを濡ぬらしてしまう、っていう象しようなんですよ」

「え？　子狐？」

　何故なぜか少女は少し驚おどろいた声を上げる。

「へ？　ええ、まあ喩たとえですけどね。で、この初六って出てる時は『吝りんなり』、つまりくよくよと惜しむって事で、象しよう伝でんによれば事の終わりがどこかを知らないせいで、あと一歩のところで失敗して未練が残るという意味なんです。だから、最後まで気を抜かないように注意してくださいと……」

　と言っても、知り合いに会うのにずっと気を抜かずにいろというのも、人間不信みたいでなんだか嫌な感じだ。

「それじゃ、今からもっと詳しく『見』ますんで、もうちょっと待ってください」

　賀茂はそう言うと、目の前の少女に向けて再び『眼』を開いた。

　最後は自分の『眼め』で物事の連れん鎖さを『見る』。通常は卦けと爻こうが得られたらその解釈に入るのだが、賀か茂もの場合、得られた結果はあくまで霊れい視しするための補助である。

　通常、未来の連鎖は複雑に錯さく綜そうしている上に常に変動しているため、辿たどるだけでも一苦労なのだが、卦や爻に合致するものだけを『見れ』ば良いとなれば、かなり先まで見通せるようになる。自分の『眼』だけでは一週間先まで『見る』のが限度だが、卦を出してから『見れ』ば最低でも一ヶ月先までは届く。

　だが、しかし。

　賀茂は少女を霊視した瞬しゆん間かん、我が『眼』を疑った。

「え……？」

　霊視して『見え』た少女の魂は、人間のものではなかった。

「……その魂って、き、狐きつね？　っていうかまさか」

　思わず賀茂は少女の顔をまじまじと見つめた。

「お前……！　まさかあの、北海道の……」

　知っている相手だった。

　そう。

　目の前に座っている少女の正体は、賀茂が狐として転生した時に近所に住んでいた、幼なじみの雌狐だった。




　せっかく久しぶりに再会したのに立ち話もなんだからという事で、賀茂はさっさと店じまいをすませると、妖よう狐こ娘と二人で近くの喫茶店に入った。

　ちなみに店じまいといっても、折りたたみ式の机と椅い子すを駅前のロッカーに入れるだけ。どうせいつも駅前でやっているのだから、いちいち持って帰るよりそのほうが楽なのだ。

　席に座ると、少女はしばらく落ち着かなさそうに店内の様子をうかがっていたが、注文をすませて店員が去ると、賀茂に向かって懐なつかしそうに笑顔を浮かべた。

「久しぶりだねー。元気してた？」

「まあね。そっちも元気そうだな。かれこれ一年ぶりだっけ」

「うん。そうだよ。正確にはまだ十ヶ月ぶりくらいだけどね」

　そう言ってから、少女は得意そうに笑った。

「結構見違えたでしょ？　大人おとなっぽくなったっていうかー。キミってば初めボクの事分かんなかったもんね」

「……それは化けてたせいだろ」

　一応念のためツッコむ賀茂。

「けどまあしかし、たった一年でここまで見事に化けられるってのは、確かに大した成長ぶりだよな。ボクが知ってる頃ころなんて、精々で人語を話すくらいしか出来なかったし」

「まあね。ふふふ。もっと褒ほめてちょうだい」

　図に乗った笑いを浮かべて、長いポニーテールを搔かき上げる少女。それからふと気づいて賀か茂もに冷たい視線を向ける。

「ん？　っていうか『たった一年で……』って、それって暗に、二ヶ月で化けた自分はもっと大したものだって自慢してる？」

「いや、そういうわけじゃ……」

　賀茂は慌てて否定した。大体、賀茂がたった二ヶ月のうちから化けるに充分な力を持っていたのは、単に前世からの蓄積があったからである。それに、化けるのに必要な人間のしゃれこうべは結局守しゆ護ご霊れいの熾し天使アブデルに調達してもらっているわけで、完全に自力で化けたというわけではないのだ。

　そこでふと、賀茂は気になって尋ねた。

「そういや、今それってどうやって化けてるんだ？」

「え？　どうやってって？」

「いや、ボクが以前聞いた話だと、人間のしゃれこうべがないと化けられないって話だったんだけど……。しゃれこうべなんて今時簡単に手に入らないから、実際ボクも化けるのに結構苦労したんだけど」

「あー、そーゆー事か。えっとねー、基本的にただの幻術なんだ。反射光を霊力で上手に調節してね、視覚的に人間っぽい感じに見せてるだけなの。服とかは一応本物だけどね。顔とか触ったら、ちゃんと毛皮の感触するよ。ほら」

　賀茂の手を取って、自分のほっぺたに当ててみせる。

「あ、ホントだ」

「ね？　結構面おも白しろいでしょ」

　確かに見た目は人間の皮ひ膚ふなのに触れてみると毛皮の手触りというのはちょっと面白い。動物をじゃらす要領で賀茂はしばらく撫なでていたが、しかしそこへ店員が注文したコーヒーを持ってきて、ハッとした。いくら彼女の正体が狐きつねとはいえ、見た目には人間の女の子である。そのほっぺたを馴れ馴れしく撫で回しているなんて、日中から公共の場でいちゃついている馬ば鹿かカップル、略してバカップルそのものではないか。

　我に返ると同時に急激に気恥ずかしさが込み上げてきて、賀茂は慌てて手を放した。

　少女のほうは、そんな賀茂の様子には気を留めずに屈託なく話を続ける。

「それにしても、上手に化けたつもりだったのに結構すぐにバレちゃったねー。まー、お互い狐同士だしすぐ分かるか。この化け方だと匂においとかそのままだしね」

　そう言ってから、ちょっと嬉うれしそうな顔をしてみせた。

「だけど、ちゃんと憶おぼえててくれて良かったよ。忘れてたりしたら罰として百発くらいぶん殴ってやろうかと思ってたけど、久々に再会した幼なじみをいきなり殴るなんてひどい真似まねしたくないもんね」

「別に忘れてたからって殴らなくちゃいけない義務はないだろ」

　おとなしく『憶おぼえててくれて良かった』だけでやめておけばいいのに、わざわざくだらない事を続けるのは照れ隠しなのだろうか。こういう素直じゃないところは昔どおりだ。ちょっと呆あきれながらも、少し賀か茂もは懐なつかしい気分になる。

「ところでお前……」

　賀茂が話題を変えようと口を開くと、少女がすかさず遮った。

「お前じゃなくてヨーコ！　せっかくつけたんだから、ちゃんと名前で呼んでよね」

「あ、そういやそんな名前名乗ってたな。……もしかしてヨーコって名前は妖よう狐こだから？」

「そだよ」

　安直なネーミングセンスを逆に誇るような勢いで、少女はうなずいた。

「そんなわけで、これから人間の姿してる間はヨーコさんって呼んでよね。漢字は『葉よう子こ』がいいかな。狐きつねっていったら葉っぱ使って化ける話多いし。んでキミは今はなんて名乗ってるの？」

「賀茂是これ雄おだけど。こういう字」

　手元の紙に書いてみせる。

「ふーん。じゃあこれからは、是雄って呼んだらいいんだね？」

「うん、まあ」

　賀茂はうなずいてから、さっき振りかけた話題をもう一度出す。

「それより今日は、こんなとこまで一体何しに？」

　暇があるんなら町を案内してやろうか、などと言おうかと思った矢先、突然葉子は立ち上がった。

「何しにじゃないわよもー、このバカ！」

　いきなり理由も分からず怒られて、賀茂は思わず身を竦すくめた。

「な、何だいきなり？」

「ボクに一言も言わずに出てったっきり、手紙も電話も寄よ越こさないでー！　落ち着いたら連絡くらい寄越しなさいよねー！　チビ助の味み噌そっかすだったキミがたった一人で出てったって聞いて、ボクがどれだけ心配したと思ってんのー？」

　バンっと机を叩たたいて賀茂を睨にらみつける。

　その勢いに椅い子すごと後ずさる賀茂。

「……そ、そんな事言われても、手紙出すったって住所が分からないし、巣穴に電話なんて引いてないし……」

　賀茂がそう言いかけると、葉子は遮るように肩を竦めた。

「あー、もー。まーたそーやってすぐ口答えばっかり。全っ然変わってないんだねー、そーゆートコだけは」

「口答えばっかりって、だって事実だろ……」

「はぁ？　住所分かんないんだったら自分で走って届けりゃいーでしょ？　連絡先くらい教えるのは常識だよ？」

「走ってって、こっから北海道まで何キロあると思ってんだ……」

「何情けない事言ってんの！　昔の奈良にいた源げん五ご郎ろう狐ぎつねさんなんかねー、たった一週間で江え戸どまで往復したんだよ！　だったら現代の狐に出来ないわけがないでしょーが！　トラックの荷台とかでタダ乗りしたり楽出来るんだから！　『狐死して丘に首す』っていって、故郷を思う事は狐の誇る美徳なんだからね！」

「ごめんごめん。悪かったって。それで、もしかしてお前、わざわざ様子を見に？」

「『お前』じゃなくて『葉よう子こ』！」

「あ、はいはい。葉子ね。で、要するに連絡がないからって心配して会いに来てくれたってわけか」

　そんな用事で北海道からわざわざ来させてしまったんならさすがに悪かったと、若干気が咎とがめる賀か茂も。

「まあ、そういう事」

　葉子はうなずいて着席してから、ハッとしたように慌てて付け加えた。

「い、言っとくけど、別にボクはキミみたいな薄はく情じよう者ものは正直もうどーだって良かったんだからね。だけど、おばさんがずっと心配してたから。それで、ボクも巣別れ記念の旅行で、たまたまこっちに来るつもりがあったから、せっかくだからそのついでにね」

　賀茂の事を気にしてやってきたというのが恥ずかしいらしい。照れ隠しのように、葉子はキツい口調で賀茂を見み据すえた。

「とにかくそんなわけだから、お目付け役として是これ雄おの暮らしぶり、ちゃんと確認させてもらうからね！　だらしない生活してたら承知しないから」

「お目付け役……」

　賀茂はその言葉を聞いた途と端たん、げんなりした声を出した。

　葉子は子狐時代から何かとお節せつ介かいで口うるさい娘で、賀茂は散々お小言を言われながら過ごしたものなのだ。たった半月早く生まれただけで、偉そうに保ほ護ご者しやぶって世話を焼く葉子に、賀茂はとにかくうんざりさせられた経験がある。

　さっきまではそれも懐なつかしい思い出だったが、またあの調子でやかましくされるのかと思ったら、いっぺんに懐かしさなど吹っ飛んでしまった。思い出というものは、それが二度と戻らぬ時だからこそ懐かしいのである。昔の様子が今に再現されるのであれば、それは現実に今目の前にある厄介事に過ぎない。ふるさとは、遠きにありて思うもの、というが、それは旧友の場合でも例外ではないのだ。

　……まぁ、精々数日くらいだろうし、いいか。

　旅行のついでなのだから、そんなに長居はすまい。そう思って賀か茂もは我慢する事にした。

　賀茂のそんな様子にはさして目もくれず、葉よう子こはさっさと話を続けた。

「で、今はどんな所に住んでるの？　見せて」

「今すぐか？　店、入ったばっかりだし、もう少しゆっくりしてっても……」

　賀茂は抵抗した。店内に入って三十分もせずに出るなんてもったいないにもほどがある。大体まだ手元のコーヒーは半分以上残っているのだ。

　だが葉子は有無を言わさぬ調子で一いつ蹴しゆうした。

「さっき五百円あげたでしょ？　けちくさい事言ってんじゃないの」

「いや、だけどロッカー代が六百円だから、すでにその時点で実質儲もうけはマイナス……」

　賀茂はなおも言ったが、押しの強い葉子と流されやすい賀茂では結果は見えている。

　結局賀茂は残りのコーヒーを一気にあおると、再会記念という意味不明な名目で何故なぜか葉子の分も払わされて店を出た。




　ついでながら余談ではあるが、コインロッカーでは百円玉しか使わず、喫茶店では札で払ったため、本日唯一の収入だった五百円玉は結局使われずに終わった。そのため、葉子の支払った硬貨が実は、幻術で五百円玉に見せかけた五百ウォン硬貨（五十円相当）だったという事実が判明するのは、数日先の話であった。
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「着いたぞ。ほら、あそこの家」

　葉よう子こを連れて帰ってきた賀か茂もは、自分の家を指差して言った。

　賀茂の指差すほうを見た葉子は、思わず目を見張った。

「うそっ！　おっきいー！　あんなちゃんとした一軒家に住んでるのー？　アパートとかじゃなくて？」

　そして興こう奮ふんした顔で賀茂を見る。

「すっごいねー。駅前でしょぼしょぼと占い師さんなんてやってるから、三畳一間のもっと小さな下宿とかだと思ってたー。稼かせいでるんだね。やっぱり人の不幸につけ込んで、高い壺つぼとか売りつけたりしてるの？」

「……そんな事はしてない」

「でもこれだったらボクが一緒に住んでも全然平気だねー。助かったー」

「ちょっと待て！　一緒に住んでも……？」

　賀茂は慌てて葉子を見る。確かにお目付け役とか言ってはいたが、それは精々で数日だと思っていたのだが。

「葉子お前確か、ここへ来たのは旅行のついでって……」

　しかし、葉子は当たり前の顔で答える。

「巣別れしたての狐きつねが旅行っていったら、目的は新たなテリトリー探しに決まってるじゃない。いーでしょ？　知り合いが確保してる土地のほうが何かと有利だしさ」

「それはまぁそうかもしれないけど……」

「別にただで住ませろってわけじゃないんだよ。ちゃんと昔みたいに身の回りの世話はボクがやってあげるし」

　その言葉に、賀か茂もはイヤ～な顔を浮かべた。確かに葉よう子こはしっかり者かもしれないが、口うるさいのは勘弁だ。

「……大体、一緒に住むつもりだったら事前に連絡よこせよな……。いきなり押しかけてこられたら、追い返せないじゃないか……」

　耳みみ聡ざとく聞きつけた葉子はムッとした顔で反論する。

「何よー。そんなのそっちが悪いんじゃない！　是これ雄おが連絡先とか教えてくれないからー……！」

「ああ、ごめんごめん。悪かったから玄関先で騒さわぐなって」

　賀茂はとっとと謝あやまってしまうと、玄関の戸に手をかけた。

　その途と端たん。

　葉子が後ろからぐいと賀茂を引っ張った。

「な、何だ？」

　賀茂が振り返ると、葉子は呆あきれた顔で答えた。

「何だ、じゃないでしょ。そんなふうに真っ直すぐ家に入ってどーするの？　巣穴に戻る時には足跡とかごまかすために、五十メートルくらい通り過ごしておいてから、後ろ向きに足跡辿たどって帰りなさいってお家うちの人から教わらなかった？　猟犬とかに跡つけられたらどーするつもり？　子こ狐ぎつねでもそれくらい常識だぞ？」

「猟犬って、あのなぁ……」

「全くもー。相変わらずボクがいないと、ホンっトだらしないんだから。よくそんなんで一人前に巣別れ出来たよね」

　さっそく小言である。賀茂は困ったように頭を搔かいた。

「いや、普通の人間の暮らしでそんな警けい戒かいはいらないんだって。町中で狐狩りする人なんていないし、大体ボクもお前も今は人間の格好だろ。言っとくけど、五十メートルも行き過ぎてから後ろ向きに戻ったりしてたら、そっちのほうが変に思われる」

　賀茂の言葉に、葉子はきょとんと目を見開いた。

「……そーゆーもんなの？　町の暮らしって」

「そういうもんだよ。せっかく上手に化けたのに、そんなトコから正体バレたら馬ば鹿かみたいだろ？　だから普通の人間と同じように振る舞えって」

　賀茂はそう言うと、さっさと戸を開けて中に入った。

　それを見て葉子も、落ち着かなさそうに振り返りつつ、後に続いた。




「ただいまー」

　賀か茂もが中に声をかけると、とたとたと軽い足音を立てて小柄な女の子が出てきた。

「お帰りなさい。早かったですね」

　人ひと懐なつっこい笑顔で出迎えた少女は、賀茂の直接の死因となった悪あく魔まっ娘この桂かつらたま。転生してきた賀茂が人間に戻ったのと同時にこの家に引き取られて、現在は一緒に暮らしている。

「うん。もうちょっと粘るつもりだったんだけど、知り合いに会っちゃって」

　賀茂はそう言いながら隣となりの葉よう子こを手で示す。

　葉子はちょっと動揺した表情でたまの顔を見つめると、賀茂に向かって問いただした。

「え？　え？　ちょっと、あの、何なの、この子？　是これ雄おって一人暮らしじゃないの？」

「一応家族とかと暮らしてるけど。今この家にいるのは六人かな」

「か、家族って？　でも、だって是雄のおばさんは北海道だし……？　って事はつまり、こっちですでに自分の家庭を構えたって事？　ま、まさかこの子って……、是雄の子……？」

　顔面蒼そう白はくになってたまと賀茂を見比べる葉子。

　旅行のついでとかお目付けとか言って照れ隠しをしていたが、実は葉子の本当の目的は、賀茂とつがいになる事だ。繁はん殖しよく可能な年ねん齢れいになったら、つがいを作る事も大切なのである。そのためだけにはるばるやってきたというのに、すでに結婚されていたりしたら大問題だ。

　だが幸い、賀茂は呆あきれた目で葉子を見ながらため息を漏らした。

「……あのな。子供がいるような歳としに見えるか？　そうじゃなくて、家族ってのはボクが狐きつねに生まれる前の家族だよ」

「へ？　狐に生まれる前って……？」

　唐突な事を言われて目をぱちくりさせる葉子。生まれてくる前にはそもそも賀茂は存在しないのに、生まれる前の家族というのは一体何なのだろう。葉子は不思議そうな顔で賀茂を見た。

　そんな葉子の表情に気づいて、賀茂は簡単に説明する。

「ああ、だからつまりさ、転生って聞いた事あるだろ？」

「え？　い、一応知ってるけど……？」

「ボクは前世じゃ人間だったんだ。で、いったん狐に転生したんだけど、今はこうしてなんとか人間の姿に戻って、前世と同じ暮らしに戻ってるんだよ」

　葉子は驚おどろいた顔で、まじまじと賀茂を見つめた。

「そ、そうなんだ……？　初耳……」

　葉子は戸惑いを隠しきれない様子で呟つぶやく。

「で、でも、前世は人間でも今は狐なんだよね？　人間に化けてるけど」

「ん、まあ確かに前世の姿に戻ったとはいえ、化けてるだけって言えば化けてるだけかな。狐から人間に転生しなおしたわけじゃないし……」

「そ、そう。良かったー。それだけ聞けば安心……」

　ほーっと安あん堵どして額ひたいの汗を拭ぬぐう葉よう子こ。せっかくわざわざ苦労して北海道から追いかけてきたというのに、会ってみたら実は狐きつねじゃありませんでした、ではたまったものではない。

　じっと様子を見ていたたまが賀か茂もに尋ねる。

「あの、賀茂さん。そちらの方は……？」

「あ、ごめん。こいつがさっき言った知り合い。ボクが狐だった時に一緒に育った近所の幼なじみで、生後一年目でようやく巣別れしてきたとかで」

「えっ？　じゃっ、じゃあその人、狐さんなんですか？」

　驚おどろいた声を上げるたま。葉子はそんなたまを見ながら一人考える。

　……この娘が賀茂の家族だという事は、明らかに年下だから妹に違いない。これからずーっとここでお世話になる予定だし、家族の人とは仲良くしとかなくっちゃいけない。家族から籠ろう絡らくしていって外堀を埋めてしまうのは、強引に縁えん談だんを進めるための基本中の基本だ。

　葉子は内心ぐっと気合を入れると、たまと目線の高さを合わせるように屈かがみ込んだ。そしてにこやかに笑いかける。

「初めまして。お兄さんが北海道にいた頃ころに、お付き合いさせていただいてました。葉子って呼んでくださいね」

　たまも慌てて自己紹介を返す。

「あっ、え、えと、桂かつらたまです。初めましてっ」

　ぺこりとお辞じ儀ぎするたま。

　その人ひと懐なつっこそうなしぐさに、葉子は微笑ほほえましげにたまの頭を撫なでた。

「あ。偉い偉い。ちっちゃいのにしっかりしてるね。歳としはいくつくらいなのかしら？」

「え？　あっ、あの、……これだけですっ」

　子供扱いされたたまは、自分もついうっかり子供になった気分で、反射的に右手に一本、左手に五本指を立てた。右が十の位で左が一の位のつもりである。

　それを見て葉子は驚いた表情を浮かべる。

「え？　たったの六つなの？　しっかりしてるから十歳は超えてるかと思ったよー。すごいすごい」

　ニコニコしながらたまの頭を撫でまくる葉子。

　たまはそんな葉子の態度に恐きよう縮しゆくするように小さくなった。

「あ、いえ……、そうじゃなくてあの、十五です……。高校一年です……」

「えっ？　噓うそっ！」

　青ざめて硬直する葉子。家族を抱き込みにかかったつもりが、初対面から失礼かまして大失敗である。

　葉子は焦った顔を浮かべ、大慌てで言い訳した。

「あっ、そのっ、ごめんねあのっ、ぼっボクは別に……っていうか、どーりで大人おとなっぽいって思ったよー。なんだー、やっぱりねー。び、びっくりしたー。あは、あはははは……」

　わざとらしく笑ってごまかす。

　背後で賀か茂もが小さく呟つぶやいた。

「っていうか、葉よう子こはまだ生後一年だろ。満一歳のくせに、なに人の事子供扱いしてんだ……」

　それから葉子とたまに向かって促す。

「それより、こんな玄関先で立ち話してないで中に上がろう」

「あ、じゃあ私、お茶の支度してきますね」

　たまが居間へ走っていく。

　葉子は慣れない靴くつ紐ひもを不器用に解ほどくと、待っていてくれた賀茂にくっついて中へ上がった。




　居間へ入ると、たまの他ほかにもう一人いた。

「ちわー。賀茂くん。お邪じや魔ましてるわよ」

「律りつ子こ？　何しにきたんだ？」

　賀茂が意表を突かれた顔で尋ねる。

「何しにきたって、遊びにきたんだけど」

　律子と呼ばれた女は、ごく平然と茶を啜すすってから賀茂の隣となりの葉子へ目を向けた。

「あれ？　その子誰だれ？　見かけない顔だけど」

　ずいぶんと馴れ馴れしい。しかも、まるで自分の家のようなくつろぎ方だ。

　葉子は律子の問いには答えず、やや緊きん張ちようした視線を送りながら、賀茂の腕を引っ張った。

「……ちょっと是これ雄お。誰、この女？　この人も家族？」

「いや、学校で同じクラスの佐さ々さ木き律子」

「初めましてー。佐々木律子です。呼ぶ時は律りつちゃんでいいわよ」

　律子が手を上げて気さくに声をかけてきた。

　だが葉子はそれを無視して、賀茂に冷ややかな視線を送った。

「ふ～ん。また随分と美人なお友達だことで」

「は？」

　賀茂が妙な顔をする。とぼけているつもりなのだろう。葉子はそう考えると、構わず言った。

「家族でもないのに、随分と馴れ馴れしいんだねー？　是雄の留守にずうずうしく上がり込んだりしちゃってさ。いったい是雄、あの女とどーゆー関係なのかしら……？」

「どういう関係って、クラスメイトだって言ったろ」

「だーかーらー！　何であの女、ただのクラスメイトのくせに自分の家みたいにくつろいでんのって聞いてるの」

　少しずつイライラしながらも、あくまで抑えた口調で尋ねる葉よう子こ。

　賀か茂もはちょっと考えてから呟つぶやいた。

「何でくつろいでるのかって………無ぶ遠えん慮りよな性格だから……？」

「ちょっと是これ雄お、ふざけないで！　ボクは真ま面じ目めに聞いてるんだからね！」

「そう言われても事実なんだけど……」

　怒鳴る葉子に、賀茂は困ったように後頭部を搔かく。

「……まあ、中一の頃ころからずっと同じクラスだから、ますます遠慮がなくなってるってのもあるんだろうけど」

「中一の頃から？」

「中学校の一年生。今高校二年だから、そうするともう五年目か。そう考えると結構な腐れ縁えんだな……」

　ちょっと考え込みながら呟いた賀茂の言葉に、葉子は怒りに満ち満ちた凶悪な笑みを浮かべた。

「なーに？　腐れ縁って、やっぱりそーゆー関係なの？　ふぅぅぅぅぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、あっそぉぉぉぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……！」

　律りつ子このほうを横目でちらっと一いち瞥べつする。長い睫まつ毛げに覆おおわれた目元、張りのある肌と艶つやのある唇、豊かな髪にスラリとした手足。女としての本能が警けい鐘しようを鳴らすような、絶対に恋人の側そばには近寄らせたくないタイプである。そんな女が、賀茂と五年以上付き合いのある遠慮のいらない間柄？　冗談ではない。

　賀茂は一いつ瞬しゆんきょとんとした表情で葉子の顔を見る。

「……あの、もしかして何か激しく勘違いしてないか？」

「ごまかす気？　あのね是雄……」

　再び声を荒げる葉子。

　そこへ律子が割り込んだ。

「おーいそこ、さっきから何二人でひそひそやり合ってんのよ？　私も自己紹介したんだし、そっちの子も紹介してよ」

「あ、うん。えっとこいつは北海道から……」

　賀茂が口を開きかけたのを遮って、葉子は挑戦的な口調で挨あい拶さつした。

「是雄の幼なじみの葉子です！　いつも『ボクの是雄』がお世話になってるみたいでどーも！」

　そう言い捨てると、フンと顔を背ける。五年以上の腐れ縁だか何だか知らないが、こっちは賀茂が生まれた時からずっと一緒に育ってきているのだ。負けてなどいられない。

　葉子は挨拶をすませると、ぐいっと賀茂の腕を引っ張った。

「それより是雄。家の場所は分かったから、次はこの近所の様子案内してくれる？」

「え？　別にいいけど、でも今帰ったばっかりだし、少し休んでからでも……」

「いいの！　初めての土地だし、餌えさ場ばとか水飲み場とか、地形なんかも把は握あくしとかないと気分的にくつろげないじゃない」

　有無を言わせず賀か茂もの腕を摑つかんで、ぐんぐん玄関へ連れ出す。せっかく家に着いたら二人っきりで思い出話に花を咲かせる予定だったのに、こんなに人がいてはどうしようもない。特に、この律りつ子ことかいう女の隣となりになど、一秒たりともいたくない。というより律子の隣に賀茂をいさせたくない。家の中ほどくつろげないかもしれないが、二人だけになるには外へ移動する他ほかない。

　玄関に引っ張り出された賀茂は、さっき脱いだばかりの靴くつを履はきながら、呆あきれたように吐息を漏らした。

「……相変わらず几き帳ちよう面めんな性格だな。周辺の様子なんて後でもいいのに」

「そっちこそ相変わらずよね。住すみ処か周辺のチェックもせずに休めると思う、その図太い神経を疑うわ」

　もちろんただの言い訳であるが、野生の狐きつねとしては一応当たり前な事を言い返すと、葉よう子こは急せかすようにして賀茂を外へと連れ出した。




「……で、何であんたたちがついてきてるのよ？」

　賀茂の家の裏手にあるお堂と、その周辺のちょっとした小さな森を散策しながら、葉子はイラついた声で呟つぶやいた。その視線の先には、たまと律子が当たり前の顔をして並んでついてきている。

　賀茂が執り成すように言った。

「まあ、いいじゃないか。どうせウチに泊り込むつもりなら、一緒に住む人とは早めに仲良くなっといたほうがいいし」

「一緒に暮らす人とは仲良くなってもいいけどね……」

　敵てき愾がい心しん剝むき出しで律子を睨にらみつける葉子。

　律子はその視線に気づいているのかいないのか、相変わらず気楽な調子で賀茂と葉子を見比べる。

「ところで賀茂くん、その子さー。賀茂くんの幼なじみっていうけど、私、今まで見た事ないんだけど？」

「ああ、こいつ実は……」

　賀茂が説明しようとした瞬しゆん間かん、それを遮って葉子が過敏に振り向いた。

「なっ、何よその言い方ー？　まるで『是これ雄おの事は何でも知ってます』みたいな顔してー！」

　そう言うと葉子は賀茂の腕をぐいっと摑んだ。

「言っとくけどねー、ボクなんて是雄が生まれた時からずっとー……」

　葉子の態度に、律子はちょっと驚おどろいた顔でまばたきした。今初めて葉子の敵意に気づいたという表情である。ただし鈍いのではなくて、自分に向かう敵意など興きよう味みないので認識されないだけなのだ。

　しかし、その敵意の正体が色恋がらみだとなれば、また話は別である。知ってる他人の痴ち情じようのもつれは、傍はたから見るには蜜みつの味。律りつ子この顔は俄が然ぜん生き生きと輝かがやき出し、その澄すんだ瞳ひとみはきらめきを増した。

「何……？　もしかしてアンタ、ヤキモチ焼いてんの？」

　ズバリ図星を指されて、ボッと真っ赤になる葉よう子こ。

「ばっバカっ！　違うわよっ！　だっ、誰だれがこんな奴やつにヤキモチなんか……っ！」

　そう言ってから、賀か茂もの腕をしっかり摑つかんでいる自分に気づいて、今更のように慌てて離す。何か言い返そうとしたが、動揺してしまって言葉が出ない。

　葉子が口を閉ざしている間に、賀茂が強引に話を元に戻した。

「こいつ、ボクが狐きつねに生まれ変わった時に、同時期に生まれた近所の狐でさ……」

「ほう？　で、わざわざ遠い北海道から、はるばる賀茂くんを追って会いにきたと？　ラブラブねー」

　目をきらきらさせながら葉子をからかう律子。

　葉子はムキになって声を上げた。

「ばっ、バカ言わないでっ！　だ、誰がこんな奴追っかけたりなんか……っ！」

　もちろん本当は賀茂を追ってきたのだが、そんな事は言えっこない。雄が雌を追いかけるのが自然界のあり方なのだから、本来は賀茂が追ってきてくれてしかるべきなのだ。それを雌である自分から追いかけてきたなどとバレたら、はしたない娘と思われそうで気まずい上に恥ずかしい。葉子はチラチラと賀茂の様子を気にしながら、必死で弁解した。

「いっ、言っとくけど、ボクはただ家を出てテリトリー探しの旅行にきて、そのついでに是これ雄おのおばさんから様子見てきてほしいって頼まれたから、それでちょっとどんな暮らししてるのか見ていこうかなって思って……っ！」

「あ、なーんだ。じゃあすぐ帰っちゃうのね」

　律子はつまらなそうにちょっと声を落とした。しかし葉子の耳には、その声の落とし具合がまるで、自分が帰ると思って安あん堵どしたためのように聞こえる。

　ジロっと律子を睨にらみつけながら、葉子は低い声で言った。

「そう簡単に帰るわけないでしょ。さっきも言ったけど、こっちに来た一番の理由は、巣別れ後の新たなテリトリーの確保。当分は是雄のナワバリに居候させてもらうわよ。ついでにつきっきりで、どんな暮らししてるかチェックして。おかしな事してたり変な人間と付き合ってたりしたら、きちんと更生させる責任があるからね」

「居候って要するに、泊まってくわけ？　賀茂くんと一つ屋根の下に？」

「一つ屋根の下って言い方は何かやらしいからやめてくれ……」

　賀か茂もは小さく律りつ子こにツッコむと、変な話題から離れようとさっさと歩を進める。

　だが、葉よう子こは賀茂を先に行かせておいて、律子に向かって勝ち誇るように声を上げた。

「泊まってくくらいで驚おどろかれちゃ困るわね！　言っとくけどボクなんかちっちゃい頃ころからよく泊まりに行ったりしてたから、これくらい全然当たり前の事なんだから！　一緒に寝たりとかもしてたんだからね！」

　ここぞとばかり、賀茂と自分の関係を強調する葉子。

「おお？　お泊り当然の仲ですか？　賀茂くん、たった二ヶ月程度でさっさと巣立ってきたはずなのに、そのわずかの間に二人の関係はそこまで進んでたのね？」

　律子は大げさに驚いてみせると、隣となりのたまの耳元に口を寄せた。

「ちょっとたまちゃん。聞いた今の？　どうする？」

　たまは何も分かっていない顔で、無邪気にきょとんと聞き返す。

「え？　どうするって、どうかしたんですか？」

「どうかしたかってたまちゃん。これまでの話を総合すると、あの葉子ちゃんってのは賀茂くんの家にお泊りするのなんて当たり前で、一緒に寝るのも当たり前で、更に賀茂くんのお母さんからお目付け役を任されるくらいの、親御さん公認の仲なのよ？　分かってる？」

「はい。幼なじみでとっても仲良しさんなんですよね？」

「違うの。あれはただの幼なじみなんかじゃない。彼女の正体は、幼なじみの皮を被かぶった実質上の許婚いいなずけよ！」

「はぁ、いいなずけ……」

　普通に律子の言葉を繰くり返してから、突然たまは言葉の意味を理解した。そして、ガーンと脳天に一いち撃げき喰くらったような表情で取り乱す。

「い、いいい許婚ってつまりその、二人はそういう関係で……？　そっ、その、かか、賀茂さんと？　よ、葉子さんが？」

　たまは混乱しきった顔で律子にすがりついた。

「あっ、あの……、っていうかその、どどどどうしましょう律子さん……っ！　かっ、賀茂さんが……っ！」

　律子は取り乱すたまの手を取った。そして、厳きびしく諭さとす。

「ほら、そうやってすぐにうろたえない！」

「で、でも……」

「いい？　賀茂くんはたまちゃんが先に唾つばつけたんでしょ？　だったらちゃんと自分の所有権は主張しなきゃ。主張されない権利はないのと一緒なのよ」

　二人のやり取りを聞いていた葉子は首を傾かしげた。賀茂と自分が一緒に寝ていたと聞いて、律子が取り乱すなら分かる。だが何故なぜ、たまが動転しているのだろう？　そして、賀茂と怪しい関係だと睨にらんでいた律子が、平然と落ち着き払っているのはいったい？

　葉よう子こは怪け訝げんそうな顔で口を挟んだ。

「ちょっと、何？　どーゆー事、ボクの是これ雄おに先に唾つばつけたって？　たまちゃんって是雄の妹さんじゃなかったの？」

「ん？　ほら、たまちゃん。ガツンと言ってやんなさい。ガツンと！」

　律りつ子こが面おも白しろそうにたまの背中を押しやった。

　葉子の前に出されたたまは、真っ赤になってわたわたと手を振った。

「あっ、あのっ、私は賀か茂もさんのお家うちのただの居候で、それでその、唾つけたとかそんなんじゃないですけど、前に賀茂さん、約束してくれた事が……」

　葉子はぴくっと反応する。

「約束……？」

「そっ、そのっ、わ、私が独りぼっちでいなくてすむように、あの、ずっと一緒にいてくれるって……。そっ、それでそのっ……あの……つまり私……その……だから………」

　しどろもどろで、肝心の結論部分が口に出来ないたま。声はだんだんと小さくなり、最終的にたまは、恥ずかしそうに顔を伏せてもにょもにょと呟つぶやいた。

「……それでそのつまり、…………何でもないです……」

「……ちっ。根性なしめ……」

　不ふ甲が斐いないたまの様子を見て、律子は失望したように舌打ちする。
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　だが、葉よう子こは顔色を変えてたまの顔を見つめた。

「いっ、一緒になるなんて……！　ぼ、ボクの是これ雄おとそんな約束を……っ？」

　一緒に「いる」と一緒に「なる」では一字違いで大違いかもしれないが、「ずっと一緒に」となれば同じ事だ。

　冗談ではない。律りつ子こが危険だと思っていたら、まさかこんな小さな子供が賀か茂もを誑たらし込んでいたとは……。

　ようやく森を一周して道路に出てきた辺りで、葉子は凍りついたように固まった。

　そこへ、一人だけやや先を歩いていた賀茂が振り返る。

「んじゃ、次はちょっと駅前のほう行ってみる？　商店街とか」

　そして、立ち止まっている葉子に気づいて戻ってきた。

「どうした、こんなとこで立ち止まって？」

　下手へたに巻き込まれないよう離れていたため、どういう会話があったのか正確には把は握あく出来ていないのだ。

　声をかけられて葉子は我に返ると、キッと鋭するどい目で賀茂を睨にらみつけた。

「ちょっと是雄！　今の話、本当？」

「え？　今の話って？」

「そこのたまちゃんが実はただの居候で、しかも是雄とずっと一緒にいるなんて約束交わしたって話！」

「あ、その事……。三人で何騒さわいでるのかと思ったら、そんな話してたのか」

　呆あきれた表情を浮かべる賀茂。内心、話から外れていて正解だったと小さく安あん堵どする。

　そんな賀茂を急せかすように葉子は尋ねた。

「そんな事よりどーなの？　まさか本当だなんて言わないわよね？」

「んん、いや……、一応ホントだけど」

　少し気恥ずかしそうにうなずく賀茂。

　それを見て葉子は顔色を変えた。

「なっ？　うそっ、ホントなのーっ？　ちょっ、ちょっとこっち来なさい！」

　葉子は賀茂の腕を摑つかむと、たまと律子に声が聞かれない所まで引っ張っていく。

「何なんだいったい？」

　怪け訝げんな顔で尋ねる賀茂に向かって、葉子は大声で怒鳴りつけた。

「何なんだって是雄、キミねー！　どーゆー事？　あの子、家族って言ってたのはつまりそういう事なの？」

「そういうって？」

「とぼけないで！　結婚するって話でしょ！　一緒になるなんて大事な事、何でボクにもおばさんにも相談せずに軽はずみに約束しちゃうの！　もう、ホンット馬ば鹿かなんだから！」

　苦々しい顔で吐き捨てる葉よう子こ。

「全くもぅ、相変わらずボクがついてないと何やらかすか分かんないんだから、キミって奴やつは！　どうしろってゆーのよ、会ったばっかでいきなりこんな話聞かされて」

「どーしろって、葉子がどうこうする必要は……」

　だが葉子は賀か茂もの言葉には耳を貸さず、困りきった顔でガリガリと頭を搔かいた。

「っとにキミって奴は、単身町に出てきていったい何やってんだか！　この際だからはっきり言わせてもらうけどねー、狐きつねのくせに人間の女に手ぇ出すなんてはっきり言って獣じゆう姦かんだよ？　冗談抜きで変態の仲間入りじゃない、そんなの。こんな事、北海道のおばさんにバレたらどーするつもり？　親泣かせるような真似まねして楽しい？」

　頭を振ると、はぁ～っとため息を漏らす。

　その様子を見ながら、賀茂は困惑して呟つぶやいた。

「んな事言われても、だってボクは元々人間だし……」

「元はそうでも今はもう狐でしょ！」

　葉子は鋭するどく一いつ喝かつした。そして頭を押さえて再び嘆息。

「はぁ、まさか昔の幼なじみがこんな変態になってるなんてなぁ～。ボクも大ショックだよ、ホント。どうしよ……」

　泣きそうな声を出す葉子。

「あのな、だからちょっと聞けって。あの約束は……」

　賀茂はもう一度説明しようと挑戦したが、葉子はその言葉を遮るようにグッと真剣な顔を突きつけた。

「あのね是これ雄お。ボク、こっちへ来る前に、是雄のおばさんから頼まれてきたんだよ。是雄は町で一人で頑張ってるだろうから、よろしく面めん倒どう見てやってくれって。それで、様子色々聞かせてほしいって。なのに何なのいったい？　こんなの、とてもじゃないけどおばさんには報告出来ないよ、もぉ～……！」

　本当は、賀茂の母狐の事よりも自分の事のほうが大きい。どうせ町には雌狐なんているわけないし、賀茂もつがい相手を見つけるのには苦労しているだろうから、せっかく自分がつがいになってやろうと思って来てやったというのに。なのに当の賀茂が、人間などと一緒になろうとする獣姦マニアだったなんて。しかもあのたまが相手という事は、重度のロリコンだ。呆あきれ果てて涙も出ない。

　しばらく一人で考え込んだ挙句、葉子は厳きびしい顔で賀茂を見た。

「……とにかくね、今更人の趣しゆ味みをぐちゃぐちゃ言ったってしょーがないし、ボクもおばさんの悲しむ顔は見たくないから、この事は黙だまっててあげる。その代わり、条件が一つ！」

「条件……？」

　葉子はこくりとうなずくと、賀茂の目を真っ直すぐ見み据すえる。そして、わざとらしいほど生き真ま面じ目めかつ神妙な調子で口を開いた。

「是これ雄おも無事に巣別れをすませて、もうじき生後一年目を迎えるわ。ね？」

「うん？」

「生後一年っていったら、まだ若いとはいえもう立派な大人おとな。一人前よ。ね？」

「うん。で……？」

「一人前の大人がいつまでも一人でブラブラしてちゃダメ。適てき齢れい期きを迎えたらつがいを作って繁はん殖しよく活動にいそしむ義務がある。それが野生の生き物の使命よ。分かるよね？」

「……それで？　……っていうかまさか」

　何か嫌な予感がしたらしく、あからさまに懸け念ねんを顔に浮かべる賀か茂も。

　葉よう子こはいっそう力の籠こもった調子でビシッと人差し指を突きつけた。

「そう！　一人前の成体として、ちゃんとした姿をおばさんに見せてあげる事！　それが条件」

「ちゃんとした姿？」

「そう。いつまでも一人でブラブラしてないで、ちゃんと狐きつねのお嫁さん見つけて家庭構えて落ち着いたってところを見せて、安心させたげて。そしたら、陰でどんな変態趣しゆ味みに走ろうと許してあげるから」

「き、狐のお嫁さんってお前なぁ、無む茶ちや言うなよ……」

「狐が狐とつがいになるのが、どぉ～こが無茶なのさー？　人間なんかと結婚するよりよっぽど普通だぞー？　あぁ～ん？」

「言っとくけど、今のボクはもう人だぞ？　人と結婚考える狐が変態だっていうんなら、狐とつがいになろうとする人間も……」

　抗議しかけた賀か茂もだが、葉子は眉まゆをひそめて一いつ蹴しゆうした。

「何言ってるの？　あっきれた～。確かに上手に化けてるのは認めるし、今は普通に人として生活出来てるかもしれないけど、だからって本当に人間になってしまえるなんて本気で思ってるの？　夢見すぎだよ、いい歳とししてー」

　はぁ～、っと呆あきれた吐息を漏らす。

「言っとくけど。いくら外見だけ変えたってねー、狐としての中身は同じまんまなんだよ？　本能とか習性とか。いつまでも人間でやってけるわけないでしょーが」

「いや、だからボクは元々人間だったんだって話はさっきもしたろ？」

「元は人間でも、狐に生まれ変わったんだったら今はもう狐じゃないの！」

　賀茂は困った顔で頰ほおを搔かいた。困惑の汗を浮かべたまま、しばらく考え込むように黙だまっていたが、やがて葉子に諭さとすように口を開いた。

「……でもさ、考えてみろよ。つがいになるも何も、こんな町中で狐なんて見つかりっこないだろ？　相手もなしに一人だけでどうやって結婚しろと？」

　それを聞いて、葉よう子こはハッとした顔をしてみせた。

「それもそっか………」

「だからな、つがいとかそういう話は……」

　賀か茂もが話を終わらせにかかってくる。

　だがここまでの議論の展開は、実は葉子の読みどおり。町中で狐きつねが見つかるはずがない事くらい、最初から分かっている。分かっていたから訪ねてきたのだ。

　葉子は、仕方ないといった表情を作ると賀茂の言葉を遮った。

「……分かった！」

　何事か決断したような目でじっと賀茂の顔を見つめる。

　そして、たっぷり間をおいてから、恥ずかしさをこらえて思いきって言葉を吐いた。

「……仕方ないから、ボクが是これ雄おのお嫁さんになったげる」

「はぁ……？」

　賀茂は意表を突かれたように、間抜けな声を出した。そして、二、三度まばたきしてから、葉子をまじまじと見つめ返す。

　葉子はそんな賀茂の次のリアクションを緊きん張ちようして待ち受けた。

　予想では、葉子と同じく「仕方ない」と表向き気の進まないふりをしながらも受じゆ諾だくする可能性が五十パーセント。恥ずかしさに屈して、慌てて拒否してしまう可能性五十パーセント。

　葉子自身、自分の顔が赤らんでくるのを必死で抑えながら、賀茂の口が開くのをじっと見守る。

　賀茂は、驚おどろきから我に返ると同時に慌てふためいた。

「っていうかちょっと待てっ！　お前がお嫁さんって、なっ、何をバカな事……っ！」

　賭かけは失敗だ。

　取り乱した賀茂に触発されて、じっと恥ずかしさをこらえていた葉子もこれ以上我慢出来なくなる。見る見るうちに真っ赤になると、大きな声で言い返した。

「いっ、言っとくけど、勘違いしないでよっ！　ボ、ボクだって別に、是雄の事をどうこう思ってるわけじゃないんだからー！　ただ、事情が事情で仕方ないから……！」

「仕方ないって、だからなんでつがいにならなきゃ駄目なんだっ！」

「だからそれは是雄の変態趣しゆ味みのカモフラージュでしょ！　表面上だけでも真っ当な相手と結婚してたら、おばさんも安心だし世間の目もごまかせるからって言ったじゃない！　ちゃんと話聞いてた？　ボクだってホントは是雄なんかねー……！」

「誰だれが変態だ、誰が！」

「是雄に決まってるでしょ！　人間なんかと結婚しようってだけでも充分変態なのに、よりによってあんな第二次性徴も始まってないような子供相手に何考えてんの！　このスケベ！　変態！　ロリコン！　変質者ーっ！」

　道端で真っ昼間から大声で罵ののしられて、賀か茂もは困った汗を浮かべた。

　その時、賀茂の背後で足音がした。

　そしてよく響ひびく明朗な声で、何者かが賀茂と葉よう子この会話に突然割り込んでくる。

「娘よ！　それは違うぞ！」

「アブデル？」

　賀茂が振り向いて声を出す。

　駅の方角から姿を現したのは、長身長髪の美形男。賀茂の守しゆ護ご霊れい、熾し天使アブデルだった。日曜礼拝代わりの秋あき葉は原ばら巡りから戻ってきたところである。神の内に完全なる美少女を見み出いだし、美少女を通じて神を観想するアブデルにとって、休日ごとの秋葉原通いは欠かす事の出来ない神聖な勤めなのである。

　葉子は、突然現れて口を挟んできたアブデルを睨にらむと、ムッとしたように食ってかかる。

「何が違うってゆーのよ！　ってゆーか、誰だれよアンタ？」

「賀茂の従兄弟いとこで同い年の阿あ部べテルとは世を忍ぶ仮の姿。しかしてその正体は、賀茂の守護をしている熾天使アブデルだ。君は？」

「ああ、こいつ、ボクが狐きつねだった時の幼なじみで……」

　賀茂が簡単に紹介する。

　互いの挨あい拶さつを終えると、アブデルは葉子に向かって諭さとすように言い聞かせた。

「いいか、よく聞け狐娘よ。かつて主は言われた。『誰でも、このような幼子たちを一人、私の名のゆえに受け入れるなら、私を受け入れる事になる（マルコ福音書九章三十七節）』とな。つまり、真に神を愛し、神に生きようとする者であれば皆、神の御み子この名において幼子を愛する事は当然の事。賀茂は神を愛する正しい信仰への道の端たん緒しよに着いたのだ。それを、くだらん世間の常識に囚とらわれて、変態などと非難してはならん。信仰なき者にとっては理解しがたいかもしれんが、幼なじみであるのなら、友を信じてその成長を見守ってやらねば」

「な……っ、何わけ分かんない事言ってんの？　誰が何言ったかなんて知らないけど、変態は変態でしょー！」

　葉子はろくすっぽ話も聞かずにそう反論すると、賀茂のほうをキッと睨にらんだ。

「ダメだよ是これ雄お、こんな変態さんと一緒にいたらー！　こんなのが守護霊だから、是雄までそんな変態になるのよ！　こんな奴やつとはもう縁えん切っちゃいなさい！」

「ちょっと待て！　アブデルが変態なのは認めるけどボクはまともだ！」

　抗議する賀茂。アブデルなどと同類にされたら、十代の賀茂の繊せん細さいなアイデンティティは深刻な危機に陥ってしまう。

　しかし葉子はすかさず言い返す。

「何言ってるのー！　あんな子供みたいな女の子に欲情しときながら、よくそんな事言えるわね！　自覚ないのが一番ヤバいんだよーっ！」

「待てっ！　ボクがいつ、たまちゃん相手に欲情なんか！」

「だってあの子とつがいになるって事は、当然あの子と交尾して繁はん殖しよくするってわけでしょー？　あんな小さい子に手ぇ出すなんて犯罪だよ犯罪！　そんなのボク絶っっっ対に許さないんだから！」

「あのな！　この際はっきり言っとくけど、たまちゃんみたいな幼い外見に異性を感じるなんて、普通の人間には不可能だぞ？」

　賀か茂もがそう言い返した時、ジャリッと足音がした。見ると、いつの間にか律りつ子ことたまがすぐ背後まで接近していた。

　賀茂の言葉に、たまは真っ白に燃え尽きそうな勢いで硬直化していた。

「……つ、つまり賀茂さんには……私は対象外……」

　そのまま塵ちりになって風化してしまいそうなたまの様子に、賀茂が大慌てで口を開く。

「あっ、いや違うって。だからつまりその……！」

　だが、たまは賀茂の言葉を遮るように、顔を上げて無理やりな笑顔を浮かべた。

「あっあのっ、いっ、いいんです……っ。その、私まだお子様だし、とっ、当然ですよね……。っていうかその、何でもないですから。あは、あはは……」

　ぎこちない笑い声でそう言うと、たまはわざとらしく話を変えた。

「あっ、そういえば私、まだ明日の宿題やってなかったですから、あの、また後で……」

　そう言い残すと真っ赤な顔で家へ駆け戻っていく。

　葉よう子こにとっては、思わぬところで邪じや魔ま者が消えてくれて棚ぼたラッキーだ。律子は賀茂よりもたまの友人っぽいから、たまが帰宅すれば一緒に家へ戻るだろうし、新たに出現したアブデルにしたって出かけて帰ってきたところ。二人とも、賀茂が葉子を案内して町へ行くのについてきたりはするまい。やっとこれで、念願の二人きりになれる。

　葉子は、たまの後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送る賀茂を急せかして言った。

「じゃ、次は駅前案内してくれるんだっけ？　早く行こ」

「え？　あ、ああ……。でも……」

　気遣わしげに、たまの去ったほうを見る賀茂。

「もう！　何ぐずぐずしてんの？　日が暮れちゃうよ」

　たまを気にする賀茂の態度にムッとしながら、葉子は賀茂の腕を引っ張った。

「うわっ！　分かったからいきなり引っ張るなって」

　賀茂は葉子の手を振りほどくと、仕方なさそうに町へと足を向ける。

　その背後から、傍観していた律子が言った。

「たまちゃんほっといていいの？　あれでもあの子、ガキっぽい事とか結構気にしてんのよ」

　賀茂はぴたりと立ち止まる。

「やっぱり……？　じゃあやっぱさっきの、傷つけたかな……？」

「まあ普通に考えればちょっと傷つくわよね。追っかけて謝あやまってきたほうがいいかも」

「そうだな。……でも何て謝ろう」

「簡単じゃん。今すぐ追っかけてって、『普通の人間には異性として見れなくても、ボクは普通じゃなくてアブノーマルなロリコンだから全然問題ないさハニー（キラリ）』ってやってくれば？」

「それじゃ『ガキっぽい』ってのを余計強調してるじゃないか！　っていうか最後の『（キラリ）』ってなんなんだ」

「キザに笑った口元から覗のぞいた真っ白な歯が、陽光を反射して輝かがやくさまを表す擬ぎ態たい語。こういう感じで。ほら」

　キラーンと歯を光らせてわざとらしいほど爽さわやかな笑顔を作ってみせる律りつ子こ。しかしこんなに素すで回答されても、後に続けようがない。

　そこへ葉よう子こが不満そうに口を挟む。

「ちょっと！　もしかして帰るつもりなの？　案内してくれるって約束したじゃない」

「いや、でもそれは急ぐ事じゃないし、ちょっと待ってくれても……」

「そっちこそ急ぐ事じゃないでしょ。男の人からやらしい目で見られてないって言われたって、安心するだけでショックなんか受けないよ普通。それに、もしホントに宿題しに帰っただけだったら、是これ雄おが帰ったりしても邪じや魔まなだけじゃない」

「そりゃ確かにそうなんだけど……」

「だったらこっち優先してよね。日が暮れるまでに見ておきたい事、たくさんあるんだから」

「う～ん……」

　賀か茂もが対処に困っているのを見て、アブデルが助け舟を出した。

「よし。ではとりあえず、狐きつね娘むすめは俺おれが案内してやろう」

「アンタが？」

「アブデルが？」

　思わず同時に怪け訝げんそうな声を出す葉子と賀茂。

「何だお前たち、その露ろ骨こつに嫌そうな顔は？　この俺が信用出来んと言うのか？」

「いや、そういうわけじゃ……なくもない」

　分かりづらい返事をする賀茂。

「……だがしかし賀茂よ。よく考えてみろ。謝しや罪ざいというものは、過ちを犯したら即座に行うのがベスト。時間が経たてば経つほど、『せっかく忘れてた事を思い出させて、やぶへびになったり不快な思いをさせてしまうのでは』などと余計な不安が生じ、やりづらくなってしまうものだ。そうだろう？」

「ん、それはまぁ……」

「だがしかし、かといって今お前がたまちゃんの所へ行けば、そこの狐娘も当然お前についていく。そして、お前が何か一言発するたびに、勘違いしてわめきたてる事は、先ほどの様子からも明らかだ。そんな状態で果たしてきちんと自分の気持ちを説明出来るのか？」

「う、それは……」

「だろう？　むしろ、余計に話がこじれるだけだ。だったらここは一つ信頼出来る人間にフォローを頼むのが賢けん明めいだとは思わんか？　俺おれとお前はパートナーなのだ。余計な遠えん慮りよをする事はない」

「言ってる事は正しいだろうけど、アブデルは『信頼出来る人間』じゃないからな……」

　目を逸そらして呟つぶやく賀か茂も。

　アブデルは動じずに返す。

「まあ、確かに『人間』ではない。今は受肉して人と変わらぬ姿とはいえ俺は天使だからな。だが、信頼出来る人間より信頼出来る天使のほうが、よりいっそう信じるに足る事は自明ではないか」

「……いや、否定したのは『人間』の部分じゃないんだけど」

　賀茂はちょっと困ったように考え込んだ。賀茂が狐きつねから人間の姿に戻ってしばらくの間、どうして美少女に化けなかったのかとアブデルからしつこく責められた事がある。なんでも世間には『動物娘』というジャンルがあり、その中で『狐娘』は猫ねこ耳みみ、犬耳に次ぐメジャーな存在らしいのだ。そして葉よう子こは狐娘。アブデルに任せるには、やはり一抹の心配が拭ぬぐえない。

　ちらりと葉子を見る。だが、気の強そうな葉子の顔を見た賀茂は、ふと考えを改めた。

　……まあ、葉子なら大丈夫かな。あれで結構しっかり者だし。

　それにアブデルが何するか分からないと言ったって、おかしな衣装を着せたりしながら勝手に一人で萌もえ転がるだけで、実害のある真似まねをした事は（今までのところ一応）ない。

「……じゃあ、悪いけど任せた。ボクは家に戻るから、葉子の事よろしく」

　アブデルに案内を任せると、賀茂は家のほうへ足を向けた。

　その背中に向かって葉子が慌てて声をかける。

「ちょっと是これ雄お！　ボクまだ案内してもらってる途中……！」

「悪いけど、後はアブデルに案内してもらって」

「え？　だって、是雄が案内してくれるって約束……！　大体是雄、会ったばっかで全然知らない人たちの間にボク一人残してく気？」

「ごめん。でも葉子なら大丈夫だろ」

「なっ？」

　ろくすっぽ振り返りもせず、賀茂はさっさと走り去ってしまった。

「……何よもう！　バカ是雄！」

　賀茂の消えた方向を信じられないといった顔で眺めながら、葉子は吐き捨てるように悪態をついた。

　そこへアブデルがそっと近づいた。

「さあ行こうか狐きつね娘むすめよ。お兄さんが美味おいしいものをご馳ち走そうしてやろう。狐の好物ならよく知っている。任せろ」

　猫ねこ撫なで声で優しく言うと、誘うように肩を抱いて強引に町へと向かった。反対サイドを律りつ子こが固める。およそ地上で可能な限界まで優秀な肉体を受肉しているアブデルと、およそ人間とは言いがたい身体能力を持っている律子に挟まれては、葉よう子こに抗あらがう術すべはなかった。
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　たまは部屋に戻ると、胸のドキドキが収まるのを待って鏡かがみを覗のぞき込んだ。

「む～………」

　寂しく拗すねたような表情の顔が映る。

　……自分で見ても、確かに子供っぽい。異性として見るのは不可能だという言葉を思い出しても、反論するどころか納得してしまう自分が情けない。

「はぁ～……」

　たまは大きくため息をつくと、がっくしとうなだれた。

「……ずっと一緒にいてくれるって約束……、もしかしてお家うちに引き取ってくれるってだけの意味だったのかな……」

　床に転がったクッションを抱きかかえて、たまは寂しそうに呟つぶやいた。

　あの約束をしてくれた時の事を振り返ってみる。

　自分自身の生きる価値も生きていく望みも失っていたたまを、賀か茂もは優しく抱き寄せて…………。

　違う……！

　回想しながら鏡に目をやったたまは、ある事実に気づいて愕がく然ぜんとした。記き憶おくの中の自分と比べ、現実に鏡に映った自分の姿はあまりにも幼いのだ。膝ひざの上にちょこんと抱え上げられたあの状態を、自分の主観を抜きにして見たら、あれは『優しく抱き寄せて云うん々ぬん』よりむしろ『よしよしと抱っこして』という表現がふさわしい。

　今までたまは、賀か茂もと自分を『一歳違い』としてしか考えていなかったから、あれは何となくラブラブなシーンのように信じ込んでいた。記き憶おくの中の自分も、それに合わせて大人おとなびた姿に書き換えられていた。しかし、現実の自分の容姿や、賀茂との体格差を考こう慮りよして振り返ったら、あれは明らかに『泣いている子供を大人があやしている図』である。

　そう思ってあの時の賀茂の言動を振り返ってみると、ずっと側そばにいてくれるという約束も、一緒に暮らそうと言ってくれた言葉も、小さなみなしごを優しいおじさんが養よう子しとして迎えてくれると言っているようなニュアンスに近く思えてくる。いや、賀茂がたまの事を一人の女性としては見ていないとするならば、むしろそのほうが自然だ。たまが賀茂に感じていた、養父に似た雰囲気というのも、賀茂がたまを娘のように捉とらえている事から来るのかもしれない。

　命を危険に晒さらしてまで助けにきてくれた時、賀茂はたまの事を「ボクの大事な……」と言いかけて口ごもったが、あの後に続くはずだった言葉は『娘』だったのではないか？　十代の高校生の立場で『自分の娘』などという事を言うのに抵抗を感じたから、あそこで言葉を途と切ぎらせたのではないか？　そう解釈しても、あの時の賀茂の言動は全すべて矛盾なく理解出来てしまうのだ。そして、あの後二人の間にまるで進展がない事を考えれば、この解釈のほうがむしろ正しいように思えてくる。

　もしかして、自分はあの時の賀茂の約束を勝手に勘違いして、一人で舞い上がっていただけなのかもしれない。そんな疑惑が、たまの小さな胸中に湧わき上がってきた。

「賀茂さん実は私の事……家族の一人ってくらいにしか思ってないのかも……」

　本当を言えば、それだけでも十分に恵まれている事は分かっている。

　それに、賀茂は以前、自分の命を落としてまでたまを救ってくれた。そこまで大切に思ってくれているのだ。それで不満を抱くのは贅ぜい沢たくだと、自分でも思う。でも……。

　よく考えてみたら、好きだとかなんだとか恋愛感情を示してもらった事は、実は今まで一度もない。二人きりで手をつないで歩いた事もない。手作りのお弁当を作ってみたら困った顔をされた。そして駄目押しに、さっきの「異性として見てない」発言だ。

「どうしよう。このままじゃ……」

　たまは焦しよう燥そう感かんに駆られて立ち上がった。

　何とかして、ちゃんと賀茂と対等な女性として見てもらえるようにならないと、このままでは葉よう子こに賀茂を取られてしまうかもしれない。二人はとても仲が良さそうだ。葉子は平気で賀茂を呼び捨てにしているし、賀茂もそれを当然のように受け入れている。賀茂の一見ぞんざいな葉子への態度も、気心が知れた者同士だから出来る事。ぞんざいな扱いを許し合える間柄なのだ。いつも気を遣ってもらってばかりの自分とは大違いである。

　このままホントに二人がくっついてしまって、賀茂が北海道へ連れ帰られたりしたらどうしよう。もちろん賀茂が葉子を選ぶというのなら自分に口出しする権利などないが、少しでも賀か茂もの気持ちを自分に向けられるのなら何とかしたい。側そばにいてほしい。わがままだけど、いなくなられたら困る。何か、すぐに女性らしさをアピール出来るいい方法はないものか。

　たまはしばらくの間、クッションを抱えてうずくまっていたが、やがて立ち上がるとごそごそと自分の机の引き出しを漁あさり出した。

　引っ搔かき回す事数分。

　やがてたまは、使い古した一本の口紅を見つけ出した。小学生の頃ころに学芸会の劇げきで主役をやった時、担任の先生がこれでメイクしてくれて、そのまま記念にくれた物だ。ちなみに演目は『おやゆび姫ひめ』。たまはクラス内満場一致で主役に推すい薦せんされた。要するにその頃から飛び抜けて小さかったわけである。

　これまでの人生唯一の晴れ舞台をちょっと思い出しながら、たまは口紅のキャップを外した。そして、リップラインも考えずに塗りたくってみる。もちろんリップブラシなどは持っていないから使わない。持っていても使えない。

　勝手がよく分からないままにぐりぐりと塗り込むと、どきどきしながら改めて鏡かがみに映った顔を覗のぞき込む。

「………」

　はみ出しまくった口紅がまるで口裂け女のようで、ものすごくみっともない顔になっていた。

　とほ～……っとため息をついて、あきらめたように口紅を片づける。そしてティッシュを取って唇を拭ふいた。

　だが、クレンジング剤も使わずにティッシュで拭いただけで落ちるような軟弱な口紅など存在しない。

「あれ……？　落ちない……？」

　ティッシュを唾つばで湿らせたりしてみたが、拭き取るどころか反対に口の周りに伸びるだけ。拭く前よりもっとひどくなってしまった。

「ど、どうしよ……！　せっ、石せつ鹼けんとかじゃないと無理なのかな……」

　焦って立ち上がるたま。

　だが、洗面所へ向かおうとしたその時、部屋の戸がノックされた。

　ビクっとして飛び上がる。この緊きん急きゆう事態に一体誰だれだろう。

「はっ、はいっ？」

「あの、ボクだけど。入っていいかな？」

　賀茂の声だ。葉よう子こを連れて町を案内しているはずなのにどうして？　とにかくマズい。

「駄目ですっ！　ちょちょ、ちょっと待ってくださいっ！」

　思わず大声でそう言うとガチャリと中から鍵かぎをかけ、たまは必死で口元を隠せそうな物を探す。マスクでもあればと思ったがそんな物は見当たらないし、さっきまで普通にしていたのにいきなりマスクなどしていても不自然だ。

　結局たまは着ていた服を頭のほうへずらして、顔の下半分を隠した。包ほう茎けい手術の広告写真などで見かけるあのスタイルである。

「ど、どうぞ」

　ばくばくと脈打つ心臓を押さえながら戸を開ける。

　賀か茂もはたまの格好を見て、ちょっと気の引けた顔をした。

「あれ？　もしかして着替え中か何かだった？　後にしたほうがいいかな」

「あ、いえっ、そういうわけじゃ……」

「でもその格好……」

「あ、これは別にその、えっと……」

　言い訳が思いつかなかったので、たまは話を変えるために座布団を勧めた。

「そ、それよりあの、立ってないで座ってください。えっと、はいこれ、座布団です」

　賀茂は戸を開けたまま中に入ると、それ以上の追及はせずおとなしく座布団に座った。それを見てたまもホッとして腰を下ろす。

「あ、あの、賀茂さんだけですか？　他ほかの皆さんは……？」

「ん。アブデルと律りつ子こが葉よう子こを案内してくれるっていうから、任せてきた」

「そ、そうなんですか」

　という事は二人きりで誰だれの邪じや魔まも入らないという事だ。同じ部屋に居候している勘解由かでの小こう路じみきは、休日は神社でバイトしていて夜まで帰らないし、賀茂の母である裕ゆう子こは滅めつ多たな事では子供たちの部屋へ来る事はない。父の忠ただ幸ゆきは休日とは無関係に小さな仕事で出かけている。

　賀茂と水入らずなど、もしかしたら初めてかもしれない。そう考えてたまは少しドキドキした。その程度の事で自然と口元がにへ～っとにやけてきてしまう自分がなんだか気恥ずかしいが、幸い今の格好なら服に隠れて気づかれない。災い転じて福となす、だ。

「そ、それであの、何か……？」

「ん、いやその、もしかしてさっき失礼な事言ったかもって思って、ちょっと」

「え、あの、失礼って……？」

「いや、だからもしかしたらたまちゃんの事女扱いしてない、みたいな言い方をしちゃったかも、ってさ……」

「あ、ああ、あの、その事はあの、別にその……」

　どぎまぎしながら視線を泳がせるたま。

　賀茂はすまなさそうに謝あやまった。

「もし気に障ってたらごめん。別にそういう意味で言ったんじゃなくて、その、葉子が、ボクがたまちゃんをいやらしい目で見てるような事言うから、それを否定しようとして、つい勢いで……」

「あ、そ、そうなんですか。それはその、あの……」

「一応その事だけ謝あやまってちゃんと説明しておこうと思って」

　そう言ってちょっと笑う。わざわざそんな事で引き返してくれた賀か茂もに、さっきまでの焦りや不安はどこかへ消えて、代わりに幸せな気持ちに満たされた。

　と思ったら、さっさと腰を上げる賀茂。

「用件は、それだけ。じゃ」

「あ……」

　立ち上がりかけた賀茂を見て、たまは思わず声を出した。

「ん？　何？」

　賀茂が振り向く。

「あ……その……」

　案内の途中で置いてきた葉よう子こが気になるのは分かる。けど、せっかく珍しく二人きりになったんだから、もうちょっとゆっくりして、お喋しやべりしてってほしい……。

　そんな事を思いながらも、恥ずかしくてたまにはとても口に出来ない。下を向いて、意味もなく畳の縁ふちをなぞった。

　賀茂はきょとんとした顔で眺めていたが、たまが何も言おうとしないので再び部屋を出ようとする。

「それじゃ。宿題の邪じや魔ましてごめん」

　その背中に向かってたまはまたもや呼び止めた。

「あの……、賀茂さん。その、一つだけ……」

　お喋りはともかく、さっきの疑問をはっきりさせておきたい。『異性として見れない』発言の意図が、いやらしい目で見ていないという主張だった事は分かったが、それはそれとして賀茂は一体自分の事をどういうふうに見ているのか。娘や妹程度の認識でしかないのか、それとも将来的にはもっとちゃんと付き合ってくれるつもりがあるのか。

「あのっ、賀茂さんは私の事……」

　思いきって顔を上げる。

　ところがその途と端たん。

　弾みで、ずり上げていたセーターがズルっと落ち、たまの顔の下半分が剝むき出しになった。

「あっ！」

「なっ？」

　同時に声を上げる二人。

　たまは大慌てで口元を押さえたが、賀茂は心配そうな顔で駆け寄ってきた。

「ちょっとたまちゃんその口！　どっか怪け我がでもしたんじゃ……？」

「あ、いえ、ちっ、違うんですっ。これはそのっ、何でもないんで……」

「何でもないって真っ赤だぞ？　何してそうなったか知らないけど、早く手当てしたほうが。ちょっとよく見せて」

　たまの腕を摑つかんで無理やり口から離す。

　そして、呆あつ気けに取られたようにぽかんと見つめた。

「何……？　もしかして口紅……？」

「………」

　たまはコクリと首を縦たてに振ると、恥ずかしそうに目を逸そらす。

「……その、ちょっと遊びで塗ってみたら、落ちなくなっちゃって……」

「もしかしてそれ隠してたのか、さっきの服の被かぶり方」

　賀か茂もは納得してうなずいた。

「でもあんな着方したら服のほうにも移っちゃったんじゃない？」

「えっ？　あっ、言われてみれば……」

　慌てて襟えり元もとを引っ張って確認すると、言われたとおり赤い色がこびりついている。

「あぁっ！　どっ、どうしましょうっ。これ、お気に入りだったのに……っ！」

　口紅の事はバレるしみっともない顔は見られるし服は汚すしで、踏んだり蹴けったりだ。なんだか泣きたい気分になってくる。

　賀茂が言う。

「と、とにかく、ちょっと母さんに相談しよう。こんなとこで泣いてないで。さ、ほら」
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　やっぱり子供をあやすような口調だ。娘扱いでは言いすぎかもしれないが、少なくとも近所や親しん戚せきの小さい子を相手にしているような、そんな態度には違いない。

　たまはうなだれるようにして賀か茂もに手を引かれ、母・裕ゆう子この部屋へ向かった。

　これがたまにとって、賀茂と二人だけで手をつないで歩いた事実上最初の経験となったのはご愁しゆう傷しよう様さまな話だった。




「はい、落ちたわ。これで大丈夫」

　クレンジングを含ませた脱脂綿でたまの唇を優しく拭ふきながら、裕子はにっこりと笑った。

「服のほうは後で染み抜きやっておくから、心配しないでね。ちゃんと元どおりきれいにして返してあげるから」

「すみません。ありがとうございます……」

　恥じ入るように頭を下げるたま。

　賀茂が脇わきで呟つぶやく。

「それにしても何でまた急に口紅なんて……？」

　口紅なんて、の後に思わず「似合わないものを」と続けそうになって、賀茂は慌てて言葉を飲んだ。さっき失言して謝あやまったばかりなのに、こんなすぐに同じ失敗を繰くり返していたら学習能力ゼロの馬ば鹿かである。

　賀茂の言葉にたまはドキッと竦すくみ上がった。急に口紅をつけてみた理由など、恥ずかしくて話せるはずがない。たまは冷や汗をかきながら黙だまり込んだ。

　そこへ、どたどたと玄関先から物音がした。

　賀茂がそっちを振り返る。たまは、賀茂の注意が他ほかに移ってホッと安あん堵どした。

　入ってきたのは、さっき別れたばかりの葉よう子ことアブデル、それに律りつ子こだった。

「あれ？　もう帰ったの？　ずいぶん早いな」

「早かったも何も、だって全然案内してもらってないもん」

　不機嫌そうな声で葉子は言うと、どっかりと腰を下ろしてアブデルを睨にらんだ。

「何だ？　喧けん嘩かでもしたのか？」

　そういえば、葉子が「アブデルみたいな変態なんかとは縁えんを切れ」と言っていたのを思い出した。もしかしたら、賀茂につきまとわないようアブデルと話をつけようとでもしたのだろうか。

　しかし葉子は力なく首を振った。

「喧嘩なんかしてないよ。ただ延々コンビニで肉まん食わされてただけ。食べすぎて気分悪くなってきたから帰ってきちゃった……」

「肉まん？」

　葉子はコクリとうなずくと、気分悪そうにテーブルに上体を突っ伏した。

　どうやら不機嫌なのではなく、腹がもたれて気分が悪いだけらしい。

「もしかして、あれからずっと肉まん食ってただけなのか……？」

「うん……。プリクラとかいう奴やつで自分の写真のシール作ったけど、後はずーっと……」

　そう答えてげっぷを漏らす葉よう子こ。

「しかし、何で肉まんなんか……？」

　賀か茂もが疑問そうな表情を浮かべていると、アブデルが言った。

「何を変な顔をしている？　狐きつねの主食は肉まんだろう？」

「は？　肉まんが主食って……一体どこからそんなガセ情報を？」

「む？　違うのか？　『正典カノン』を見た限りでは、狐娘の主食は肉まんであるというのが正統教義のようだったが……？」

　不思議そうな顔で首を捻ひねるアブデル。

「ウチにはパソコンもゲーム機もないのに何でそんなもの知ってるんだ……」

　賀茂はなんだか非常に脱力した気分で呟つぶやいてから、自分もどうしてそんなネタにツッコめるのかと首を傾かしげた。

　葉子がぐったりした声を出す。

「……そういうわけで、実はまだ全然この辺案内してもらってないんだ。ちょっと休きゆう憩けいしたら、今度は是これ雄おだけで案内してくれない？　他ほかの人いると案内にならない……」

「ああ、分かった」

　賀茂はうなずいた。確かに、アブデルと会う前も律りつ子こなどと言い争ってばかりでロクに周辺の様子を見ていなかった気がする。

　三十分ほど休憩して葉子が落ち着いてから、賀茂は今度は二人だけで再び玄関を出た。

　葉子にしてみれば、散々邪じや魔まが入ったがついに念願の二人っきりだった。




　賀茂たちが出ていくと、さっそく律子がたまに尋ねた。

「……で、賀茂くんと二人っきりで何かあった？」

「はい？　い、いいえ、べっ、別に何にも……」

　たまは慌ててぶんぶんと首を振る。だが、こんな反応では肯定しているのと同じ事だ。

　律子は、たまが肯定したものとして話を進めた。

「で、具体的に何があったの？　もしかして仲直りのキスくらいした？」

　たまは瞬しゆん間かん的にボッと真っ赤になった。

「そっ、そんな事してないですっ！　いっ、いきなり何を……」

「いや、何かあったかって尋ねたら、反射的に唇押さえたから。たまちゃんって反応単純だから、きっと唇絡みの何かがあったのかと思って」

「え？　あ……っ」

　たまは言われて初めて気づいたらしく、恥ずかしそうに唇から手を離す。

　それから、ちょっと情けない声で言った。

「確かに唇関係ですけど……そんないいものじゃないです。大失敗です……」

　ざっと大まかな経けい緯いを話して聞かせる。

　話を聞いた律りつ子こは愉快気に爆ばく笑しようした。

「バカねー。大体たまちゃんの顔にそんな派は手でな色似合うわけないんだし、色つきのリップスティック程度でやめときゃいいのに」

「うぅ……、あんまり言わないでください……」

「んで？　その口裂け女みたいなみっともない顔、賀か茂もくんにもばっちり見られちゃったわけ？」

　律子の質問にたまは赤面しながらうなずいた。

「…………穴があったら入りたいってどんな気持ちを言うのか、初めて分かった気がします……」

「ホラホラ、泣かない泣かない。大丈夫だって。あばたもえくぼ、って言うし、好きな子の顔ならちょっとくらいおかしくたって気にならないもんよ。平気平気」

「でも賀茂さん、見た時すごく驚おどろいた顔してました…………。それに…………」

　たまはちょっと言いよどんでから、ポツリと呟つぶやいた。

「…………賀茂さん、私の事好きかどうか分からないですし……」

「はぁ？　何寝ぼけた事言ってんのよ？　ずっと一緒にいてくれるって約束したんでしょ？」

「それはそうですけど……」

「だったら大丈夫じゃん。何を弱気になる必要があんのよ？　万が一好きじゃないとか言われたとしたって、約束したんだから責任取れっつって無理やり迫ればいいじゃない」

「約束って、でもだってその、ずーっと一緒にいるっていうのはもしかしたら家族として迎えてくれた時点でお終しまいなのかもしれないですし、それに冷静になってよーく考えてみたら、好きとか何とか言われた事って一度も………………いえあの、別にそれはどうでもいいです……」

　恥ずかしそうにうつむくたま。

　それを見て律子は顔を曇くもらせた。

　……これは良くない。せっかくはるばる賀茂の幼なじみが訪ねてきて、面おも白しろそうなドロドロの三角関係でも始まるかと期待したのに、当のたまがこれでは到底激しいファイトは望めそうにない。弱気すぎる。少し、焚たきつけてやる必要がある。

　律子はちょっと考えてから言った。

「……あのね、たまちゃん。それって賀茂くんに対してとっても失礼な態度よ。分かってる？」

「え？　し、失礼って……」

　驚おどろいて顔を上げるたま。

　律りつ子こは表面上ものすごく真ま面じ目めな顔を作ってたまを見つめた。

「だってそれって結局たまちゃんは賀か茂もくんの気持ちを信じてあげてないって事でしょ？」

「し、信じてないっていうんじゃなくってその……」

「いい？　あの奥手で恥ずかしがりの賀茂くんが、いつまでも一緒にいてくれるって約束したのよ？　実質上プロポーズよ、これって。あの賀茂くんにとっちゃ、精一杯ぎりぎりの愛情表現じゃない」

「そ、そう思ってたんですけど……でも……」

　律子は、口を開きかけたたまの肩をしっかりと摑つかんだ。

「そこまで言ってくれた賀茂くんの気持ちを疑うだなんて、それは裏切りにも等しい行為だわ。そうでしょ？　違う？」

　実際のところを言えば、律子としても、賀茂のたまに対する気持ちがいわゆる男女の恋愛感情とは微妙に違う事くらいすでに気づいていた。だがしかし、真実を口にする事が常に良い事であるとは限らない。この世の幸福、歓楽を増大させるべく努める事こそが善であるのなら、敢あえて事実と異なる事を言うほうが正しい場合だってあるのではないか。真相を明らかにしたせいで、この世から楽しみが一つ失われてしまうのであれば、敢えて噓うそつきの汚名を被かぶる事も時として必要ではないか。

　そして考えてもみよ。所しよ詮せんこの世は男と女。他人の痴ち情じようのもつれを野や次じ馬うまする事より大きな楽しみが、果たしてこの世にどれほどあるというのだろうか。

　律子はこのような確固たる信念に裏打ちされた態度で、じっとたまの目を見つめた。

　律子の視線に押されてたまは目を逸そらす。

「……で、でも、賀茂さんを信じないんじゃなくて、その、冷静に考えたら、自分なんかがホントに好きになってもらえるのかなって、そっちが自信なくて……」

「バカっ！」

　律子は突然たまを叱しかりつけた。

「その言い方が失礼なの！　いい？　人が好きなものを貶おとすなんて、その人自身を侮辱するのに等しい行為よ？　賀茂くんはたまちゃんの事が好きなの。なのに、賀茂くんの好きなたまちゃんの事を『……なんかが』なんて言い方してどうするの！」

「あ、そ、それは……」

「大体ね、さっきから自信ないとか何とか言ってるけど、自分の事が好きになれないような人間に、他人を愛する資格なんてないのよ？　たまちゃんも教会で育ってきたんなら『汝なんじ自身を愛するがごとく汝の隣りん人じんを愛せ』って知ってるでしょ？　他ほかの人を愛する時は、自分自身を愛するようにするの。だったら、自分自身が愛せない人にはどうやったって他の人を愛せるはずがないでしょ？」

　たまはハッとしたように顔を上げる。

　そこへ律りつ子こはたたみかけるように追い討ちをかけた。

「賀か茂もくんの気持ちを信じて大事にするんなら、賀茂くんがたまちゃんを好きだっていう気持ちも信じて尊重したげなさい。そして賀茂くんが好きなたまちゃん自身を、もっと自分でも愛して信じなさい！」

　しばらくたまはポカンとしていたが、やがて万感の思いを込めて律子を見つめた。

「……そっ、そうですよね。律子さんの言うとおりです！」

　ぎゅっと小さな拳こぶしを握り締しめ、律子の言葉を嚙かみ締めるように何度もうなずく。相変わらず単純である。

「よーし、やる気になったみたいね。その調子よ！　向こうが北海道から賀茂くん略奪しにやってきた以上、こっちも殲せん滅めつする気で迎げい撃げきしなくちゃね！」

「え？　せんめつ……？　げいげき……？」

　突然物ぶつ騒そうな言葉を聞かされてきょとんとするたま。

「そうよ！　恋は戦争！　嫉しつ妬とと欲望が砲火を交える無差別ウォーフェア！　手を汚したくないなんて甘えは許されない、刺すか刺されるかの血塗られた世界だわ！　非武装中立による恒久和平なんて、恋に恋する夢見る乙女おとめの妄想の中にしかないんだからね！」

「そそそ、そういうものなんですか……？　や、やっぱり私には無理です……。一生片思いでいいです……。あきらめます……」

　たまはガタガタと震ふるえながら、真っ青になって首を振った。せっかくやる気を起こしかけたのに、扇動の仕方を間違えて大失敗である。

　色恋絡みの争いの実相は確かに律子の言うとおりかもしれないが、やはり真実を口にする事が常に良いとは限らないのであった。
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　律りつ子こがたまをけしかけていた頃ころ。

　賀か茂もは先ほど案内するはずだった駅前へと、葉よう子ことともに向かっていた。

「……そういや葉子、未いまだに自分の事『ボク』って言う癖くせ直ってないのか」

　賀茂が何となく、駅前に着くまでの場つなぎに話を振る。

「ん～？　別にいーじゃん。是これ雄おだって使ってるくせにー」

「そりゃボクは男だから普通だけど、一応そっちは女なんだし」

「お母さんなんかもおんなじ事うるさく言うけど、でも慣れちゃったし、今更変えるの難しいよー。大体ボクが自分の事『ボク』って言うようになったのって是雄のせいなんだよ」

「え？　何で？」

「是雄ってば目が開いてすぐに言葉喋しやべってたし、ボクも初めの頃は結構是雄に言葉教えてもらってたでしょ。そのせいで、いつの間にか『ボク』って言うのも伝染うつっちゃったんだから」

「そうだったのか。初耳だ……」

　賀茂はちょっと昔を回想した。

　賀茂の母はは狐ぎつねが遠出をする時には葉子の巣穴に預けられる事がよくあったし、反対に葉子が賀茂たちの巣穴に来る事もしょっちゅうあった。よく考えると、母狐と一緒にいない時にはほとんど必ず葉子といたし、母狐と一緒にいた時間のうちの半分も、葉子が一緒にいた。それくらい家族ぐるみの付き合いをしていたのだ。ならば、より早くから人語を喋っていた賀茂の言葉が葉よう子こに伝染うつっても不思議はない。大人おとなである母はは狐ぎつねたちより、子狐の賀か茂ものほうが葉子としても同一視しやすかったはずだ。

　……って事はもしかして、こっちが出来るだけ黙だまってたら葉子が言葉を覚えるのももっと遅くなってて、その分小言を言われる事も減ってたのかもしれないな。

　そんな事を考えているうちに、やがて二人は駅前に着いた。

　大きめのスーパーや商店街のアーケードなどを見回してから、賀茂が葉子を振り返る。

「……まぁ、ウチの近所って言ったら大体こんな感じだよ。山のふもとの町より、ちょっとはでかいだろ？」

　葉子は駅前の人ごみを眺めながらうなずいた。

「うん。人、結構いっぱいいるねー。正体バレたら大変そう。緊きん張ちようするな～」

　そう言いながら、緊張というよりむしろわくわくした笑顔の葉子。北海道からここまで電車を使って来たくらいだから、正体を見破られない事にはそれなりに自信と余裕があるのだろう。

「買い物する時はこの辺ですませてる。買い物って、分かるよな？」

「うん。お金出して欲しい物と交換する事でしょ。ちっちゃい頃ころに二人でやって、町の人に追っかけられた事あったよねー。子狐のカッコのまんまでハンバーガー買おうとして」

「ああ、そういやそんな事もあったっけ」

　ちょっと懐なつかしい気分で思い出す賀茂。確か葉子に誘われて、初めて山を下りた時の話だ。葉子が偶然五百円玉を拾って「これ何？」と聞くから、それがあれば好きな品物と交換出来ると説明したところ、いきなり葉子はファーストフード店へ飛び込んでいったのだった。そしてその結果、口を利く謎なぞの子狐として追われる結果になったのである。

「あの時、是これ雄おのおばさんが来てくれなかったら本気で捕まるトコだったよねー。ボクね、未いまだにお買い物する時とか、思い出して緊張しちゃうんだ。正体バレたら捕まって見世物にされるかもーって」

　ちょっと恥ずかしそうに苦笑いする葉子。

「是雄はそーゆー事ない？」

「ボクの場合はあれが初めての買い物じゃないからなぁ。それにもう、肉体的にも人間に戻ってるから、狐として追いかけられるっていう不安はあんまり……」

　そう答えてから聞き返す。

「それよりも、未だに買い物する時とか言ってたけど、そんなしょっちゅう買い物なんてしてるのか？」

「ん？　お金拾った時とかじゃないと無理だからしょっちゅうでもないけど、たまにしてるよー。油揚げ買ったりとかさ。あんなの、山の中には生なってないからね」

「あー、そうだな……」

　賀茂は何気なく同意してからハッと気がついて確認する。

「……ちょっと待て。生なってないって……油揚げが？」

　そんなものが生ってるわけがないだろう、と思った賀か茂もだが、葉よう子こは問いかけの意味を勘違いして問い返してきた。

「え？　もしかしてその言い方、生ってるトコあるの？　どこで？　ボクもうあそこの山は全部知り尽くしてるけど、あんなの山の中で見た事ないよ？　どこか是これ雄おだけの秘密の場所でもあるの？　だったら教えて」

「いや、そうじゃなくてその、……もしかして、油揚げの実みたいなのがあって、それが木に生ってるとか思ってる？」

「違うの？　だってあんな格好の動物いるわけないし、それにね、ちょっと大だい豆ずに似た匂においがあるんだー、あれって。だから多分、草の実か何かなんだと思うんだけど……？」

「あのなぁ……」

　加工食品が自然に生っているわけがないだろうと呆あきれる賀茂。

「あれ？　何？　何かおかしな事言った……？」

　賀茂の態度を見て、葉子はちょっと焦って首を傾かしげる。本気で何かの実だと思っていたらしい。

　しばらくそんな他愛たわいない事を話しながら商店街を歩いていたが、葉子は突然、真剣な顔つきになって話を変えた。

「……そんな事より是雄」

「ん？　何？」

「あの子の事だけど……」

「あの子って？」

「とぼけないで！　あの、たまちゃんとかいうチビっ娘この事！」

　思わず声を荒げる葉子。やはりどうしても、それだけははっきりさせておかないと、葉子としては落ち着けない。

「あの子の事、ホントはどう思ってるの？」

「またか……。そんな事、どうだっていいじゃないか」

「良くないわよ！　人間の女なんかに引っかかって、妙な約束までさせられて。ホンット、ボクが見ててやらないと危なっかしいんだから、バカ是雄。狐きつねが人間なんかと上手うまくやれるなんて本気で思ってるの？」

「だからそっちも少しはこっちの話聞けって。いいか？　確かにたまちゃんとずっと一緒にいるって約束したけど、それはそういう浮ついた色恋話じゃなくて、もっと深刻な事情があってだな……」

「男女が一緒になるのが色恋話じゃなかったらなんなのよー！」

「だからつまり……」

　賀か茂もはうんざりしたような顔でちょっと考えてから言った。

「えっと……まず最初に、たまちゃんはホントは人間じゃないんだよ」

「は……？」

　不意を突かれてきょとんとする葉よう子こ。

「いきなり何？　人間じゃないって……まさかホントは狐きつねだとか言い出すんじゃないでしょーね？　そんな見え透いた噓うそ……」

「そうじゃないって！　いいからちょっと黙だまって最後まで聞けって」

　うんざりした声を出す賀茂に、葉子は少しおとなしくなる。

　賀茂は一つ息を吐いて気持ちを落ち着けると、説明を再開した。

「彼女、実はあれでも悪あく魔まなんだ。しかも、妖よう気きが強すぎて、何もしなくてもそれだけで周囲に被害を出しちゃうような。今はもう妖気漏らさずに暮らせるようになったけど、以前は全然制御出来なくて……。それで、育ててくれた人も親しい友人もみんな気づかないうちに死なせちゃって、ずっと一人ぼっちだったんだ」

「死なせちゃってって、要するに自分の妖気で？」

「うん。当時は本人に自覚なかったから、みんなが具合悪くなってくのを見て付きっきりで看病したりしてたらしいんだ。それがかえって裏目に出ちゃったわけだけど」

「……ホントにぃ？」

　胡う散さん臭くさそうな目を向ける葉子に、賀茂は真ま面じ目めな顔で言った。

「疑うんなら、帰ってからいっぺんたまちゃんの事霊れい視ししてみろって。それだけ化けられるんなら、霊視くらい出来るだろ」

「うん、まぁ一応……」

「今はもう、外には全然妖気漏らさないからちょっと分かりづらいけど、正体見抜く気で『見て』みたら絶対分かる。尋常な妖気じゃないから」

　賀茂の表情があまりに真剣なので、どうやらいい加減な話じゃないらしいと、葉子は疑うのをやめた。

　賀茂はちょっと遠い目をしながら続ける。

「それで、みんなが死んだ原因が自分だって知っちゃって、そんな自分がまともに生きてく事なんて出来ないし生きる資格もないって一時は完全に絶望しきって……。そういうの見たら、普通ほっとけないだろ？」

「ん……、それはまぁ……」

「今でも、罪悪感で夜中にうなされたりしてる。前に比べて最近かなり落ち着いてきたけど、やっぱり夢に見たりするらしい。だから、彼女が死なせた事が決してわざとじゃないって事や、その事で今もすごく苦しんでる事を、ちゃんと分かってる人間が側そばにいてやるのは意味があると思うんだ」

「そりゃまあそうだろうけど……。でも、どうして是これ雄おが……？」

　葉よう子こは、まだ納得がいかない。

　そんな葉子に、賀か茂もはちょっと言いよどんでから口を開いた。

「……ボクが狐きつねに生まれ変わったのも、たまちゃんの妖よう気きにやられて一度死んだからなんだよ。それでも、彼女のせいで死んだ人でも、ちゃんと事情を分かって許してやれる人間が実際にいるってところを見せてやれたら、ちょっとは支えになれるかもしれないだろ。過去とどう向き合うかは彼女の問題だけど、それを少しでも支えてやれるんだったら、力になりたい。だから、ずっと側そばにいるって約束した。恋愛感情レベルでの好き嫌い以前の問題として。分かるよな？」

「ん、まぁ一応……」

　少し目を泳がせて、子供のようなたまの姿を思い出す。

　あんな子が、自分でも知らないうちに重大な罪を犯して、現在もその事で苦しんでいる。おそらく、一生背負い続ける苦しみだ。そして賀茂には、自分が支えになってやれる可能性がある。となれば、賀茂の性格上無視出来ないだろう。

「……確かに、ほっとけない気持ちも分からなくはない……けど」

　葉子はそう言って困ったようにうなずいた。

　正直、たまに対してものすごくジェラシーを感じる。自分で死なせておいて、その相手に支えてもらうなんて虫が良すぎる話だ。賀茂にしたって、自分を殺した張本人を一生支えてやろうなんて、バカじゃないかとも思う。そもそも、他ほかの女に一生を捧ささげるような約束は、葉子としては大問題だ。こんな約束、絶対に認められない。しかしそう思う一方で、賀茂のこういうお人ひと好よしなバカさが、葉子は嫌いじゃないのだ。

　葉子は、何とか自分の中での妥協点を探ろうとして言った。

「じゃあとにかく、好き嫌い以前の問題って事は、是雄は別に結婚するとか考えてないんだね？」

「ん、そりゃまあ少なくとも今のところは全然……。大体結婚なんて事自体考えた事ないしな」

　将来は分からないという含みを持った、微妙な返事だ。

　だが、少なくとも今はまだ彼女と結婚する気などない。それさえ確認出来れば、まだ葉子にも可能性は出てくる。葉子は、ほんの少しだけ安あん堵どした。

「そっか。分かった。じゃ、ボクの早とちりだね……」

　それを見た賀茂も、やれやれと安堵する。

　だが葉子は、すぐさま再び厳きびしい目に戻って賀茂を見た。

「でもそれはそれとして！　是雄ももうちゃんとした成体なんだし、そろそろきちんとお嫁さん探さなくちゃいけないのは変わらないんだからね。いつまでもこんなふうに一人でブラブラしてられると思ったら大間違いだぞ。早くおばさんにも孫の顔見せて親孝行してあげないと」

「またその話に戻るのか」

　ホッとした賀か茂もの表情が、再びうんざりと曇くもる。

「っていうか、町中で狐きつねなんて見つかるわけがないって話は、すでにちゃんと……」

「確かにこんな町中で簡単には相手見つかんないのも分かるけど、だからって探さなかったらますます出会えっこないんだよ？　いい相手が見つかるまで、身の回りの世話はボクがやったげるから、ちょっと本気で探しなさい」

「んな事言われてもなぁ……」

「なーに、そのやる気なさそーな顔はー？」

　葉よう子こは賀茂のほっぺたをぎゅううっとつねるとすごんでみせた。

「いたたたたっ！　離せってバカ」

　慌てて振りほどいてから賀茂は問う。

「でも探しても見つからなかったら……」

「その時はしょうがないから、さっきも言ったようにボクがつがいになったげるから」

「なっ……。だからそれは……」

「それが嫌ならちゃんと本気で探しなさい！　もしやる気なさそーにしてたら、それはボクと一緒になりたがってるって事にしちゃうからね！　分かった？」

「あの……」

「分かったら返事！」

　そこへ、背後から声をかけてきた者があった。

「あれ、ごん？　こんなとこで何してるの？」

「え？　あ、真ま央おか」

　賀茂が振り向くと、ぶかぶかのハンチング帽を被かぶった少女。律りつ子この家に同居している猫ねこ耳みみ娘の鍋なべ島しま真央である。

　賀茂は、これでつがい話から逃げられると思ってホッとした顔を見せた。

　葉子は、また新たな女の出現かと反射的に険しい目つきになる。特に、真央を見た途と端たんに賀茂の表情が明るくなったのがすごく気になった。

「ちょっと是これ雄お。誰だれよこの女？」

　賀茂の腕を引っ張りながら、真央にややキツい目を向ける。

　それを受けて真央も、葉子に向かってむっとした表情を浮かべた。

「私はごんの飼い主だけど？」

　挑戦的な口調で言う真央。彼女は、転生後まだ狐だった賀茂をしばらく飼っていた事があるのだ。ついでながら『ごん』という呼称は賀茂がペットだった時の名残なごりである。

　葉子はそれを聞いて顔色を変えた。

「か、飼い主？　ど、どーゆー意味、それって？」

「だから、ごんは私のペットなの」

「ぺっ、ペット？　ってそれ、日本語にしたら愛あい玩がん動物……？」

　葉よう子こは素すっ頓とん狂きような声を上げると、顔を真っ赤にして賀か茂もに向かって叱しかりつける。

「ちょっちょっとこらっ、是これ雄おーっ！　まっ、またキミってば、なな、何かおかしな趣しゆ味みをー……っっ！」

　賀茂は摑つかみかかる葉子をなだめながら慌てて訂正する。

「待て！　落ち着けって！　飼われてたのは、あくまで狐きつねだった時だけだ！」

「狐だった時って要するに今って事じゃない！　人間だったのが前世なんでしょー？」

　そこへ真ま央おが賀茂を庇かばうように割って入った。そして葉子の手から賀茂を奪うと、不快感剝むき出しの声で威い嚇かくする

「ちょっと、気安く人のペットいじめないでよねっ！　アンタいったいごんの何なのよっ？」

　葉子は賀茂を奪った真央に向き直ると、怒りを込めた低音ですごんだ。

「……ただの幼なじみだけど？　文句ある？」

　そのまま道のど真ん中で睨にらみ合う二人。

　賀茂はその様子を見ながら、止めるべきなのか他人のふりをすべきなのか一いつ瞬しゆん判断に迷う。

　その間に、真央と葉子は睨み合ったまま、ジリっと間合いを詰めた。威圧するように反らした互いの胸が、ほとんど接触せんばかりに近づく。
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　だが、突然葉よう子こがピクッと眉まゆをしかめた。

「この匂におい……！」

　ハッとしたように後ずさると、さっきまでとは別種の警けい戒かい心を顕あらわにして真ま央おを見み据すえた。そのこめかみに、微かすかに緊きん張ちようの汗が浮かぶ。

　この町に来てから今までのわずかな間に、目の前の少女と同じ匂いをあちこちでさんざん嗅かいだ記き憶おくがあった。これまで案内された町のほぼ全域にわたって、目の前の少女と同じ匂いがテリトリーを主張していた。

「まさかこの娘が、この町一帯の……ボス？」

　真央も本能的に相手がただの少女ではない事を察知したらしい。

「そうだよ！　この町全部、私のナワバリなんだからっ！」

　そう答えると、ナワバリへの侵入者に対して迎げい撃げきする態勢に入る。

　先ほどまでは二人とも、少しでも体を大きく見せて相手を威い嚇かくしようと胸を反らしていたが、今はどちらも上体を屈かがめて膝ひざを曲げ、ほとんど四足に近い体勢を取った。道行く人たちが、もの珍しそうな目で眺めていく。

　見ていた賀か茂もは、さすがにこれはマズいと思って仲裁に入った。

「おい、ちょっと二人ともこんな町中でやめろって」

　だが葉子は緊きん迫ぱくした声で言い返す。

「何で止めるの是これ雄お！　こいつがこの町のトップ！　今ここで叩たたいておけば、明日から周辺一帯全部ボクらのものになるんだよ！　巣立ったばっかのボクらにとって、ナワバリ確保は至上命令！　ボサっと見てるくらいなら加勢して！」

　葉子の注意が一いつ瞬しゆん賀茂に逸それたわずかな隙すきを突いて、真央が声を上げながら素早く飛びかかる。

「くっ！」

　葉子は咄とつ嗟さに顔を背けると、横の回転で真央の爪つめをかわし、そのまま豊かなポニーテールを真央の顔面へ叩きつけた。狐きつねが喧けん嘩かする時に見せる、尻尾しつぽを使ってのはたき合いと同じ要領だ。そしてそのまま数メートルほど前方へ転がるように急速離脱。

　真央は思いがけない反撃にわずかに怯ひるんだが、すぐ立ち直ると、葉子に体勢を立て直す暇を与えず追いすがる。一度主しゆ導どう権けんを握ったら決して手放してはいけないというのは、戦せん闘とうにおける基本中の基本原則だ。仕切り直しなど、実戦においてはありえない。

　真央が休みなく仕掛けてくるのを見て、葉子は一時撤てつ退たいを決めた。ただでさえ劣勢になりがちな敵のナワバリ内で、先手を取られてしまっては勝ち目がない。勝てない戦いにこだわって無駄に消耗するよりも、けちなプライドはさっさと捨てて後日のリベンジに備えたほうが賢けん明めいだ。

「是これ雄お！　ここは一いつ旦たん退たい避ひよっ！　撤てつ収しゆうするっ！」

　賀茂に一声かけると、離脱した勢いに任せて、そのままグンと加速した。

「ちょっとっ！　待ちなさいよっ！　逃げる気っ？」

　真ま央おが葉子の後を猛然と追いかける。

「あっ、ちょっとおい、二人ともっ！」

　慌てて賀茂も全速力で後を追ったが、到底人間の足で追いつける速さではない。あっという間に二人は賀茂の視界から消え去った。

「……妖よう狐こと化け猫ねこって、伝承とかだと仲良しなんだけどなぁ……」

　はあはあと肩で息をしながら、賀茂はよく分からない愚ぐ痴ちをたれた。そして、見失う直前ギリギリで開いた霊れい視しの『眼め』を使って、二人の跡を『見』ながら追跡を続けた。
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　夕方頃ごろ。

　夕食の支度をしているところへ、町を案内してきた賀か茂もと葉よう子こが帰宅してきた。

「ただいま～」

　声をかけると、賀茂の母・裕ゆう子こが出迎えた。

「あら、おかえりなさい。遅かったわね」

「この人は……？」

　葉子が裕子を見て賀茂に尋ねる。葉子が昼間家に来た時には、裕子は奥の部屋へ引っ込んでいたため、これが初対面なのだ。

「……やっぱり是これ雄おの家族？　お姉さんか何か？」

「いや、母さん」

　賀茂は簡単に訂正した。夫の精気を吸って若さを保っている裕子は、確かに二十代後半から精々で三十代にしか見えないが、しかし実際の年ねん齢れいはすでに四十を超えている。

　賀茂はざっと説明してから、裕子にも葉子の事を紹介した。

「えっとこの子が、昼間言ってた狐きつねの頃の近所の子で……」

　一応、たまの口紅を落としてもらった時に、幼なじみの狐が訪ねてきた事は伝えてあるのだ。

　裕子は葉子に向かってにっこりと会釈する。

「是雄ちゃんの幼なじみですってね。初めまして、よろしく」

　それを受けて葉よう子こも慌ててお辞じ儀ぎを返した。

「はっ、初めまして。葉子と名乗ってます。その、是これ雄おくんには常つね日ひ頃ごろお世話に……」

　緊きん張ちようしてしどろもどろになる葉子を、裕ゆう子こは微笑ほほえましげに眺めてから、賀か茂ものほうを向いた。

「それにしても、随分ゆっくりだったのね」

「うん。実は途中で真ま央おに会ったんだけど、葉子がいきなり喧けん嘩かおっぱじめてさ……。延々走って逃げるから、追いかけて捕まえるので一苦労……」

　汚れた服を示しながら賀茂はため息をついた。

　匂においを追跡されないように、ドブの中を通ったり、地上から突然塀へいの上へ上がったりと、とんでもない所を通って逃げる葉子の跡を、ずっと『眼め』を開きっぱなしで追いかけたのだ。その上、何故なぜか途中で葉子の姿は霊れい視しの視界からも消えてしまい、結局見つけ出すのにこの時間までかかってしまった。心身ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極きわみである。

「初めての土地で迷子になるくらいなら、闇やみ雲くもに走るのやめろよな……」

　まだ少し息の上がった調子で、賀茂は葉子にうんざりと言った。

　葉子はちょっと決まり悪そうな顔でそっぽを向く。

「べ、別に是雄が来てくれなくたって、一晩かければちゃんと戻ってこれたもん。一人でも平気だったんだからね」

「泣きそうな顔でウロウロしてたくせに……」

「だっ、誰だれが泣きそうな顔なんかしてたのよ！　勝手に自分の主観で変な事言わないでくれるー？」

　裕子が賀茂と葉子を眺めながらやんわり口を出した。

「まあ、随分汚れちゃってるのね。二人とも、先にお風ふ呂ろに入ってしまいなさい。ご飯出来るまでまだちょっとかかるから」

「あ、うん。分かった」

　賀茂はうなずいて玄関を上がる。

　その後ろで、葉子が怪け訝げんそうに賀茂を見上げた。

「おふろ……？」

「ん？　ああ要するに水浴びと一緒だよ。水じゃなくてお湯だけど」

「ふーん、水浴びか……。確かにちょっと汚れちゃってるし……」

　葉子は自分の服を見てうなずいた。一体どこを走ったのか、足元などは土つち埃ぼこりまみれである。

「そんじゃ是雄、一緒に行こっか」

　葉子はそう言うと、賀茂の袖そでを引っ張った。

「ちょっと待て！　一緒にってお前な……」

　慌てて賀茂が抗議する。

　葉子はきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「へ？　慌てちゃって、どしたの？　是これ雄おも汚れてるし、さっぱりしたほうがいいと思うよー？」

「いや、そりゃボクも入るけどだな、男と女で一緒に風ふ呂ろってのはマズいだろ」

「え？　何で？」

「何でって……」

　賀か茂もは一いつ瞬しゆん返事に詰まった。自分にとって自明な事ほど、いざ説明する時には難しい。

「……とにかく、人間の世界ではマズい事なんだって。人前で服脱いだりするのは恥ずかしい事なんだ」

「ふーん。でも別にいーじゃん。人間にはマズくてもボクたち狐きつねだし。それにお風呂って初めてで、よく分かんないしさー」

「元は狐でも今は人間の姿だろ！」

「じゃあ狐に戻ったらいーんじゃないの？」

「いいからもう、入り方教えるから一人で入れ」

　賀茂は強引に話を打ち切ると、摑つかまれた手を振りほどいて葉子を風呂場へ押しやった。

「……？　何照れてんの？　変な奴やつ……」

　葉よう子こは首を傾かしげながらも、しぶしぶながら納得した。




　葉子はお湯の出し方やシャワーの使い方など大まかな事を教わると、賀茂が出ていくのを待って服を脱ぎ、タオルを片手に風呂場へ入った。そして、ちょっと緊きん張ちようした顔で浴場内を見回す。知らない場所でたった一人、初めての事を経験するのは、やはり不安を覚える。

「是雄は慣れてるんだから、一緒に入って教えてくれてもいいのになー……。昔っからなーんかこういうとこで冷たい奴だよね……」

　嗅かぎ慣れない石せつ鹼けんやシャンプーの匂においに若干怯おびえながら、葉子は不満そうに呟つぶやいた。

「……まあ、よく分かんないけど、川とか池とか温泉みたいなもんだよね。要するに水浴びだって言ってたし」

　浴よく槽そうに張られたお湯を見ながら心を決めてうなずくと、慣れない温水に少し物もの怖おじしつつ、おそるおそるそのまま浴槽の中へ足を入れる。そのまま肩まで浸つかると、しばらく体をこわばらせていたが、やがてお湯にほだされるようにほーっと息を吐いた。

　湯船の中で体を伸ばしながら、今日一日の出来事を振り返る。

　賀茂に会いに来て、家にやってきて、町を案内されて、猫ねこ娘むすめとナワバリ争いをして、一時退却して逃げて……。

　そこで、記き憶おくが途と切ぎれている。

　気がついた時はいつの間にかもう夕方だった。自分の足元が土つち埃ぼこりにまみれていたが、憶おぼえている限り、乾いた土の上を走った記憶はなかった。自分がいる場所が分からず困惑しているところへ賀か茂もが探しにきてくれた。

　……今日も、召喚されたんだ。

　葉よう子こは暗い表情になって、小さく吐息を漏らした。

　賀茂には黙だまっていたが、葉子は『飯い綱づな』だ。飯綱とは『飯綱法』という術によって使役される狐きつねの事である。まだ母狐のお腹なかにいる時に修しゆ験げん者じやなどが契約を交わし、生まれた子供に名前を付ける事によって飯綱として使う。飯綱使いの術者に名前を呼ばれたら、道具のように命令に従わねばならない。その間、自分の意志や記き憶おくは全くなくなる。精神が完全に術者の支配下に置かれるためだ。

　自分が飯綱である事を知ったのは、つい最近だ。これまでも、度々記憶が飛ぶ事があった。そのたびに、足は野山を駆け回ったように泥で汚れ、そして大抵の場合、知らないうちに大量の餌えさを抱えていた。これはいったい何なのかと疑問に思い、母に相談したところ、初めて事の次第を打ち明けられた。足の汚れは術者の命令で走った跡、大量の餌は働いた褒ほう美びらしかった。飯綱としての名前は、生まれた時とっくに命名されていたらしい。

　今はまだ呼ばれた時に召喚されるだけで、それ以外の時間は自由だが、何度も呼び出されているうちにそうはいかなくなっていく。飯綱は別名を『管くだ狐ぎつね』といい、本来は竹筒の中で飼われるのが普通なのだ。馴らされていくにしたがって術者がこちらの精神を支配出来る時間は徐々に長くなり、そしてやがては完全な支配下に置かれる。更に、完全に馴らされて『管狐』となった者は、外見も竹筒に合わせてオコジョやイタチ程度にまで縮ちぢんでしまうらしい。

　そうなったら、もう今のような自由な暮らしは出来ない。竹筒の中に閉じ込められて、一生術者の手元で飼われる事になる。また、ただの使役獣じゆうとして自分の意思も記憶も感情も失なくしてしまうという噂うわさも聞く。

　自分がどこで何をしているか分からないというのは、とても不気味で不安だ。使われている間の記憶はないから、どんな人間に使われているのかさえ分からない。それに、呼び出される回数が増えればそれだけ馴らされてしまい、完全に管狐になる日も近づいてしまう。それだけ自由でいられる時間は短くなる。

　今日もまた呼ばれた。すでにいったい何回呼び出されたのだろう。どの程度まで、馴らされてしまっているのだろう。

　自分の手に目を向けて、本来の狐の前足を霊れい視しする。心なしか、一回り小さくなったように『見え』る。気のせいだろうか。

　賀茂は子狐時代の自分の姿しか知らないはずだから、小さくなったとしてもすぐには気づかないだろう。それに、普ふ段だんから『眼め』を開いているわけではないから、外見上人間に化けていれば、こちらの変化はバレないはずだ。

　しかし。

　……ボク、あとどれくらい時間があるんだろ。

　考えて焦しよう燥そう感に駆られる。

　どれくらい時間が残っているのか。あと何日、自由でいられるのだろうか。管くだ狐ぎつねになってしまう前に、ちゃんと仔こを生むだけの余裕はあるのだろうか。

　狐きつねの妊娠期間は約五十日。最低でも二ヶ月は時間が欲しい。管狐になってから管狐の仔を生むのではなく、自分の自由が残されている間に、自分の選んだ相手と、ちゃんと普通の狐の仔を生んで残していきたい。

　自分の選んだ相手。つまり賀か茂もだ。

　葉よう子こには、身近な妖よう狐こ・霊れい狐この知り合いといったら賀茂しかいなかったし、賀茂だってそのはずだった。会いにくれば、きっと喜んでくれるはずだった。賀茂は照れ屋なところがあるから、ストレートに嬉うれしがってみせたりはしないだろうけれど、それでも昔から知っている者には分かる屈折した言い方で、遠回しに喜びを示してくれるはずだった。なのに……。

　……あのバカ。ボクに内緒で、勝手に知らない女の子とおかしな約束しちゃって。

　湯船の縁ふちに頭を凭もたれさせて、葉子は内心愚ぐ痴ちる。

　まさか、賀茂に他ほかの女がいるとは思わなかった。それも、ずっと一緒にいるなどという約束までしてしまっているなんて。そんな可能性は、想像した事さえなかった。人間社会に出て暮らすといっても、将来の相手まで人間から選ぶなんて事は、葉子の感覚ではさっぱり理解出来ない。というより信じられない。もちろんたまは人間ではなく悪あく魔まだが、そんな些さ細さいな違いはこの際問題じゃない。
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　……狐きつねは狐らしく狐と一緒になるのが一番に決まってるんだから。

　イライラした気分で、葉よう子こは水面をパシャンと打った。そして、たまの姿や、賀か茂もの態度を思い出す。たとえ異性として見ていないというのが本当だったとしても、賀茂が一番気にかけているのはやはりあの娘だ。賀茂が例の約束を交わした経けい緯いからも当然だし、今日一日のちょっとした些さ細さいな言動からもはっきり感じ取れた。今の賀茂にとっての一番は、葉子ではなくたまなのだ。そして将来、たまが賀茂の目にも充分異性として映るくらいに成長したら……。

　だが、その時にはもう、きっと葉子はここにはいない。完全な管くだ狐ぎつねと化して、竹筒の中に収まっているだろう。どのみち、そこまで長引いてしまったら自分の負けなのだ。

　短期決戦でケリをつけるしかない。どこまでも強引にくっついていって、一緒にいるのが当たり前だった昔の感覚を甦よみがえらせる。そして、賀茂が狐だという事をはっきりと思い出させてやる。狐としての自覚を取り戻せば、きっとあんな小娘なんか……。

　負けられない。負けたくない。負けるもんか……！

　葉子は自分に強く言い聞かせるように、ぎゅっと目をつぶった。




「……そろそろ出ようかな」

　葉子はそう呟つぶやくと、タオルを取って口にくわえた。そして頭から爪つま先さきまで全身をお湯の中に沈め、くわえたタオルと鼻先だけを水面上に出す。

　しばらくそうやっているうちに、何か小さいものがタオルにじわじわと群がってきた。葉子の毛皮に巣食っていたノミである。水を嫌って水面上へと逃れてきたのだ。葉子は数分間じっとして、全身のノミがタオルへ移動し終わるのを待ってから、おもむろに口を離した。そしてお湯の下をくぐってタオルから一番離れた縁ふちへと移動し、ざばっと湯船から上がる。狐はしばしばこうやってノミ取りを行う習性があるのだ。もちろん野山にはタオルなどないから、木の皮や枝などを使う。

　浴よく槽そうから上がった葉子はぶるるっと身み震ぶるいして、さっぱりした声を出した。

「あ～、すっきりした～」

　そのままタオルを湯船に浮かべたまま、気分良さそうに風ふ呂ろ場を出る。

　体を拭ふいて、裕ゆう子こが用意してくれていた着替えを着ると、居間へ向かった。

「是これ雄おー、上がったよー。お待たせー」

「あ。それじゃボクも入ってこよう」

　入れ替わりに風呂場へ向かう賀茂。

　しかし、服を脱いで浴槽のふたを取った瞬しゆん間かん、賀茂は絶叫した。

「なっ、なんじゃこりゃあ～っっ！」

　湯舟に浮かぶタオルにびっしりと群がるノミの大群。ごま粒大の虫が隙すき間まなくタオルにへばりついて蠢うごめき飛び跳ねている様子に、賀か茂もは慌てて風ふ呂ろ場を飛び出した。

「ちょ、ちょっとコラお前葉よう子こーっっ！」

　とりあえずパンツだけ[image: 穿]はいて居間へ駆け戻ると、大声で葉子に怒鳴る。

「お前なぁ……！　いったい風呂場で何を……！」

　ところがパンツ一丁の賀茂を見て、居間にいたたまと葉子が同時に声を上げた。

「きゃあっ！」

「なっ、何？」

　そして葉子が、手近にあった洗せん濯たく物から賀茂のジャージのズボンを摑つかんで投げつける。

「ちょっとバカ是これ雄おっ、そんなパンツ一丁でウロウロしないでよっ。こっ、こっちはレディなんだぞっ」

　そう言うと、ちょっと顔を赤くして怒ったように賀茂を睨にらんだ。ついさっきは「一緒に風呂に入ろう」などと言っていたくせに、人間姿でパンツ一丁は駄目らしい。よく分からない基準だが、いつも裸の夢むー眠みんパパも海で泳ぐ時には水着を着たりするし、裸が許されるかどうかの境界は、時と場合でかなり流動するのだろう。

「ご、ごめん！」

　賀茂は二人の視線に追われるように廊下へ出ると、投げつけられたズボンをいそいそと[image: 穿]いた。

「……で、大おお騒さわぎして何なのいったい？」

　一応服を着て居間に戻った賀茂に、葉子が不機嫌そうに呆あきれた声で尋ねる。怒鳴りつけにきたはずなのに、いつの間にやら立場が逆だ。

「だからその、風呂の中にノミの大群が……」

「ああ、ボクの毛皮から出てきた奴やつだね。それが？」

　何を怒っているのか分からないといった表情で賀茂を見つめ返す葉子。

「それがって、あんなもん風呂に浮かせとくなよ！」

「だって触ったりしたら、せっかく体から離れたノミがまたくっついちゃうじゃない」

「だからってお前、後で入る人の事も考えろっ！」

「はいはい分かった分かった。片づけてきたらいいんでしょー？　大の男がノミくらいでうろたえないの」

　呆れた口調で切り返すと、葉子はやれやれといった調子で腰を上げた。

「全くも～、ボクがいないと相変わらず何にも出来ないんだね。いくつになってもお子様なんだから」

　とりあえずノミのたかったタオルはいらない箸はしでつまんでノミごと焚ふん刑けいに処した。

　気分が悪いのでお湯も張りなおしてから、ようやく賀茂はひとっ風呂浴びる事が出来た。




　さて晩飯時。

「……ほぅ。是これ雄おを追ってはるばる北海道から訪ねてきた幼なじみか」

　仕事から帰った父・忠ただ幸ゆきは、事情を聞くと渋い中年面にニヤリと笑みを浮かべた。そしてからかうように賀か茂もの後頭部を叩たたく。

「モテモテだな。さすが父さんの子だ」

「あらあら、お父さんたらもう。駄目よ、バカな事言っちゃ」

　母・裕ゆう子こが、茶ちや碗わんにご飯を盛りつけながらおかしそうに苦笑した。

「お父さんに似てたらモテモテのはずがないでしょう？」

　バカな事とはそっちの事だったらしい。あくまでも悪気のない人の良さそうな笑顔のままで、さらっと本当の事を言う裕子。

「なっ……！」

　外見に似合わない繊せん細さいなハートを粉々にされて、忠幸の顔が悲痛に歪ゆがんだ。

　そして、救いを求めるような目で、裕子の隣となりに座った勘解由かでの小こう路じみきを見た。みきは、たまと同じ部屋に居候している巫女みこ少女だが、休日は近所の神社へバイトに行っているため日中は不在だったのだ。

「そ、そんな事はないよな？　若い子から見たら、これでも結構ダンディだったりするよな？」

　慎つつましく控えめな大和やまと撫子なでしこのみきが、一家の主あるじを悪く言うはずがない。そう思ってすがった忠幸だったが、みきは静かな物腰で口元を覆おおった。

「申し訳ございませんが、居候の身で一家の主たる方の悪口を言うわけには参りませんので、返答は控えさせていただいてよろしいでしょうか……」

「はぅあっ！」

「みきさん、それ肯定したのと一緒……」

　泣きながら走り去る父を見送りながら一応ツッコみを入れた賀茂だが、あの父に似ていたら絶対モテないだろうという点は同意だ。外見以前の問題である。

　ちなみに忠幸が泣きながら駆け去るのは賀茂家では日常的な光景なので、今更誰だれも追いかけない。さすがに葉よう子こだけはちょっと驚おどろいた顔をしていたが、そこへ裕子が、何事もなかったかのように話を振った。

「ところで葉子ちゃん。おばさん、是雄ちゃんが狐きつねだった時の様子が知りたいわ。聞かせてくれるかしら？」

「え？　は、はい」

　ハッと裕子のほうを見ると、葉子は言葉を選びながら答えた。

「えっと、そうですね。生まれてすぐに人の言葉を喋しやべったとかで、周囲の大人おとなたちはみんな驚いてましたよ」

　当り障りのない笑顔で、お世辞めいた事を言う。

　ここは葉よう子こにとってさりげなく正念場の一つだ。相手の母親と仲良くなれるかどうかは、結婚を目もく論ろむ女にとって最大級のネックなのである。当たり障りのなさすぎる話でバカな女と思われてもいけないが、間違っても機嫌を損ねたりしてはならない。

　裕ゆう子こは葉子の言葉を聞いて、にこにこしながら言った。

「中身が人間の頃ころのままだったんだから、言葉を知ってるくらいは当然よね。それより、中身が人間のせいで周囲にご迷惑かけたりしなかったかしら」

「あ、そうですね。人間の記き憶おくと関係あるかどうか分かりませんけど、そういえばおばさん……狐きつねのほうのお母さんが取ってきてくれた物とか、全然手をつけようとしなくて、それで結構おばさん苦労してたみたいです」

「……だって吐き戻されたねずみなんて……」

　賀か茂もは小さい声でボソッと抗弁したが、裕子は無視して葉子と会話を続ける。

「まあ。中身はちゃんと十七歳のはずなのに、そんなところは小さい頃に戻っちゃってたのね。是これ雄おちゃんって人間の時も、子供の頃は好き嫌いが激しくてね。私も随分と苦労したのよ。うふふふ」

「あ、そうなんですか」

　ちょっと興きよう味み深そうに目を開く葉子。相手の話に関心を持っているふりをする事は重要だ。それに、自分の知らない人間としての賀茂の過去にも少しは興味がある。

　裕子は葉子の反応に気を良くしたのか、くすくす笑いながら言った。

「ええ。是雄ちゃんたらこれでも意外と強情なところがあってね。食べないって決めたらどんなにお腹なかが減っても絶対に食べようとしないの。幼稚園の頃に一度、食べるまで他ほかの食事は作らないって言ったら丸一日何にも食べずにいた事があって、結局こっちが折れちゃったわ」

　葉子はうんうんとうなずき返す。

「あー、はい分かります。そうなんですよね。北海道にいた時も、飢え死にしちゃうんじゃないかってくらいやせ細ってて、体なんかも同年代の子より二回りも小さくって。終しまいにはボクのほうが見てられなくなって、おばさんに内緒でこっそり拾ったお弁当とか差し入れしたりしてました」

「あら、じゃあ是雄ちゃんが飢え死にしちゃわなかったのは、葉子ちゃんのおかげなのね。ホント、手のかかる子でごめんなさいね。ありがとう」

「いえ、そんな……」

　礼を言われてちょっと照れる。だが、今のところは非常に好感触だ。このままの調子をキープ出来れば、かなりいい感じである。

「押しが弱くて周囲に流されっぱなしの割りに、変なところで強情なのよね。是雄ちゃんって」

「そうですねー。確かに時々、頑固なところってありますよね」

「うむ。正しい『神の愛』に目覚めつつありながら、頑かたくなにその事を認めようとしなかったりするしな」

　アブデルも脇わきからもっともらしい顔で同意する。

「まあ、色々と扱いづらいところもあるでしょうけど、これからも面めん倒どう見てあげてちょうだいね、葉よう子こちゃん。おばさんからもお願いするわ」

　裕ゆう子こが笑いながら何気なく言う。だが、母親公認の世話係。これは大きい。

　葉子は思わず息急せき切って答えた。

「はっ、はい！　あ、あの、任せてください。是これ雄おくんの事はその、一生ボクが責任持って……」

「まぁ、一生？　じゃあせっかくだから、是雄ちゃんのお嫁さんに来てもらおうかしら。うふふ」

　来た！　まさかこんな決定的な言葉まで引き出せるとは期待していなかった。思いがけない大成功だ。葉子は思わず食卓の下で拳こぶしを握り締しめた。母親を落とせばすでにそれだけで結婚話は七割がた決まる。本人の同意を得るより価値は大きい。

　だが、裕子はふと何か思い出したように頰ほおに手を当てた。

「あ、でもごめんなさい。やっぱりそれはダメだわ」

「え？　ダメって……」

　突然の前言撤てつ回かいに、葉子は驚おどろいて聞き返す。

　裕子は、申し訳なさそうに苦笑した。

「実はね、忘れてたけど、是雄ちゃんはそこにいるたまちゃんと結婚するって決まってるのよ」

　思わずたまは驚いてご飯を喉のどに詰まらせ、賀か茂もは飲みかけの味み噌そ汁を吹き出しそうになった。

「き、決まってるのよって母さん……？」

　それまで、下手へたしてやぶへびにならないようじっと沈ちん黙もくして耐えてきた賀茂が、さすがに真意を問いただす。

「あら？　何か変な事言ったかしら？」

　相変わらず微笑を浮かべたまま、裕子は不思議そうに首を傾かしげる。

　葉子は焦りまくる内心の動揺を必死で抑えながら言った。

「あの……き、決まってるってどーゆー事ですか。その、是雄……くんは、まだ結婚なんて考えた事ないって……」

「うーん……、どう言えば分かりやすいかしら……」

　裕子は頰に手を当てたまま、ちょっと考え込むように苦笑を浮かべた。

「……つまりね、あのたまちゃんって子はね、詳しくは言えないけどある事情があって……、一言で言えば、銀行にものすごく大きな預金があるの」

「預金……？」

　首を傾かしげる葉よう子こに、裕ゆう子こは嚙かんで含めるように優しく諭さとす。

「そう。だから、分かるでしょう？　たまちゃんと是これ雄おちゃんが結婚して、あの莫ばく大だいな財産が我が家のものになった後なら、不倫でも保険金殺人でも何でもやってくれていいんだけど、それまではちょっと手を出されたら困るの」

　賀か茂もが呆あきれたように割って入る。

「母さんあのな……。莫大な財産が我が家のものにって……」

「どうしたの是雄ちゃん、変な顔して？　是雄ちゃんだって初めからそのつもりで誑たぶらかしてきたんでしょう？」

「なっ？　違うっ！　ボクは単純に、ずっと一人ぼっちのまんまじゃ可か哀わい相そうだと思って！」

　慌てて訂正する賀茂。たま本人の前でこんな事を言われて、変に誤解されたらかなわない。

　裕子はそれを聞くと、ため息まじりに苦笑した。

「あらあら、そんな一銭にもならない感情に動かされてたの？　是雄ちゃんもしっかりしてきたと思ってたけど、まだまだ子供ねぇ……」

　やれやれというように首を振ると、賀茂の抗弁はほったらかして葉子に向かって言った。

「とにかくそういうわけだから、葉子ちゃんが是雄ちゃんのお嫁さんになるのは、一度たまちゃんと結婚するまで待ってあげてほしいの。分かってくれるかしら」

　穏おだやかな微笑をたたえて優しく言い放つ裕子からは、全すべての人間を否いや応おうなしに黙だまらせるオーラが出ていた。葉子も賀茂もそれ以上何も言えず、おとなしく食事に専念するしかなかった。




　やがて夕食が終わって裕子が流しへ引っ込むと、葉子は我に返って賀茂に詰め寄った。

「ちょっとちょっとちょっとちょっとちょっとおぉぉぉーっっ！　な・ん・な・の・よ～、さっきの話はぁぁ～っ！　ええ？　ちょっとこら是雄！　言ってた事と全っ然違うじゃない！　どーゆー事よ！」

　ぐいっと胸ぐらを摑つかむ葉子。

「いや、だから本当にお金目当てとかじゃなくて！　大体、例の約束した時にはまだたまちゃんの預金残高なんて全然知らなかったし！」

　食後の食卓を拭ふいているたまを横目で気にしながら、賀茂は慌てて弁解する。

「そうじゃなくて結婚の事ー！　何なの？　二人はもう公認の仲って事？　……ハッ！　こんなふうに一つ屋根の下で暮らしたりして、もしかして婚前交渉も……！　ふっ、不ふ潔けつっ！」

　信じられないといった目をして、口元を押さえながら後ずさる葉子。

「こんぜんこうしょう……？」

　たまが不思議そうに目をぱちくりさせる。

「知らなくていい……。今の時代、ほとんど死語だし……」

　賀茂が答えたくないという気持ちを顕あらわにして言った。たまはその様子を見て、後で自分で辞書でも引いてみようと考えて黙だまる。

「とにかくね、是これ雄お。もしホントに何かやったりしたら、ボク本気で許さないからね」

「だから何もしないってのに。それに大体、許すも許さないも、葉よう子こには関係ないだろ」

「あるわよ。北海道のおばさんからも頼まれてきてるし、幼なじみとしてボク自身も是雄が人生誤るのは見過ごせないし。是雄もね、自分の人生なんだよ。分かってるの？」

「だからボクの人生なんだからボクの問題で、葉子が口を挟まなきゃいけない話じゃないんじゃ……」

　葉子の本当の気持ちなど知らず、会いに来た理由は新しいテリトリー確保とお目付け役だけだと信じている賀か茂もは、葉子のしつこさに少々うんざりした声を出す。

「ボクだって口挟まないですむなら挟みたくないけどね。是雄があんまりにも軽率だから……！　何でたかだか一年程度の付き合いしかないような、ロクに知りもしない相手と、ずっと一緒にいるだの何だのって約束しちゃうのよ」

「だからその説明はもうしただろ？　葉子だって一応納得したじゃないか」

「それは結婚する気はないって言ってたからでしょ！　大体ね、狐きつねは人に化けて子供作れるから種の違いは百歩譲ゆずって目をつぶるとしても、ロクに知りもしない相手とずっと一緒にいるなんて約束、それだけで充分軽はずみすぎるじゃない。口出しせずにいられるわけないでしょ！」

　そう言うと、キッと横目でたまを睨にらみつける。

「大体たまちゃんが是雄とどれほどの時を過ごしたっていうの？　是雄の事、どれだけ分かってるっていうのよ？」

　たまは、突然向けられた葉子の視線にうろたえながらも、おずおずと言い返した。

「た、確かに出会ったのはまだ去年ですから、一年くらいしか経たってないですから、何にも知らないって言われたら言い返せないですけど、で、でも、これからずーっと一緒にいれば少しずつ……」

　しかし葉子は、きちんと向き直るとたまの言葉を無情に遮った。

「甘いわね」

「え……？　あ、甘いって……？」

　おどおどと葉子を見上げるたまに向かって、葉子は冷ややかに問い詰めるように言った。

「キミ、是雄と出会ったのはいくつの時？」

「え？　えっと、高校一年の時ですから、十五歳の頃ころです……」

「ところで前の巻って冬で、今回は春って事は、もう新年度を迎えたって事だよね？」

「はい？　ええ、一応……」

「それでキミ、今いくつって言ってたっけ？」

「え？　えっと十五歳で高校一年…………はっ！」

　答えながら信じられない事実に気づいて、思わず愕がく然ぜんとするたま。それを見て葉よう子こは勝ち誇ったように笑った。

「そう！　気づいたようね！　すでに一年が経過したはずにもかかわらず、キミは相も変わらず同じ学年、同じ年ねん齢れいを繰くり返してる！　これは何を意味するのか？　すなわちこの閉ざされた時間の中では、一年ごとに同じ時が延々繰り返されるのよ！　という事はつまりっ！　キミがいくらあがこうと、是これ雄おとの間に一年以上の思い出は積み重ねられないって事なのよっ！」

「えええぇぇぇっっっ！　そそ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやなっっ！」

　ショックのあまり石のように固まるたま。

　葉子は更にたたみかけるように止とどめを刺す。

「言っとくけどね！　人との絆きずなってものは一緒に過ごした時間、思い出の数で決まるの！　所しよ詮せん一年に満たない付き合いのキミなんかに比べたら、生まれた時から一緒のボクのほうが是雄の事はずっとずっと知ってるんだから！」

　そう決めつけると、葉子はやたらと勝ち誇った顔つきで髪を搔かき上げ、たまを見下した。

「で、でも……」

　追い込まれて、たまは半泣きになる。

　そこへ、見かねたみきが助けに入った。

「あの、よろしいでしょうか」

　たまを庇かばうように抱きかかえながら、静かに葉子を見る。

「先ほどから伺っていれば、葉子様は生まれた時からの幼なじみという事を執しつ拗ように強調なさっておいでですが、葉子様が是雄様と知り合われたのは、是雄様が狐きつねに転生してからでしょう？　しかも是雄様は、生後二ヶ月くらいで親元を離れたと伺っております。としますと、葉子様と賀か茂も様は、精々で二ヶ月の付き合いという事ではございませんか？　知り合われたのもたま様より遅いはず……」

「うっ！　そっ、それは……っ！」

　いきなり核心を突かれ、葉子はギクっとして言葉を失う。

　だがほんの一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、葉子は逆切れするように言い放った。

「おっ、幼なじみに時間なんて関係ないっ！　大事なのはそんな形式的な事より気持ちでしょ、気持ちー！　胸に秘めた熱い友情さえあれば、初めて会ったその日からだって幼なじみになれちゃうの！」

「……いやあの、初対面からなじみってのはさすがに無理だろ」

　賀茂が呆あきれて呟つぶやく。

　だがその時、背後からアブデルが賀茂の肩を摑つかんだ。

「いいや、彼女の言うとおりだ。幼なじみに時間など関係ない！　大事なのは一に性格、二に設定だ。『小さい頃ころからの知り合い』という設定さえあれば、実際に初対面だろうと何の問題があろう」

「設定ってあの……」

　呆あきれた声で止めようとした賀か茂もだが、アブデルはお構いなしに続ける。

「いいか、考えてもみろ。どんなによく出来たゲームのキャラだろうと、プレイヤーの小さい頃ころから一緒に育つ事など原理的に不可能だ。従って、もしも現実に年数を重ねている事が幼なじみの必ひつ須す条件だと仮定するなら、全すべてのゲームから『幼なじみ』は存在しない事になってしまうだろう？　だが現実のギャルゲ界には、それこそ無数の『幼なじみ』が存在する。ならば背理法に従って、『現実に年数を重ねている事が幼なじみの必須条件だ』という仮定は偽である事が証明される。すなわち、小さい頃から一緒に育ってきたという事実は『幼なじみ』にとって本質ではないのだという結論が導みちびかれるではないか」

「あのな……」

「そうであればこそ、プレイ開始と同時にいきなり部屋に上がり込んで起こしにくる初対面の少女が、主人公の十年来の腐れ縁えんたりうるのだ！　もう一度言う。幼なじみになるのに時間は関係ない！　大事な事は主人公を密ひそかに好いている事！　しかしその気持ちに素直になれない事！　そして主人公に近づく女全てにヤキモチを焼きまくる事っ！　そこに適当な思い出話をでっち上げてブレンドすればたちどころに、押すに押されぬれっきとした幼なじみの出来上がりなのだっ！」

　熱い調子で高らかに言い放つアブデル。

　それを聞いていた葉よう子こは、アブデルの威を借りて賀茂に言った。

「ホラ、聞いた？　是これ雄おの守しゆ護ご霊れい様だってこうおっしゃってるでしょーが！　自分を守り導いてくださるありがたい守護霊様のお言葉に逆らうつもり？」

「……昼間は変態扱いして追い出そうとしてたくせに」

　変わり身の早い葉子に呆れる賀茂。

　その脇わきから、みきが顎あごに手を当てながら呟つぶやいた。

「お兄様の言葉に偽りのあろうはずがございませんから、そうすると葉子様のおっしゃるとおり、幼なじみに時間は関係ないという事……。となれば、たま様でも頑張れば今から是雄様の幼なじみになれるという理屈でございますね」

「え？」

　ハッとする葉子。

「そっ、それはっっ！　しっ、しまったあぁーっ！」

　それを横目に、みきは励ますようにたまの肩を叩たたいた。

「たま様、頑張ってください。気心の知れた幼なじみになってしまえば、葉子様も文句は言えないはずです」

「え？　で、でも幼なじみに『なる』って、い、今からそんな、どうやって……」

「ですからお兄様のおっしゃったように、幼い頃ころの是これ雄お様との思い出をでっち上げるのです」

「で、でっち上げたって、そんなの私の一方的な想像に過ぎないですよ？　賀か茂もさんにまるで憶おぼえのない思い出なんて、勝手に私がでっち上げても……」

　極めて常識的に尻しり込ごみするたま。普ふ段だんならみきのほうが常識人なのだが、アブデルの発言は全すべて真であるという前提から全ての思考が始まってしまうのが、みきの弱点である。

　だがそこへアブデルが口を出した。

「うむ。こちらにはちゃんと思い出があるにもかかわらず、相手はそれを憶えていない。という事はつまり、主人公の男は幼い頃の大切な記き憶おくを失っているというシチュエーションなわけだ。その失なくした記憶を取り戻す過程で深まる絆きずな、甦よみがえる懐なつかしい感情、そして過去に秘められた切なく哀かなしい思い出！　これらの設定を相手に『思い出させる』事に成功した時、真の幼なじみは成就する！」

「思い出させるも何も、初めっからそんな記憶ないんだけど……」

　呆あきれた声でツッコむ賀茂だが、それをまるで無視してみきがたまをけしかける。

「たま様も葉よう子こ様も、幼なじみとしてはほぼ対等なのです。知り合われたのはどちらも一年以内ですし、是雄様は元々人間で今もまた人間にお戻りなさっているのですから、悪あく魔まであるたま様からも狐きつねの葉子様からも異種族ですし。大丈夫、充分に張り合えますとも。自信を持ってください」

「ちょ、ちょっとぉーっ！　幼なじみとして対等って、そりゃ理屈ではそーかもしれないけどねー、ボクは子供の頃から是雄の餌えさ拾ってきてあげたりとか色々と……」

　不満そうに抗議する葉子。

　それを受けて、アブデルが仲裁するように仕切った。

「ふむ。二人が等しく幼なじみだという点に納得いかんようだな。確かに両雄並び立たず、頂点は常に一人。一人の主人公に二人の幼なじみはバランスが悪くて失敗の元だ。よし、ならば二人で真の幼なじみの座をかけて対決してもらおうではないか！」

「対決？」

　たまと葉子が同時にアブデルを見上げる。

「そうだ。ルールは簡単。幼なじみに大切なものは幼い日の思い出だ。だが先ほども出てきたとおり、一人で勝手に思い出を設定しても、そのままでは賀茂にとって『失われてしまった記憶』でしかない。そこで！」

　アブデルは立ち上がると大げさな調子で拳こぶしを振り上げた。

「双方互いに自分の『幼なじみとしての設定』を作り、それを先に賀茂に『思い出させた』ほうを勝ちとする！　そしてこの幼なじみ対決を制した者を、賀茂の所有者と認定しようではないか！」

「なっ？　ちょっと待てアブデル！　勝手に人を賞品にするなっ！」

「何か本人嫌がってるけど……？」

　葉よう子こが眉まゆをひそめたが、アブデルは動じない。

「気にするな。賀か茂もが認めなくても俺おれが認める。俺は賀茂の守しゆ護ご霊れいだ。そして守護霊として一生守護する義務を負う以上、俺にはヤツの人生を好き勝手に導みちびく権利がある。義務と権利は常に表裏一体だからな。というわけで何ら問題はない」

「大ありだっ！」

　賀茂が叫ぶその後ろから、考え込んでいた葉子がきっぱりと顔を上げた。

「……分かった！　この勝負、受けて立とうじゃない」

「葉子、お前なに乗せられてんだ！」

　賀茂が慌てて葉子を見る。

　葉子は大急ぎで弁解した。

「かっ、勘違いしないでよ！　こんなわけ分かんない勝負で、わけ分かんない相手のものになるのは可か哀わい相そうだからと思って！　べっ、別にキミなんか欲しがってるわけじゃないんだからねーっ！」

「だったら勝負そのものをやめさせろって！　受けて立ったら勝負成立しちゃうじゃないかっ！　っていうか、たまちゃんは……」

　勝負は相手がなくては行えない。たまが乗ってこなければ勝負はお流れだ。不戦勝というものは、一いつ旦たん勝負に参加する意思を示した上で辞退するのでなければ成立しない。

　だがたまは、必死な顔で賀茂を見つめ返すと、小さな拳こぶしを握り締しめた。

「は、はい！　あの、がっ頑張りますっ！　だからっ、もし、私が勝ったらそのっ、ずっと、一緒に……」

　言いながら、ぷしゅ～っと湯気を立てて赤面していくたま。最後のほうに行くにしたがって声は小さくなり、そして、賀茂の苦りきった顔に気づいてパタッと口を閉ざした。そのまま汗をかきながら、小さくなって顔を伏せる。

　葉子とたまが二人とも参戦の意思を示したのを見てアブデルが言った。

「よし。双方合意と見ていいな。正式な勝負は明日の朝から開始するものとする！　両者の素晴らしいファイトを期待しているぞ！」

　アブデルがそう言って締めると、葉子はたまに向かって堂々と宣戦布告した。

「というわけで勝負だチビっ娘こ！　言っとくけど、たとえ出会った時期に大差ないっていっても、こっちは是これ雄おが本当に幼児だった時の思い出があるんだからね！　ボクは負けない！　木こ幡わたの山のきしゅ御ご前ぜんに誓って！」

　ちなみに『きしゅ御前』というのは、御お伽とぎ草ぞう子し『木こ幡わた狐ぎつね』の主役の雌狐。美び貌ぼうの三さん位み中ちゆう将じように恋した彼女は人に化けて夫婦となり、子までなしたが、犬に追われて別れてしまうという悲ひ劇げきのヒロインである。そんなものを引き合いに出したという事は一応、今の賀茂が人間である事は理解しているらしい。

　賀か茂もはそんな葉よう子こはほっといて、アブデルを摑つかまえると隅へ連れていった。

「っていうかアブデル、アンタなぁ～……！」

　だがアブデルは不思議そうな顔で尋ね返す。

「どうした、血相を変えて？」

「どうしたじゃない！　何なんだ、幼なじみ対決って！」

「ん？　我ながらナイスなイベントだろう？　対決形式にする事で、通常は一つの話に二人以上登場させると混乱を招きがちな幼なじみを、極めて自然に二人出す事が可能になるのだ。一つ屋根の下で二人の幼なじみから迫られる主人公。両手に花ではないか。羨うらやましいぞ」

「こっちは迷惑だ！」

　大声を出す賀茂を、アブデルは静かになだめた。

「落ち着け賀茂。お前の年とし頃ごろでは照れて屈折する気持ちも分かる。だが、もっと正直になっていいのだぞ。この世界に、義妹いもうとや幼なじみが出来て喜ばない人間などおらんのだから」

「この世界って、アンタの住む世界は確かにそうかもしれないけどなぁ……。っていうか、それだったらボクの幼なじみになるんじゃなくて、アブデルの幼なじみにならせたらいいだろ」

「そうはいかん。二人とも好きなのはお前であって俺おれではないのだからな。略奪愛などという野蛮な愛し方は、本来の愛の形からは最も遠いものだ。神の愛とは遍あまねく全すべてに行き渡る慈いつくしみの気持ちであって、決して偏狭な独占欲などではない。だとすれば俺に出来る事といえば、愛する彼女たちが幸せになれるよう後押ししてやるくらいしかないではないか」

「う……」

　妙に正論じみた事を言われて一いつ瞬しゆん詰まる賀茂。

　アブデルは続ける。

「だからこそ俺はああやって、素直になれない狐きつね娘むすめと内気で引っ込み思案なたまちゃんが、二人とも自分の気持ちに正直に競う事の出来る場を提供してやったのだ。今回俺は『主人公の親友で、なおかつヒロインである幼なじみの恋心を知っているお人ひと好よしな相談役』のポジションに徹てつする事にする」

「葉子は別に好きとかじゃなくて、ただのありがた迷惑な責任感だろ……。っていうか、勝手に賞品にされたボクの立場は？」

「キサマの立場？　さあ？」

「さあ、ってあのなぁ！」

　声を上げかけた賀茂の肩を、アブデルはポンと叩たたいた。

「あきらめろ。人生というものは常に、自分の意志とは無関係に投げ込まれた状況の中で、自分なりの生き方を決定していく他ほかはありえんのだ。生まれてくる時だって、時代も国も親も選ぶ事は出来んだろう？　それと同じで、賞品になってしまった状況は今更取り返しはつかん」

「つくだろ！　アンタが前言撤てつ回かいすれば！」

　賀か茂ものツッコみは無視してアブデルは言葉を続ける。

「だがな、賀茂よ。たとえ自分が投げ込まれる状況が選べないとしても、その状況下でどう生きるかは、お前の決断に委ゆだねられているのだ。そして、自分の決断で生き方を決めてこそ、初めて人生は自分のものとなる。投げ込まれた状況を嘆いていても何も変わらん。それより、その中で自分にどんな人生が可能なのかを考えろ。そして、自分の責任と決断で、悔いのない人生を選び取るのだ。それが誇り高き生き方というものではないか？」

「勝手にアンタがそういう状況に投げ込んどいて、何を偉そうに説教してんだ……」

　賀茂は痛くなる頭を押さえてため息を漏らした。

　だが考えてみれば、アブデルの提案では『賀茂に過去（捏ねつ造ぞう）を思い出させたほうの勝ち』なのだから、賀茂が何も思い出さなければ勝負は無効で自然解消だ。捏造された過去など『思い出す』のは不可能だから、放っておけばいいのかもしれない。

　それにアブデルは今回『主人公の親友で、お人ひと好よしな相談役』という地味な役回りに徹てつするつもりらしいから、変に暴走して搔かき回したりはしないだろう。

「まあ、別にいっか」

　賀茂は自分でそう考えると適当に納得した。

　その晩、家中が寝静まった頃ころ、アブデルは布団の中で一人ほくそ笑んだ。

「くっくっく……。俺おれのポジション『主人公の親友で、なおかつヒロインである幼なじみの恋心を知っているお人好しな相談役』は、何度も恋の相談に乗ってやったり慰なぐさめてやっているうちに、いつしかヒロインと心を通わせるようになり、そのままヒロインとくっついてしまう確率が極めて高い。しかもあくまで脇わき役やくのため、醜みにくい葛かつ藤とうや剝むき出しのエゴが表面に描かれてしまう事もなく、イメージとしてはクリーンなまま！　よって読者からの支持も安定しているという、総合的に見て一番おいしいポジション！　主人公役の座に目を奪われて、こんなおいしいポジションをみすみす手渡してしまうとは、まだまだ青いな、賀茂よ……」

　たまと葉よう子このどちらも賀茂に気持ちが向いているという不遇な状況に立たされても、常にその状況下での最善を目指して努力を怠おこたらないアブデルだった。
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　次の日の朝。

　目覚し時計が鳴る前に目が醒さめた賀か茂もは、腕を伸ばして時間を見た。

　……まだあと五分ある。

　そう確認すると、賀茂は布団の中に再度潜もぐり込み、起き出す前の至福のまどろみを貪むさぼりにかかった。体温で温まった布団の中は、この世に存在する数少ない理想郷の一つである。その温ぬくもりの半分は、一緒に寝ているアブデルの体温に由来するわけで、そう考えると男の賀茂としては嫌な気分にならなくもないが、幸い眠い頭ではそこまで考えは回らない。幸せそうに熱源に寄り添って布団に包まる賀茂。

　その時である。

　突然、何者かが賀茂の布団を剝はぎ取った。

「ホラ是これ雄おっ、起きなさいっ！　いつまで寝てるつもり？　学校遅れちゃうぞーっ！」

「んん……？」

　顔をしかめながら目を開けると、葉よう子こが仁王立ちで見下ろしていた。しかも何故なぜか、賀茂の学校の制服を着ている。

「な、何だその格好？」

「学校行く時間でしょ。さっさと着替えなさい」

「っていうか葉子も制服着てるって、まさか一緒に行くつもりか？」

「うん。そだよ」

　当たり前の顔でうなずく葉よう子こ。

　賀か茂もは困った顔を浮かべた。

「う～ん、でも学校は一応部外者立ち入り禁止だから……」

「ごちゃごちゃ言ってないで早く着替えなさいってば！」

　そう言うと、葉子は賀茂の上に馬乗りになってパジャマを脱がしにかかった。

「ちょ、ちょっと待てっ！　着替えくらい自分で出来るっ！」

　大慌てでボタンにかけられた手を摑つかむ賀茂。

　その時。

　部屋の戸ががらっと開いた。そして子供用エプロンを身につけたたまが顔を出す。普ふ段だんの起床時刻を過ぎても起きてこないので様子を見にきたらしい。

「賀茂さ～ん、アブデル義兄にい様～。朝ですよ～」

　声をかけながら覗のぞき込む。そして、賀茂の上にマウントポジションをキープして服を脱がそうとしていた葉子と目が合った。

「あ………」

　硬直する二人。ついでに賀茂も気まずそうな顔で固まる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、たまは我に返ると真っ赤になって大慌てで謝あやまった。

「ごっ、ごめんなさいっ！　そのっ、あのっ、おっ、お邪じや魔ましましたーっっ！」

「ちょっ、たまちゃん！　違うっ！」

　弁解しようとする賀茂に喋しやべる暇も与えず、たまは汗をかきかき頭を下げると、ぴしゃっと戸を閉めて逃げ去る。

　いつの間にか起きていたアブデルが、その様子を見ながらもっともらしくうなずいた。

「寝ている部屋まで起こしにくる葉子の行動で、表現力プレゼンテーシヨンにプラス五点。他ほかの女と揉もめているところを誤解して逃げてしまうたまちゃんには同じくプラス三点。ただし『賀茂さん』という呼び方で技術点テクニカルメリツトに減点一だな。緒戦は葉子のほうに分ぶがあったか」

　こまめに採点表に書き込むアブデル。

　そんなアブデルを横目に賀茂は葉子を部屋から締しめ出すと、着替えをすませて洗面所へ向かう。そして、顔を洗い終えて食堂へ向かおうとした賀茂は、ふと足元にざらっとした感触を覚えて立ち止まった。

「……何だ？」

　足を上げて見てみると、乾いた土のようだ。玄関のほうから点々と続いている。

「土？　何で家の中にこんな……？」

　しゃがんで土の跡を見ていると、台所から出てきたみきが声をかけた。

「あら、是これ雄お様。どうなさいました？」

「ああ、みきさん。いや、何か床が汚れてて、ちょっと……」

「床が？」

　みきは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せると、賀か茂もの隣となりに屈かがみ込んだ。そして、廊下にこびりついた土汚れを指でなぞる。

「妙ですね。何でしょう……？　せっかくこの私が、居候の負い目を減らすべく健けな気げに毎朝雑ぞう巾きんをかけているこの廊下に、いったいどこの誰だれがこんな無む体たいな嫌がらせを……」

　大和やまと撫子なでしことして家事全般をきちんとこなせるみきは、事実上賀茂家の住み込みお手伝いさんなのである。もっともみきは巫女みこさんなので、メイド服を着せられたりはしていない。日本ふうに割かつ烹ぽう着ぎ止まりである。無駄に多機能化を図って全すべてが中途半端になるよりも、巫女は巫女として専門的に特化させたほうが有効であるというのがアブデルの考えなのだ。

　それはともかく。

「植木鉢でも運んで土が落ちたのかな……？」

　賀茂は首を傾かしげながら点々と続く土の跡を見ていたが、突然ふと、見覚えがあるものを思い出した。

「分かった。これ、足跡だ」

「足跡？」

「うん。狐きつねだった頃ころに、足跡を消したりごまかすための方法を色々と教わったんだけど、その時に見た自分の足跡とパターンが一緒だ。多分間違いない」

「という事は、ではあの是これ雄お様のお友達の……？」

　そこへ葉よう子こがやってきた。

「ほらー、何ぐずぐずしてんのー？　着替えたんならさっさと朝ごはん食べちゃいなさいってば。相変わらずトロくさいんだからもー」

　腰に手を当てて叱しかりつけるように言う。

　賀茂は立ち上がって振り向くと、葉子の言葉は無視して尋ねた。

「お前、昨日の夜どっか出かけた？　みんな寝てから」

「え？　昨日の晩？　何で？」

　唐突な質問に目をぱちくりさせる葉子。

「いや、別に何でって事はないけど、これってお前の足跡だろ？」

「足跡……？」

　不思議そうな顔をしながら葉子は賀茂が示した廊下の土汚れを見て、一いつ瞬しゆんハッと青ざめた。

「これ……じゃあ昨日あれからまた……」

　呆ぼう然ぜんとした顔を浮かべ、口の中で呟つぶやく。

「狐の姿に戻ってどっか出かけてたのか？　ナワバリ確保しにとか？」

「えっ？　あっ、うーんと、まあそういう事。ホラその、昼間と夜とじゃ、町の様子もまた違うでしょ？　そこら辺とかちょっと確認しにね、うん」

　我に戻ると、葉よう子こは早口でごまかすように言った。

「まあ別にいいけど、素足で出かけた時は家に上がる前に足ちゃんと拭ふくようにな」

「う、うん。そだね。次からちゃんと気をつける。ごめん」

　珍しく素直に謝あやまると、葉子は賀か茂もを追いやるように言った。

「あの、これは今ちゃんとボクが自分で拭くから、その、先に朝ご飯食べてていいよ。ね」

　何やら焦った様子に賀茂は少し首を傾かしげる。だが、普ふ段だんはしっかり者のつもりで、賀茂の保ほ護ご者しやを自認している葉子である。土足で上がって廊下を汚すような、明らかな自分の失態を賀茂に指摘されて、気まずい思いを感じているのかもしれない。

　賀茂はそう考えると、あまり気にしない事にして、言われたとおり先に食堂へ向かった。




　軽くおはようの挨あい拶さつをしながら食堂に入ってふと見ると、まだ朝食の支度をしている最中だった。母はまだ流しに向かっているし、その周辺でたまもうろちょろしている。

「何だ。まだ出来てないのか」

　葉子の口ぶりから、とっくに出来ているものと思い込んでいた賀茂は、思わず呟つぶやく。

　そして、自分も手伝うべくパンにマーガリンを塗り始めた。父とみきはご飯派だが、アブデルとたまはパン派で、母と賀茂はその時の状況次第で適当にやっている。今日はパンの買い置きが多いので、トーストに決めた。

　賀茂がそうやって手伝っているところへ、廊下の掃除をすませた葉子が戻ってきた。そして賀茂やその他ほかの人間を見て、ちょっと怪け訝げんな顔をする。

「あれ？　まだ食べてなかったの？　っていうか是雄、何してんのそれ？　食べないの？」

　パンをオーブントースターへ入れている賀茂に向かって、不思議そうに尋ねた。

「いや、食べるけど、その前に焼いて……」

「……？　そのまま食べちゃえばいいじゃん。わざわざ何やってんの、みんなして？」

　腑ふに落ちない顔で賀茂から他の人間へ目を移す。

「何ってだから料理を」

「りょーり？　猟？　何？」

　その反応を見て、賀茂はようやく理解した。これまで狐きつねとして生きてきた葉子は、食材に手を加えるという事が分からないのだ。そういえば昨日も、油揚げがどこかの木に生なっていると思い込んでいた。

「えっとだからつまり、肉にしても野菜にしても、そのままだと食べにくいし美味おいしくないだろ？　だから皮剝むいたり刻んだり火にかけたりして、味付けして、食べやすい形に変えるわけ。そうやって手を加える事を、料理するっていうんだ」

「ふーん……」

「昔拾ってた弁当とかも、そうやって料理されたものなんだ。言っとくけど、あのままの形で何かの木の実として生なってたりするわけじゃないからな」

「えっ？　あっ、そうなの？」

　初耳といった顔で驚おどろく葉よう子こ。

　そこへ鍋なべを持った母・裕ゆう子こが割り込んだ。

「まあ、素す敵てきなお嫁さんになろうと思ったら、お料理は覚えておいたほうがいいわね。最近は夫婦で家事を分担なんていうのが流行はやりだけど、それって男の人も女の人もどちらも家事が出来る事が前提で、女の子が家事出来なかったら成り立たないものだし。それにお料理の上手な子って、男女を問わず家庭的な魅力があると思うわ」

　そう言って葉子に微笑ほほえみかける。さりげなくその背後で、たまが裕子の言葉にグサっと来ていたが、幸い持っていた皿は落とさずちゃんとテーブルへ運んだ。

　一方葉子は、素敵な嫁には料理は必ひつ須すという裕子の言葉に敏感に反応した。

「わっ、分かりました。じゃ、じゃああの、ボクも料理手伝います！　任せてください！」

「任せてくださいって葉子お前、料理なんてやった事ないだろ」

　賀か茂もが横から口を出したが、葉子は気楽な調子で言い返す。

「大丈夫だって。よーするに料理って、食べにくい物を食べやすそうな感じにごまかすわけでしょ？　って事は馬ば糞ふんを饅まん頭じゆうに見せかけて食べさせるのと同じ要領じゃない。ボク、そーゆーの得意なんだよ。楽勝楽勝」

「馬糞ってあのな……」

「いーから座って待ってなさいってば」

　自信満々にキッチンに立つ葉子を、賀茂は非常に不安な気持ちで見つめた。

　果たして葉子は、大切な友人である賀茂の気持ちを裏切るような事は決してなかった。




「ねー、まだ怒ってる？」

　学校へ向かう途中の道で、葉子は膨ふくれっ面つらで賀茂に言った。

「さっきから何回も謝あやまってるんだし、いーかげん機嫌直しなさいよー。男らしくないぞ、いつまでもそうやってしつこいのってー。料理なんて作ったの初めてだったんだから、ちょっとくらい失敗したってしょーがないじゃん」

「お前のは料理したんじゃなくて、何にも手を加えてない食材を、幻術使って調理済みに見せかけただけだろ……」

　見た目だけは確かに美味うまそうだったが、あれは『料理をした』とは言わない。何しろ食材自体には一切手を加えていないのだから。

「っていうか、まな板を食わせようとするのはよせ……」

　うっかり化かされてまな板をトーストと思い込み、思いっきりかじってしまった賀茂は、おかげで朝っぱらから歯と顎あごと腹の具合がおかしい。ずっと暗い顔で無口になっているのも、不機嫌というより不調なのだ。

「あの、賀か茂もさん大丈夫ですか？」

　心配そうな顔でたまが覗のぞき込む。

「ああ、一応大丈夫……。ありがとう……」

　賀茂は青い顔で答えてから、一人呟つぶやいた。

「それにしても、まさか家事でたまちゃんを下回る奴やつがいるとは……」

　さすが世界は広い。まだまだ自分の想像を超える人間はたくさんいる。賀茂はちょっとおかしな感心の仕方をした。

　背後ではアブデルが、

「失敗しながら逆切れしてしまう勝気な性格でプレゼンテーションにプラス三点。料理が弱点でテクニカルメリットにプラス四点か」

　と、律りち儀ぎにスコアをチェックしていた。




　さて、学校に着くと葉よう子こは、以前アブデルが編入手続きをすませたのとほとんど同じ手法で生徒になりすました。簡単に言えば、先生たちを化かしたわけである。

「狐きつねならこれくらい当然でしょ」

　感心する賀茂に、葉子は照れ隠しのようにそう言ってから、ちょっと得意げに笑った。

　そして、退屈な授業時間は飛ばして昼休みである。

　賀茂は葉子の案内をさせられて二人で学食に向かい、律りつ子こはアブデルに手作り弁当を食べさせながら、たまを囲んで昨日の様子を聞いていた。

「……ふ～ん。幼なじみ対決ね。で、どうよ、首尾のほうは」

　律子がたまに戦況を尋ねる。

　アブデルがスコア表を片手に首を振った。

「さっぱりだな。今朝けさも葉子のほうは賀茂を起こしに寝室まで入ってきたり、下手へたくそな朝食で苦しめたりと着実に点を伸ばしていたが、こっちは終始沈ちん黙もくだ」

「……すみません」

　小さくなるたま。

「まあでも、最終的に自分の作った思い出を賀茂くんに思い出させたら勝ちなんでしょ？　だったらそんな判定で差がついたっていいじゃん」

　律子が軽く慰なぐさめてから尋ねる。

「んで、どんな思い出設定したの？」

「あ、はい。えーと、家が近所だったとか、よく一緒に遊んだとか……」

「漠然としすぎてない？　もうちょっと具体的じゃないと、思い出したっていう感じにはならない気がするけど。せめて、何やって遊んでたかとかくらい決めとかないと」

「そ、そう……ですね……」

　たまはうなずくと、しょぼんと落ち込む。

「よし！　では俺おれが少し幼なじみとしての特訓をしてやろう」

「え？　ほ、ホントですか？　でも、アブデル義兄にい様は審しん判ぱんなのに、ひいきになりませんか……？」

「案ずるな。最終的な勝負の行方は賀か茂もが『思い出す』かどうか。最終審判者は賀茂だからな」

「じゃ、じゃああの、よろしくお願いします」

　ぺこりとたまは頭を下げた。

「まず最初のステップだ。幼なじみと他ほかの異性が仲良くしている様子を、ヤキモチを焼いて拗すねながら無言で睨にらむ。そしてその視線を友人に気づかれ冷やかされて、慌てて否定する。分かるか？」

「はい？　え、えーっと……」

　首を傾かしげるたま。

「ふむ。具体的な例を出さねば難しいか。つまり、今俺の隣となりに律りつ子こが座っているだろう？」

「はい」

「そして、律子が自分の手作り弁当を俺に持ってきている。まずはこの様子をじっと無言で睨むのだ。俺はそれに気づかず普通に話しかけるから、そうしたら怒った口調ですげなくあしらえ。そこで次に俺が『何怒ってんだよ？』と尋ねるから、そこで拗ねたように『怒ってなんかないもん』だ。最後に律子が今度は友人Ａとして『ひょっとしてあの二人にヤキモチ焼いてんの？』とからかってくるから、すかさず取り乱しながら『バッバカッ！　だっ、誰だれがあんな奴やつにヤキモチなんかっ！』と否定する！　『睨んで拗ねて慌てて否定』のコンビネーションだ！　いいな？　いくぞ！」

「えっ？　ちょ、ちょっと待ってください。そんな早口で言われても……。えーっと、睨んで慌てて……？」

　たまが指を折って数えながら頭をこんがらがらせているうちに、さっさと律子がアブデルにくっつかんばかりに接近した。普ふ段だんはぞんざいに扱われている律子だが、今回だけはアブデルの公認の元でくっつけるのだ。引き離されないようにわざわざ関節を極きめる必要もない。律子はここぞとばかり、しなだれかかるようにしながら自分の箸はしでアブデルの口へおかずを運んだ。

「さあ、たまちゃんよ。今だ！」

「はっはい！　えっとまずは……」

　たまが慌てて反応しようとした途と端たん、アブデルの厳きびしい声が飛んだ。

「違ぁうっ！　話しかけられたら拗ねた口調で会話を拒絶だと言ったろうが！　素直に『はい』などと答えてどうするっ！」

「すっ、すみませんっ！」

「もう一回行くぞ！　たまちゃんよ」

「はい……じゃなくてっ、な、何か用ですか？」

「だぁぁっ！　違う違う違うっ！　それのどこが怒って拒絶しているというのだっ！」

「ご、ごめんなさい……。あの、怒ったりするのって私、下手へたくそなんです……」

　口元を押さえながら情けない声を出すたま。そんなたまをアブデルは厳きびしく叱しつ咤たする。

「顔を上げろ！　弱音を吐くな！　そんな事で幼なじみ界の頂点に立てると思っているのか！」

「幼なじみ界の頂点……？」

「そうだ！　何事もやるからにはトップを目指さねばならん！　真のトップ幼なじみを極めれば、賀か茂もを落とす事など後から勝手についてくる！　分かったらもう一度だ！　準備はいいか！」

「はい！」

「はい、じゃない！　『何が準備よバカ』とそっぽを向かんかぁっ！」

「すっ、すみませんっ！」

「謝あやまってる暇があったら機嫌を損ねろ馬ば鹿か者！」

「はいっ！　じゃなくってえ～と……」

「………」

　そんな事が何十回か続いた。

　物覚えの悪いたまに、さすがのアブデルも困った顔で頭を振った。

「ぬぅ、まさか初手からいきなりつまずくとは……。たまちゃんには、幼なじみとしての非凡な才能を感じていたのだが……」

「すみません……」

　顔をしかめるアブデルを見て、しょんぼりとうつむくたま。

　アブデルは慌てて慰なぐさめる。

「いや、謝る事はない。誰だれにでも得手不得手はあるものだ。たまちゃんには向かない属性を無理やり押しつけたこちらが悪かった」

「でも……、幼なじみは向かないって事は、やっぱり私が賀茂さんの幼なじみに『なる』のなんて無理ですね……」

「いや、そういう意味ではない。幼なじみは妹と並んで人類史上最も古く、歴史のある属性。一口に幼なじみと言っても、そのパターンは実に多彩なバリエーションがあるのだ。一番スタンダードな『強気でお節せつ介かい』な幼なじみが合わなかったというだけで、幼なじみそのものが合わないわけではない。たまちゃんはたまちゃんに合うタイプの幼なじみになれば良いだけだ」

　アブデルはそう言って少し考えていたが、すぐに再びたまのほうを向いた。

「よし。では、向こうが強気でお節せつ介かいで引っ張り回すタイプの幼なじみで来るのなら、こちらは幼なじみのもう一つの王道、内気で健けな気げな『犬ちっく』幼なじみで反はん撃げきしよう。たまちゃんの場合は性格的にもこのほうが向いてそうだしな」

「い、犬ちっく……？」

　目をぱちくりさせるたまに、アブデルはニヤリと笑った。

「そうだ。神（ＧＯＤ）も逆さか立だちすれば犬（ＤＯＧ）になるとバーナード・ショーも言うように、犬ちっく美少女こそはまさに神の御み姿すがたを反転させた隠れたる至高形態。加えて、古来より犬は狐きつねの天敵だ。老練の妖よう狐こどもであっても、猟犬ごときにあっさりと嚙かみ殺されてしまった例は、枚挙に暇いとまがない。純粋に幼なじみとしてもトップクラスであり、かつ敵の最大の弱点である『犬ちっく』を我がものとすれば、勝てない道理があるまい！」

「な、なんだかよく分からないですけど頑張ります！」

　そう言うと、どこからか犬耳付きカチューシャを取り出して頭に装着するたま。

「……こんな感じでどうですか？」

　小首を傾かしげて尋ねる。

　だが、その瞬しゆん間かんまたもやアブデルの激しい叱しつ責せきが飛んだ。

「馬ば鹿か者っ！　幼なじみといえば、主人公のご近所さんだ。ならば通常人類に決まっているだろうが！　『犬ちっくな幼なじみ』はあっても『犬耳を生やした幼なじみ』などがいるわけあるかっ！」
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「ひっ！　ごっ、ごめんなさい……」

　頭につけた犬耳を押さえながら小さくなるたま。

　そのたまに向かって、アブデルは静かに言い聞かせた。

「いいか、たまちゃんよ。確かに幼なじみの道は孤独で険しい。迷いも生じるだろうし、挫くじけそうにもなるだろう。強力な必殺の属性に頼りたくなる気持ちは分かる。だがな……」

　たまの目をじっと見み据すえるアブデル。そして厳きびしく言った。

「ありもしない属性に頼るな！」

「………！」

　ハッと打たれたようにたまはアブデルを見つめた。

　アブデルは穏おだやかに続ける。

「確かに犬耳や首輪といった外付けオプションは、分かりやすくて一見強力そうに思えるかもしれん。だが、所しよ詮せん外見的な属性は、あくまで外面的なものでしかないのだ。内面から溢あふれ出る『それらしい性格』の裏づけがなければ、結局は空むなしい容いれ物にすぎん。幼なじみを極めんとする者にとって、安易な必殺技に飛びつきたくなる己の弱さとの戦いこそ、真の戦いだと知れ」

「はい。すみませんでした……」

　ツッコむ者が誰だれもいない状況で、たまはただただ神妙に答える。

　アブデルはうなずくと、気分を変えるように勢い良く立ち上がった。

「さぁ。それでは気を取り直していこう。まずは呼び方からだ。犬ちっくな幼なじみは、相手を呼ぶ時には必ず下の名前に『ちゃん』づけで呼ぶ。それ以外の呼び方は不許可だ。賀か茂もの場合は、奴やつの母親のように『是これ雄おちゃん』と呼べ」

「ちゃ、ちゃんづけですか……？　でもあの、賀茂さんのほうが年上ですし……何かちょっと失礼な気が……」

「そういう問題ではない。いや、むしろ普通なら『ちゃん』づけなどしない年上なのにそう呼ぶからこそ意味がある」

「え、あの、どうしてですか……？」

「年下だったり周囲がみんな『ちゃん』づけで呼んだりされている相手に向かって同じように『○○ちゃん』と呼びかけたところで何の意味も持たない。だがしかし、『○○ちゃん』という呼称が明らかに不自然であるような相手に、敢あえて当然のように『○○ちゃん』を使用すれば話は別だ。いい歳としをした高校生の、しかも年上の男に向かって『○○ちゃん』と呼びかけるという行為は、それだけで彼と自分を物心つかない幼児期からの旧ふるいなじみにしてしまえる魔ま力りよくを備える！　『ちゃん』づけこそは、幼なじみというジョブだけが持つとっておきのマジカルスペル！　太古より伝わる禁断の言こと霊だまの術なのだ！」

「は、はぁ……。そ、そうなんですか……？」

　目をぱちくりさせて首を傾かしげるたま。

　アブデルは大きくうなずくと言った。

「そうだとも。いいかたまちゃんよ、よく考えてみろ。幼なじみの女は何故なぜ、いい歳としをした幼なじみの男を『ちゃん』づけで呼ぶのか？　その原因はずばり、幼少時の刷すり込みにある。幼稚園に上がる前後までならば、周囲の大人おとなが子供を『○○ちゃん』と呼ぶのは極ごく自然。そしてまた、子供は大人の言葉を模も倣ほうする事で言語を習得していく。つまり、大人たちが幼なじみを『○○ちゃん』と呼んでいるのをそのまま模倣しているうちに、知らず知らず自分でも『○○ちゃん』という呼びかけを当然として学習してしまうわけだ。すなわち結論として、幼なじみは、自分の幼なじみである男友達を『ちゃん』づけで呼ぶのが自然、という事になる。何も失礼な事はない」

「あ、はい。なるほど」

　感心した顔でうなずくたま。

　それを見たアブデルは満足そうにうなずくと言った。

「ではさっそく練習してみよう。俺おれの名を言ってみろ」

「え？　アブデル義兄にい様を『ちゃん』づけで……？」

「そうだ。いついかなる相手であろうとも、自然に口をついて『○○ちゃん』と呼びかけられるようでなくば、真の幼ナジミストとは呼べん。さあ、呼べ、呼ぶのだ、呼んでみろ！」

「あっ、はっ、はい。じゃ、じゃあえっと……あ、あ……」

　何度か口ごもった後、たまは呟つぶやくような声で言った。

「…………アブデル……ちゃん」

　言ってしまってからなんだかカァ～っと恥ずかしくなってうつむく。

　そのたまの前で、アブデルは悶もん絶ぜつするように頭を搔かきむしった。

「ぬはぁっ！　なじむ！　実に幼なじむぞっ！　そのためらいがちに恥らう表情で上目遣いに見つめながら放たれる『アブデルちゃん』！　すっ素晴らしいっ！」

　アブデルは興こう奮ふんに身み悶もだえし終わると、歓喜に満ち満ちた声で言った。

「やはり、幼なじみに定番の通過儀ぎ礼れいである『相手の気を引こうと初めて口紅に挑戦したが大失敗』を、誰だれにも教わらず自然に独力で行ったのはまぐれではなかった！　戦せん慄りつさえ覚えるほどの才能だ！」

「そ、そうですか……？　ありがとうございます」

　戸惑いながらも、褒ほめられて少し嬉うれしそうなたま。

「よし！　この調子でどんどんいくぞ！　次はタメ口ぐちの練習、そして必殺技としての口くち癖ぐせの開発だ。それがすんだら律りつ子この経験談と俺やたまちゃんの霊れい視し能力を駆使して、出来るだけリアルな『賀か茂もとの思い出』を練り上げる！　少なくとも五十年分はでっち上げるからな。使わない裏設定に凝こらせたら、この俺おれはちょっとすごいぞ」

「あの……、賀か茂もさん、まだ十七歳なのに五十年分って……」

　おずおずとたまがツッコみを入れた時、焦った顔の賀か茂もが現れた。走ってきたらしく、息が乱れている。

「あの、葉よう子こ見なかった？」

　律りつ子こが振り向いて答えた。

「へ？　知らないわよ。賀茂くんが校内案内してやってたんじゃないの？」

　賀茂は困ったように頭を搔かいた。

「いや、それがちょっとトイレ行ってる間にいなくなって。もしかして慣なれない所に一人でいるのが不安で、知ってる人間のとこに移動してんじゃないかと思ったんだけど」

「いや～、来てないわねー。っていうか、そんなに長い事トイレしてたの？　もしかして大のほう？」

「……そーゆー事聞くな」

　今朝けさのおかしな朝食のせいで具合の悪い腹を押さえながら、賀茂は回答を断った。

「それにしても、じゃあどこ行ったんだ、あのバカ。勝手にうろつくなって言っといたのに、もう……」

　心配そうな顔で辺りを見回す賀茂。あれだけ上手に化けていれば正体がバレる事はないだろうが、しかし葉子は人間として振る舞うにはあまりに人としての常識が不足している。そのくせ、不必要に負けん気が強い。些さ細さいな事からどんなトラブルが発生するか知れたものではない。

「ちょっと、校内ひとっ走り探してくる」

　賀茂がそう言うと、たまが立ち上がった。

「あっあの、私も手伝います」

「ホントに？　悪い。じゃ、ボクはこっち探すから、向こうの校舎ざっと見てきて。頼んだ」

　早口にそう言うと、賀茂は急いで走り出した。




　階段を駆け上がりながら、『眼め』を開いて一階ごとに廊下をざっと『見』渡す。『眼』を開きっぱなしでは疲れるし、知り合いのプライベートなどを知りすぎるとコミュニケーションに支障を来きたすので、普ふ段だんは学校内では開かない事にしているが、今は特別だ。『眼』を開いた状態で『見れ』ば、人の中に狐きつねが紛れている様子が『見え』るのですぐ分かるし、過去にも気をつけていれば入れ違いになってもちゃんと分かる。

　賀茂はその状態で一気に最上階まで上がり、廊下を渡って反対側の階段から駆け下りてきた。しかし手掛かりはゼロ。賀茂と一緒にいた時の様子は捉とらえられるのに、トイレの前で待たせてから後の動向がさっぱり摑つかめない。

　妙だ。どこかへ移動したにしても、絶対に廊下や階段を移動している姿が『見え』るはず。たとえ窓から飛び降りたとしても、飛び降りるシーンが『見え』ないとおかしい。トイレの前で待っている様子から後がぷっつり途と絶だえるなんて、通常では考えられない。それに、校舎内の、たかだか過去十分間程度だけに集中して『見て』いる状態で見落とすなんて、いくら賀か茂もが未み熟じゆく者ものでもありえない。

　念のため、もう一度上から下まで『見て』回ったが、やはり移動した様子は見つからない。

　ちょっと考えてから、最後に確認出来たトイレの前に行き、集中して過去の様子を辿たどってみる事にした。これだと見つけてもその場で捕まえられないが、確実に居場所は追跡出来る。

　いったん『眼め』を閉じて一つ深呼吸してから、改めて気合を入れて『眼』を開く。そして見落としのないように慎重に過去を遡さかのぼって見ていく。しばらくすると、葉よう子この姿が『見え』た。賀茂を待って一人ぼんやりと廊下を眺めているところだ。賀茂はその前後に集中して、更にじっくりと見ていく。だが、葉子は退屈そうにじっと待っていたかと思うと、一いつ瞬しゆんピクンとおかしな表情で虚こ空くうを眺め、そして次の瞬間、突然『見え』なくなった。

　賀茂は慌てて、その前後の連れん鎖さを辿る。すると、うっかりすれば見逃すほどのほんのわずかな一瞬だけ、激しく連鎖が歪ゆがんだのが見えた。そして、次の瞬間には葉子の姿はどこにもない。移動した形跡も『見え』ない。

　……消えた？

　賀茂は、さっきまでとは違う焦りを覚えた。

　もう一度葉子の様子を『眼』で捉とらえて、トイレ前の空間の因果の系列から葉子自身の系列へと『眼』を移そうとしてみた。葉子自身を捉える事が出来れば、賀茂は自分の霊れい視し能力だけで半径百キロ以内までは『見る』事が出来る。いくらなんでも一瞬で百キロ以上移動出来るとは思えないから、上手うまく捉えればどこにいるかも分かるはずだ。

　だが。

　……駄目だ。

　賀茂は悔しそうに舌打ちした。消える瞬間の歪ゆがみが激しすぎて、どうしても乗り換えられない。

　とりあえず、賀茂はアブデルたちの所へ戻る事にした。これ以上ここで見ていても手掛かりは得られそうもないし、こんな所でいつまでもじっと虚空を凝ぎよう視ししていると、他ほかの生徒から変な奴やつと思われる。

　それよりいったん戻ってアブデルに相談すれば、何か分かるかもしれない。アブデルはあんな奴でも一応熾し天使であり、自分の守しゆ護ご霊れいなのだ。

　賀茂が戻ると、たまもちょうど帰ってきたところだった。賀茂同様一人空むなしく引き上げてくる。

「あ、賀茂さん。どうでした？」

「駄目。そっちは……って聞くまでもないか」

「はい。見つかりませんでした……」

　賀か茂もは吐息を漏らしながら腰を下ろした。

　そして、アブデルたちを交えて自分の『見て』きた様子を説明する。

「……なるほど。確かにちょっと妙だな。何かあったのかもしれん」

　事情を聞いたアブデルが眉み間けんにしわを寄せた。

「そ、そんなふうに突然消えちゃう事ってあるんですか？」

　たまがちょっと怯おびえた声で聞く。

　律りつ子こが怪談話のノリで答えた。

「あるんじゃない？　私が知ってるだけでも、霧きりの中に消えたイギリスのノーフォーク連隊三百四十一名の話とか、日本だったら藤ふじ代しろバイパスで起きた謎なぞの乗用車消滅事件とか、いくらでも出てくるわよ」

「そ、それって消えちゃった人はどうなるんでしょう……」

「さぁ？　ＵＦＯにでも攫さらわれちゃったんじゃないの？　あるいはプラズマに吸い込まれて粉こな微み塵じんに消滅しちゃったとか。あ、でもＵＦＯってプラズマらしいから、今のはどっちも同じ事になるんだっけ？」

「……またそういう胡う散さん臭くさい俗流オカルト話を」

　賀茂は嫌そうな目で律子を見た。自分だって怪しげな霊れい能のう力りよく商売の家柄で、決して人の事が言えた義理ではないのだが。

「とにかく律子の話は置いとくとしても、絶対にあれは何かあったんじゃないかって思うんだけど。でもいったい何がどうなってるのかさっぱり……」

　賀茂が不安そうな表情を浮かべた。

　アブデルが少し真剣な顔で発言する。

「まあ、通常考えられる可能性は三つか。一つは、何者かが彼女を攫い、追っ手の目をくらますために前後の因果の系列を攪かく乱らんした。二つ目は、彼女自身が跡をつけられないよう細工をして姿をくらました。三つ目は因果関係の連れん鎖さのねじれだな。彼女が存在するための因果が、全く別の連鎖の系列につながってしまった結果、ここではなくどこか別の所に存在させられる事になったという可能性だ。最後の可能性は低いが、さっき律子が言った事例のように、絶対起こらんとも言いきれん。他ほかに、使い魔まを主人が呼び戻す時にも似たような感じになるが、まあ今回これは関係ないだろうからな……」

「……そういや昨日も、霊視して跡を追ってる時に突然途と切ぎれたんだよな。何か関係あるのかな……」

　賀茂は、真ま央おに追われて逃げた葉よう子こを追いかけていた時の事を思い出して首を捻ひねった。

「とっ、とにかく、探しに行かないと……っ」

　たまが心配そうに立ち上がる。

　賀か茂もも腰を上げた。

「そうだな。事情は分からないけど、とにかくちょっと異常事態だし」

「探しに行くって今から？　授業サボって？」

　律りつ子こが尋ねる。

「サボってって、だってもしかしたら授業なんか行ってる場合じゃないかもしれないだろ」

「よっしゃ。んじゃ私も一緒に行こっと」

「え？」

「何かちょうどいい口実だし。五時間目って眠くなるから嫌いなのよねー」

「来てくれるんなら助かるけど。でも口実って、先生はこんな理由じゃ認めないと思うけどな、絶対……」

「あ、いや別に先生なんてどうでもいいのよ。私自身の良心の問題だから。いつだって授業はサボりたいけど、理由もなくサボるのはやっぱり胸が痛むのよね」

「良心……？」

　律子には著しく不似合いな言葉が出てきて、一いつ瞬しゆん賀茂はツッコみを入れそうになったが、さすがにそれは失礼だと思って慌てて言葉を飲み込んだ。

　そして、賀茂たちは先生の目を盗んで校舎の裏手に回ると、塀へいを乗り越えて外へ出た。
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　夕暮れ時。賀か茂もたちはぐったりと疲れきった表情で家いえ路じに着いた。

「……見つかりませんでしたね」

　困こん憊ぱいした顔に心配そうな色を浮かべて、たまががっくりと呟つぶやく。

　賀茂は、同様に疲ひ弊へいした表情で応こたえる。

「まぁ……、まだ、帰ってから母さんたちに頼んで占ってもらう手もあるし……」

「もう学校周辺にはいないと見て良さそうね。今晩、ちょっと知り合いに連絡回して協力頼んでおこーか？」

　律りつ子こが尋ねる。

「ああ、ありがとう。とにかく、また明日頼む……」

　途中で律子に別れを告げ、町外れにある賀茂の家の前に着いた時、玄関先にぽつんと立っている人影があった。

　薄はく暮ぼの中に浮かぶシルエットで遠くからはすぐには分からなかったが、近づいて見ると長めのポニーテールの少女だ。賀茂たちの学校の制服を着て、腕いっぱいに何かを抱え持っている。

「葉よう子こ！」

　思わず賀茂は大きな声を出した。

　立っていたのは確かに葉子だった。ボーっと放心したように突っ立っていた葉子は、賀茂の声にハッと我に返ると振り向いた。

「あ、是これ雄お」

　その何事もなかったようなきょとんとした声に、賀か茂もはほっと気が抜けると同時に、なんだか急激に腹立たしさが込み上げてきた。

「あ、是雄、じゃないだろ！　お前、いったいどこ行ってたんだ？」

「え？　どこって？」

「いきなり姿くらましたりして！　みんなで今までずっと探してたんだぞ」

「姿……くらましたり……？」

　ぱちぱちと何度かまばたきしてから、葉よう子こはきょろきょろと周囲を見回した。

　すでに星の出ている暮れかかった空。賀茂の家の玄関先。土つち埃ぼこりで汚れた自分の足元。腕に抱えた謎なぞのいなり寿司。

　そして、ようやく何事か理解したようにハッとする。

「いったい何があったんだ？」

　そう尋ねる賀茂に、葉子は慌ててごまかし笑いを浮かべる。

「べ、別に、何にも。ホント、何にもないよ」

「何にもないって事はないだろ。何してたのかくらい、ちゃんと話せよ」

「あ、いや、あの、だからホラ、何だっけ、えーと、……散歩」

「散歩？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをしかめる賀茂。

　葉子はぎこちない笑みを浮かべて目を泳がせる。

「そう。ちょっと散歩してみようかな～って気分になって、それで……。あの、ほら、が、学校ってさ、何だか息詰まるじゃない？　それでその、気分転換がてら……。周囲の様子にも興きよう味みあったしさ……」

　そのいかにもヘラヘラした答えを聞いた賀茂は、思わず大きな声を出した。

「だったらせめて一言言ってから行けよ！　なに黙だまっていなくなってんだ！　何かあったんじゃないかって、みんな本気で心配したんだぞ！」

　つがいだのなんだのという話は困るとはいえ、大切な幼なじみである事には変わりない。慣れない町中で迷子になったり危険な目にあってはいないかと、賀茂は本当に心配したのだ。

　心配した反動に加えて、精神的にも疲労して抑えが利かなくなっていた事もあって、賀茂にしては珍しく本気で怒りが沸いた。

　葉子は突然怒鳴りつけられて、反射的にカチンときた表情を浮かべた。ムッとした顔で賀茂を睨にらみ返す。

　賀茂は葉子の腕のいなり寿司に気がついて、腹立たしい気分のまま問い詰めるような口調で尋ねた。

「これ、何だよ？」

「いなり寿司。見たら分かるでしょ」

　賀か茂もの言い方に反発するように、膨ふくれた調子で言い返す葉よう子こ。

「一銭もないはずの葉子が何でこんなもの持ってるのかって聞いてんだ」

「何でだっていいでしょ。是これ雄おには関係ないよ」

　ふてくされるようにそっぽを向く葉子。

　その態度に賀茂は再び激げつ昴こうした。

「散々みんなに心配かけといて、自分は吞のん気きに弁当泥どろ棒ぼうか！」

　その言葉に、葉子はキッと賀茂を睨にらみ返す。

「いつ誰だれが心配してくれなんて頼んだのよ！　頼みもしないのに、そっちが勝手に心配しただけでしょー！　それでギャーギャーわめいてバカじゃないの！」

「そういう言い方はないだろ！　律りつ子こはともかくあの真ま面じ目めなたまちゃんまで学校サボって今まで探すの手伝ってくれたんだぞ！　ちょっとくらい悪かったって思わないのか！」

「勝手に心配しといて恩着せがましい事言うのやめてくれる？　いつもボクに庇かばわれてた是雄なんかに説教されたくないわよ！　確かに巣別れはそっちのほうが早かったけどねー、ボクだってもう一人前なんだよ！　心配なんて余計なお世話よバカ！」

「だから、心配されるのが嫌だったらいなくなる前に一言残しとけって言ってんだ！　その程度の気配りも出来ないくせに何が一人前だ、このバカ！」

「………！」

　返答に詰まって、葉子は悔しそうに唇を嚙かんだ。そのままじっと無言で賀茂を睨む。その目に、じわっと涙が滲にじんだ。

「何よ！　こっちの事情なんて何にも知らないくせに！　バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカぁぁーっっ！」

　うわずった声で速射砲のように『バカ』の連打を浴びせると、葉子は逃げるように家の中へ駆け込む。

　後に残された賀茂は、やり場のない苛いら立だちを抱えて立ち尽くした。

「事情って……。何かあるんならちゃんと言えよ……」

　腹立ち混じりに地面を蹴ける。

「あの、賀茂さん……」

　たまが、イラつく賀茂の後ろからおずおずと声をかけようとした。

　だが、アブデルが遮った。

「そっとしておけ。感情が昴たかぶっている時に何を言っても無駄だ。気持ちが落ち着くまで放置しておくほうがいい」

　そして、立ち止まったまま動こうとしない賀茂を見る。

「ただこの時期、まだ夜風は冷たいからな。こんな所で突っ立って風邪かぜを引くのはお前の勝手かもしれんが、同室の俺おれに伝染うつすなよ」

　そう言い残すと、アブデルはたまを促してさっさと家の中に入った。さりげなく大人おとななところを見せて、『相談役の親友』としての好感度アップ作戦である。

　だが冷静に考えれば、感情が昴たかぶっている賀か茂もに八つ当たりでもさせて、傷ついたたまを慰なぐさめてやるほうがはるかに良い。その事実にアブデルが気づいて愕がく然ぜんとしたのは、これより三十秒後の事だった。




　夕食時にも、賀茂と葉よう子こはふてくされたままで一言も交わさず、そのまま夜になった。

　賀茂が寝る前に何か飲もうと台所へ行くと、先客がいた。たまである。ティーカップを両手で包み込むようにして、口へ運んでいた。

「あ、こ、これ…………賀茂さん」

　一いつ瞬しゆん、特訓どおり『是これ雄おちゃん』と呼びかけてみようとしたが、やっぱり恥ずかしくて普通の呼び方に戻るたま。

　賀茂は当然そんな事には気づかず、『これ』とは今飲んでいるものを指すのだと思って尋ねた。

「ん？　何か変わったものでも飲んでんの？」

「あ、いえ、ただの温めたミルクです……」

　たまはそう答えながら、子供みたいなものを飲んでいると思われそうな気がしてちょっとうつむく。だが、寝る前の牛乳一杯は習しゆう慣かんになってしまっているし、背がもっと伸びるようにとの願いも込められているので、やめるわけにはいかない。

「ボクは紅茶でも飲もうかと思ってるんだけど、淹いれたらたまちゃんも飲む？」

「あ、せっかくですけど、寝る前に紅茶とかコーヒー飲んだら私、眠れなくなっちゃうんで……」

「ああ、そういや寝る前はお茶とか飲まないんだったっけ」

　賀茂はうなずくと、自分の分だけティーバッグを取り出してお湯を注いだ。

　そして、椅い子すに腰かけて口に運ぶ。

　一口飲んでから、賀茂が言った。

「なんか……今日はごめん」

「え？」

「いや、葉子の事……。わざわざ授業サボってまで探してくれたのに、そんな必要なかったみたいだからさ……」

「あ、その事ですか……」

「散々みんなに心配かけといて、余計なお世話とか何とかってあいつ……。一緒に探してくれた人の前で言う事じゃないよな。ごめん。代わりに謝あやまっとく」

　賀か茂もはそう言いながら、深々とため息を漏らした。賀茂だって葉よう子この事は、狐きつね時代の幼少期を一緒に過ごした幼なじみとして、それなりに大事な友人だと思っている。その葉子に、あんなみっともない言動をしてもらいたくなかった。時間が経たつにつれ、怒りというよりも何か、失望したような裏切られたような、情けない気持ちに駆られた。

「全くあのバカはホント……」

　苦々しい顔で呟つぶやく。

　その賀茂の横顔を見ながらたまはじっと黙だまっていたが、何度かためらってから、おずおずと上目遣いに口を開いた。

「……あの、賀茂さん」

「ん……？」

「その……葉子さんの事ですけど……」

「うん。何？」

「………その、こういう事言うのはお節せつ介かいだと思うんですけど、その、葉子さん、あんまり怒らないであげてください……」

　たまはそう言ってから、慌てて言葉を継いだ。

「あのっ、余計な口出しごめんなさい。もっ、もちろんあの、賀茂さんがあんなに怒ったのは、きっとそれだけ葉子さんが心配だったからで、心配だったのはきっとそれだけ賀茂さんにとって葉子さんは大切な人だからで、だから、賀茂さんが怒っちゃったのは仕方ないですし当然なんだと思うんですけど、その、葉子さんにもちゃんと弁解するチャンスをあげてほしいんです……。あんなふうに怒鳴られちゃったから、きっと話したくても話せなくなっちゃったと思うんです……。怒ったまんまで、大切な人とすれ違ったまんまは、悲しいです……」

　最後のほうに行くにしたがって小さくなる声。

　賀茂は、何も言わずに黙ってテーブルの端を見つめた。

　──こっちの事情なんて何にも知らないくせに！

　あの時の葉子の言葉を思い出す。確かに、何か事情があったのかもしれない。散歩だの何だのと言ってはぐらかしたのは、それだけ話しづらい事だったからかもしれない。第一、あんな消え方をしていながら、散歩に出かけただけのはずがないではないか。だからこそ賀茂はあんなに心配したのではないか。あのいなり寿司にしても、泥どろ棒ぼうと決めつけずにちゃんと向こうの言い分を聞くべきだった。落ち着いて考えると、我ながらいろいろ感情的になりすぎていた事に気づいて恥ずかしくなってくる。

　じっと黙り込んだ賀茂を見て、たまは小さくなってうつむいた。

「ごめんなさい。賀茂さんと葉子さんの問題なのに、でしゃばった事言っちゃいました。すみません……。その、賀茂さんが寂しそうな顔してたからつい……。ごめんなさい」

「……いや、確かに、こっちが先に怒鳴ったりしたのが悪かったって気はする。あと、頭ごなしに泥どろ棒ぼうって決めつけたのも。明日その事だけは謝あやまって、もう一回落ち着いて話聞いてみるよ。ありがとう」

　賀か茂もに礼を言われて、たまは今度は照れて小さくうつむいた。

「いえ、そんな、お節せつ介かいな口出ししちゃっただけで、お、お礼を言われるような事は……」

　真っ赤になって謙けん遜そんすると、慌てて立ち上がる。

「じゃ、じゃああの、私はもう寝ますから、その、おやすみなさい」

　ぺこりと頭を下げて、部屋に駆け戻るたま。

　賀茂はその様子を見送ると、カップに残った紅茶を飲み干してから自分も部屋へ戻った。




　たまと賀茂がそんなやり取りをしていた頃ころ、葉よう子こは寝室としてあてがわれた忠ただ幸ゆきの書しよ斎さい部屋で、布団に包まりながらブツブツと愚ぐ痴ちを垂れていた。

「……いなくなる前に一言残せなんて、是これ雄おなんかに言われなくたって分かってるわよ。残せる状態ならちゃんと言っておくに決まってんじゃん。何も言わずにいなくなったって事は、一言言っておく余裕さえないんだって事くらい分かってくれてもいいのに。あのバカ。なぁ～にが『あのたまちゃんまで学校サボって探すの手伝った』よ。あてつけがましい。ムカつくなーもう……」

　言いながらゴロゴロと寝返りを打つ。

「…………」

　ふてくされた顔で葉子はしばらく天井を眺めた。

　心配させるつもりなんてなかった。賀茂に心配なんてかけたくなかった。賀茂が心配する顔なんて見たくなかった。なのに、自分のせいで賀茂に心配をかけてしまった。その事を認めたくなかった。認めたくなくても賀茂の心配そうな顔は現に目の前にあった。否定しようがなかった。だから、せめて『自分のせい』というところを否定した。賀茂が心配しているのは事実。だけどそれは自分のせいじゃない。という事は、賀茂が勝手に心配しただけ。そういう論法で、相手を悪者に仕立てる事で自分を正当化しようとした。

　……バカみたいだ。自分でもそう思う。賀茂に心配をかけたくないのは賀茂の事が大事だから。なのに、その大事な相手を悪者に仕立てて自分の正当化を図ってどうするというのだ。

「……………………」

　枕に顔をうずめて葉子はしばし黙もつ考こうした。

　やっぱり、謝っておこう。どうしようもなかった事だとはいえ、無言で姿をくらましたのは事実だし、その事で心配をかけてしまったのも事実なのだ。たとえこちらが悪くなくても、相手に心配させるような結果になったのだとしたら、その事はちゃんと謝るほうがいい。謝るべきだ。

　それに、多分これからも似たような事があるだろう。その時に、同じような迷惑をかけたくない。だから、時々姿を消す事、その時には一言残す事も出来ない事、その事は了解を取っておきたい。そして、心配しなくていいのだという事も。

　葉よう子こは決心すると、布団から出て賀か茂もの部屋へ向かった。

　戸をノックすると、しばらくして眠そうな顔の賀茂が出てきた。幸いアブデルはすでに熟じゆく睡すいしている。

「もう寝てた？　ごめん」

　葉子が謝あやまると、賀茂は目をしばたたきながら首を振った。

「ん、大丈夫。まだ完全には寝てなかったから……。こんな時間にどうした？」

「あ、うん……。あの」

　いざとなるとちょっと言いよどんだが、思い切って口を開く。

「昼間の事。……何にも言わずにいなくなって、ごめん」

「あ、ああ。うん」

　賀茂はちょっと驚おどろいた顔でうなずく。

「それ、謝りに、きたの……。それだけ」

　葉子はうつむきながら、つっかえつっかえ、たどたどしく言った。

　賀茂は珍しく素直な葉子に意表を突かれてポカンとしていたが、やがて我に返ると頭を搔かいた。

「いや、こっちこそいきなり怒鳴ったのは悪かったよ。ごめん。疲れて気が立ってたから……って言い訳は見苦しいな……」

　ちょっと苦笑する。

　葉子もつられてホッと頰ほおを緩ゆるめた。

　そして、少し言いにくそうに言う。

「あの、もしかしたらまた、今日みたいに時々無断でいなくなるかもしれないけど、別に心配しなくていいから。ボクは、大丈夫だから……」

「また無断でいなくなるかもって……？　何かあるのか、やっぱり？」

「あ、うん……。えっと……」

　葉子は目を逸そらした。

　本当の事は話せない。この自分がいずれ管くだ狐ぎつねなんかになってしまう事なんて賀茂にだけは絶対に知られたくないし、変に同情されても嫌だ。それにたまに知られたら、あの娘の性格上、変に気を遣って身を引きかねない。だが、同情してもらって生んだ仔こなんて、情けなくて自分の仔として誇れない。そんなもの、屈辱以外の何ものでもない。

　葉子はしばらく口ごもってから言った。

「……ごめん。今はまだ、話せない。でもいつかちゃんと話す。約束する。だから、今は聞かないで。お願い」

　葉よう子この言葉に、賀か茂もは困ったような顔をした。だが、今は話せないと言われた以上、強引に聞き出したりは出来ない。言いにくい事情かもしれない事は一応予想していたのだ。

「……分かった。今は聞かない。でも、一つだけ答えてくれ」

「何？」

「さっきお前、心配しなくていいって言ったけど、ホントにこっちが心配する事じゃないんだな？　信じていいんだな？」

　真剣な顔で確認する賀茂。

　葉子は明るい笑顔を作ってうなずいた。

「うん。ホントに、ボクは大丈夫だから」

　そう言うと、半歩下がって片手を上げる。

「それじゃ、用事はこれだけ。寝るとこ邪じや魔ましてごめんね。おやすみー」

「ああ、おやすみ」

　寝る前の挨あい拶さつを交わすと、葉子は少し軽くなった足取りで部屋への階段を上った。




　部屋に戻ると葉子は電気を消して布団に戻った。

　……ちゃんと謝あやまってこれた。

　変な意地も張らず、喧けん嘩かも再燃させずにすんだ事に、小さな満足を覚えて安あん堵どする。

　謝った時の賀茂の反応を思い出す。ちょっとした態度や言葉に、こっちの気持ちを考えてくれていた事や、本気で心配してくれていた事が見て取れた。

　……ボクの事も、ちゃんと気にかけてくれてる。

　そう実感して、なんだか幸せな気分になる。

　もっと気にかけてもらえるようになりたい。一番気になる存在になりたい。そうならなければ、仔こを生んで残す事も出来っこない。今日は昼に召喚されたり喧嘩したりで無駄にしてしまったけれど、明日からまた頑張ろう。

　そして、フッと真顔に戻った。

「……今日は、昼間呼ばれて……帰ったのが七時前だったから……、大体六時間半……か。長いな……」

　以前は、記き憶おくが途と切ぎれたとしても一時間から二時間程度だった。長時間かかるような用事を命じられなかったからでもあるだろうが、同時に、そんな長時間使役出来るほどに馴らされていなかったためでもある。それが、今日は六時間以上……。確実に、飯い綱づなとしての調教は進んでいる。

「……昨日の晩も呼ばれてたみたいだし……」

　今朝けさ、廊下についていた自分の足跡を思い出した。賀茂から隠したのは、歩幅が少し小さくなっていた気がしたからだ。不安が募つのる。

　明かりを消した部屋の中で、自分の手をそっと伸ばす。

　そして、ギョッとした。

　……縮ちぢんでる？

　昨日は気のせいかとも思ったが、そうじゃない。明らかに一回り小さくなっている。

　慌てて葉よう子こは布団の中に手を引っ込めた。それ以上見ていたくなかった。

　体が震ふるえた。

　胸が急に息苦しくなり、吐き気を覚えた。

　このままでは、完全に管くだ狐ぎつねになってしまう日はそう遠くないのかもしれない。

　嫌だ。管狐になんかなりたくない。せっかく、人になって町へ出ていった賀か茂もを追いかけるためだけに、必死で頑張って修行をして、そしてようやく幻術とはいえ人の姿に化けられるようになったのに。そしてやっと、賀茂と再び一緒に暮らせるようになったのに。なのに、これからやっと幸せな生活を摑つかもうという時に、どうして自分が管狐なんかにならなくちゃいけないの……。

　もちろん、今更そんな事を言っても仕方ないのは承知している。一度結んだ契約からは決して逃げられない事だって分かっている。

　だったらせめて、意思も記き憶おくも感情も奪われて筒に閉じ込められてしまう前に、一匹でもいいから賀茂の子供を生んで、残していきたい。自分が狐きつねとして自由に生きていた証あかしに。賀茂の事を好きだった証に。

　だが、残された時間で賀茂の仔こを生み残す事が出来るのか？　妊娠から出産までおよそ五十日。果たして、今の自分にそれだけの時間は残されているのか？

　今日、喧けん嘩かをしてしまった。しかし、そんな事に時間を費やしている余裕はない。これ以上、貴重な時間を一日も無駄に出来ない。

　何とかして賀茂の気持ちを自分だけに向けさせたい。お互いにまだ子狐だった頃ころのように、寝ても起きてもいつも側そばに相手がいるのが当たり前だった関係に戻りたい。相手の家に預けられ、同じ巣穴で身を寄せ合って眠ったあの日を取り戻したい。自分にはもう時間がない。

　たまさえいなければ、今頃とっくに……。

　つい、そんな考えが頭をよぎる。あさましい考えだと思ってみても、なかなか消し去る事が出来ない。自分が北海道にいる間も、ずっとあの子は賀茂の側にいたのかと思うと、激しい焦しよう燥そう感に駆られる。今日自分が召喚されている間も、たまは賀茂と一緒に行動していたのだと思うと、心配してくれた事に感かん謝しやするより先に、妬ねたましさで気が狂いそうになる。そして、そんな自分に激しい自己嫌悪を感じる。

　……落ち着け。

　必死で自分に言い聞かせる。こんなみっともない感情は自分には似合わない。自分がこんな情けない感情に囚とらわれている事が許せない。こんな気持ち、賀茂にだけは気づかれたくない。

　葉よう子こは大きく息を吐き出すと、気持ちを切り替えるように寝返りを打った。

　人を恨うらむより、自分がやれる事を考えよう。

　とりあえず、家事だ。今朝けさ初めて料理というものに挑戦したが、賀か茂もの母によると、男女を問わずあれが出来ないと幸せな結婚生活は出来ないらしい。賀茂が人間として町で暮らす以上、自分も早く身につけなければならない。今の自分は、賀茂と一緒に人間として生活するにはあまりにも人間の暮らしに無知すぎる。

　だが、見た目は人間でも中身は狐きつねの体そのままだ。前足では物は握れないから、霊れい力りよくを集中させて念力を発動しなければ包丁一つ扱えない。これでは精神の疲労は激しいし、当然ながらとても不器用だ。狐の頃ころはしっかり者だったはずの自分が、人間の家事においては子供みたいなたまよりも役立たずなのだ。自信が揺らぎ出す。不安を止める事が出来ない。

　……大丈夫。あんな子より、狐同士のほうが絶対上手うまくいくはずだから……。

　必死で自分に言い聞かせるようにして気持ちをなだめながら、葉子は布団の中で丸くなった。

　色々興こう奮ふんしていてとてもすぐには眠れそうにないと思っていたが、召喚中に思いの他ほか酷こく使しされたと見えて、気がついた時には泥のようにぐったりと眠っていた。
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　それから数日が過ぎた。

　葉よう子こは相変わらず、突然ふらっといなくなって急にまた戻ってくるという事を繰くり返していた。日に日に失しつ踪そうしている時間が長くなっていったが、賀か茂もは何も聞かなかった。

　今は話せないがいずれちゃんと話す。葉子はそう約束した。下手へたに説明を催促する事は、いずれ話すと約束した葉子を信用していない事になる。だから、葉子のほうから話すまで、賀茂としては待つ以外にない。

　とにかく、葉子は心配いらないと言っているわけだし、あまりこちらが心配しすぎるとかえって向こうが気を悪くするかもしれない。何かあれば言ってきてくれるはずだと信じて、とにかく賀茂は普ふ段だんどおりに接する事に決めていた。他ほかの家族にもそう伝えて、過度に心配した態度を見せないようにしてもらっていた。

　ちなみに幼なじみ対決については、賀茂のほうからさっさと「どんな設定作っても、『思い出す』つもりはない」と二人に明言してしまった。その結果、たまのほうはおかしな気負いが抜けて今までどおり普通に接するようになったが、それを見た葉子のほうはライバルが消えたと思ったのか何なのか、ますますお節せつ介かいを焼いてくるようになった。

　今、葉子は台所で夕食の手伝いをしていた。家にいる時は、率先して家事の手伝いをやっていた。幼なじみ対決とは無関係に、人間の暮らしをこなせるようになりたいらしい。

　とはいえ、役立たずっぷりでは葉子はたま以上、つまり手伝いどころか純然たる足手まといでしかないのだが。

「母さんとみきさんも、足手まとい二人も抱えて大変だな……」

　キッチンの隣となりの居間で、二人がミスをした時のフォロー要員として待機しながら、賀か茂もは小さく独り言を漏らす。

　とはいっても正直なところ、賀茂が尻しり拭ぬぐいをしてやるのはほとんどたまのほうで、葉よう子こが失敗しても『自分で片づけろ』などと素っ気なく振る舞ってしまう事が多い。子こ狐ぎつね時代のこまっしゃくれたお節せつ介かいの印象があるので、なんとなく葉子は放っておいても大丈夫という安心感があるのだ。事実、狐時代には賀茂も餌えさの差し入れをしてもらったりと面めん倒どうを見てもらう側の立場だったし、肉眼での見た目も、小学生みたいなたまに比べて、葉子のほうが年上でしっかりしていそうに見える。実際には葉子は一歳児の上、家事手伝い能力はたま以下なのだが。

　葉子から、何度かその事でえこひいきだと文句を言われた事があったが、一度染みついた印象や接し方はそう簡単には変わってくれないのだった。




　葉子はキッチンに立って、野菜を切りながら思った。

　だいぶ、包丁の扱いにも慣れてきた気がする。千切りなどはまだ無理だが、大きさをそろえてブロックに切る程度の事は出来るようになった。まだ、たまと比べても不器用だが、それでも包丁をまるで扱えなかった数日前から考えればすごい前進だと思う。賀茂はちっとも褒ほめてくれないが。

　それどころか賀茂はまるで、葉子には『出来て当たり前』と思っている節がある。たまが何かやろうとすると必ず「手伝おうか」と言うくせに、葉子が手伝いを頼むと「またか」とうんざりした顔をする。ものすごく不公平だ。もちろん、『出来て当たり前』と見なされるのはそれだけ信頼されているわけだから、悪い気はしない。失敗した時に文句を言われるのだって仕方ない。でも、頑張った時にはそれなりに認めてほしい。一いつ生しよう懸けん命めいやった時には、当たり前と流すのではなく、よく出来たと褒めてもらいたい。そうでないと、頑張っても張り合いがない。

　……そこら辺が分かってないからもぅ、バカ是これ雄おは。

　内心、ぶつくさと愚ぐ痴ちる。毎日必死でやっているのに認めてもらえないのは、正直言ってかなり辛つらい。もっとも、失敗ばかりで認めてもらえるほどの事は何一つやれていない自分が悪いのだが。

　最近、ちょっと気持ちが落ち込み気味だ。焦りもある。時間は刻一刻となくなっていくのに、賀茂との仲はなかなか進展してくれない。二人きりになりたくても、いつも近くにたまがいる。というよりも、賀茂はたまからあまり離れないようにしている。そしていつも、自分よりもたまばかり気にかける。

　……あの子さえいなければ今頃ごろもう少し……。

　そんな事を考えた途と端たん、うっかり手元の集中力が緩ゆるんだ。念力が解けて、物を握れない手から包丁が落ちる。そして、まな板の上でいったんバウンドすると、まな板ごと床へ転落した。

「いったぁぁぁ……っ！」

　弾みで指先を切った。血が滲にじんでいる。大した傷ではないが、刃物で切ったという事が無性に怖くて葉よう子こは思わずうずくまった。

　指先を押さえて、心臓の鼓動が収まるのを待っていると、物音を聞きつけたらしい賀か茂もが救急箱を持ってやってきた。

「またかお前は……」

　呆あきれたように笑う。

「全く、貴重な食材を無駄にして、貧しい我が家の財政をこれ以上圧迫するなよな」

　気心の知れた安心感から普ふ段だんどおりの軽口を叩たたいただけなのだろうが、いつまで経たっても失敗ばかりで自信を喪失しかけていた葉子にはキツかった。

「だって、わざとじゃないもん……」

「……？」

　普段と様子の違う反応に、ちょっと意外そうな顔をする賀茂。

「……まあいいや。それより大丈夫か？」

「大丈夫じゃない。血ぃ出てる……」

　指先を改めて見た葉子は、一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になる。

「かすり傷だろ。この程度で泣くなって。ほら、もうちょっとよく見せて」

　賀茂は元気づけようというつもりらしく明るい声でそう言うと、指先から出血している葉子の手を取った。

　葉子は一瞬その手を引っ込めかけたが、思い返した。

　どうせ普段は失敗してもロクに心配してもらえないのだ。出血した時くらい、甘えさせてもらおう。向こうから手を握ってくれる事など滅めつ多たにないのだから。そう考えて、ちょっと恥ずかしそうに顔を逸そらしながら、それでも嬉うれしそうに手を賀茂に委ゆだねた。

　賀茂は救急箱から消毒液を取り出すと、葉子の傷口に吹きかけようとする。

「しみるけど我慢しろよ」

「うん………」

　言葉少なくうなずく葉子。怪け我がをするのは嫌だが、そのおかげでこうして手当てしてもらえるのだから、まさに怪我の功名だ。少し、幸せな気分になる。

　その時、背後で別の音と悲鳴が聞こえた。

　顔を上げると、たまが茶ちや碗わんを運んでいてすっ転んでいた。頭をぶつけたらしく、両手で押さえてプルプルと震ふるえている。

「たまちゃん！　大丈夫か？」

　反射的に立ち上がる賀茂。治ち療りようしかけの葉子をそのままにして、冷凍庫から氷を出して氷ひよう囊のうを作ると、たまの所へ飛んでいってしまった。

　後ろから血の出ている指を示して声をかける葉よう子こ。

「ちょっと是これ雄お。これ、どーするの？」

「自分でやってくれ。それくらい出来るだろ」

　ロクに振り返りもせずそう言うと、賀か茂もはたまの側そばに屈かがみ込む。

　取り残されて、葉子は呆ぼう然ぜんとした。

　葉子の見ているその目の前で、賀茂は両手でたまの頭を挟むようにして額ひたいの具合を確認した。

「……血は出てないみたいだな。とにかく、ぶつけた時は冷やして。これ、はい」

　氷水の入ったビニール袋をたまの額に優しくあてがう。

「うぅ……ありがとうございます……」

　たまは少しまだくらくらした目で氷囊を受け取った。

「す、すみません……。お茶ちや碗わん、割れちゃいました……」

「ああ、すぐ片づけるから大丈夫。それより他ほかに怪け我がしてない？」

　何も非難せず、反対に気遣うような言葉をかける賀茂。

「た、多分大丈夫だと……」

「そっか。良かった」

　ホッと賀茂は安あん堵どすると、そのままたまと二人で一緒に割れた破片の片づけを始めた。

　それを見て、葉子の中に激しい嫉しつ妬とが湧わき上がった。

　以前葉子がたんこぶを作った時には「ちゃんと冷やしとけよ」の一言だけだったのに。

　以前葉子が食器を割った時には、破片による怪我の心配も、後片づけの手伝いもなかったのに。

　葉子なら血が出て治ち療りよう中でもほったらかしで、ひっくり返った野菜の片づけもしてくれないくせに、たまだとあんなに親身に……。

　何でこんなに扱いが違う？　何で賀茂はたまばかり優しくする？　何で自分はこんなにぞんざいにしか扱ってもらえない？

　たまだって葉子と同じくらい足手まといなのに。たまと同じくらい自分だって頑張っているのに。たまと同じくらい、自分も賀茂が好きなのに。たまはいつまでも賀茂といられるけど、自分にはもう残された時間はほとんどないのに……。

　葉子は、自分の気持ちが抑えきれなくなるのを感じた。




　賀茂がたまの側そばで割れた茶碗の破片を拾っていると、背後から何かが飛んできた。そしてコツンと賀茂の後頭部を直ちよく撃げきする。

「あいた……。なんだ……？」

　ぶつかった物を拾い上げて見てみる。

「……にんじん？」

　四角くブロック状に切ったにんじんのかけらだった。

　更にもう一つ、にんじんブロックが飛んでくる。今度はたまの頭に当たった。

　賀か茂もが飛んできたほうを見ると、葉よう子こがキッとこちらを睨にらみつけていた。どうやら葉子が、床にぶちまけた野菜の破片を投げつけてきたらしい。

「何だお前、こんなもの投げたりして……」

　賀茂が諫いさめようとするのを遮って、葉子は低い声で言った。

「……いい加減にして」

「……？」

　様子がおかしい事に気づいて賀茂は言葉を飲み込んだ。

　葉子は押し殺した声で続ける。

「……ボクの見てる前でくっつかないで」

「おい？　ちょっと葉子？」

　怪け訝げんそうな顔を浮かべる賀茂に、葉子は恨めしそうな目を向けた。

「どうして……？　たまちゃんが失敗したら是これ雄おすぐ飛んでいって優しく手伝ってあげるくせに、ボクの時はうんざりして呆あきれるだけ。台所散らかしても、たまちゃんだったら片づけ手伝ってあげるくせに、ボクの時は『自分で片づけろ』の一言！　今なんてこっち包丁で怪け我がして血が出てるのに、是雄だってボクのほう先に手当てしてくれようとしてたのに、途中でほったらかして転んだだけのたまちゃんのほうに飛んでっちゃって……！　何でボクばっかりこんなぞんざいに扱われないといけないの？」

「ぞんざいって……」

「ボクだっていい加減にやってるわけじゃない。是雄と一緒に人間生活するんなら料理くらい出来なきゃ駄目っていうから、だから必死で頑張ってるのに、たまちゃんと同じかそれ以上に一いつ生しよう懸けん命めいなのに、なのにどうしていつも是雄はたまちゃんばっかり……！」

　そう言うと、葉子は目に涙を溜ためて立ち上がった。そして、賀茂の隣となりのたまに向かって声を荒げた。

「ボクは、ずっと是雄が好きだったんだよ！　生まれた時からずっと一緒で、いつだってボクが一番側そばにいた！　いつだってボクが食べ物差し入れてあげたり、他ほかの子から守ってあげて、その代わりに是雄は色んな事を教えてくれて、そうやってずっとずっと二人で生きてくんだって信じてた！　なのに何で？　何でキミなんかに横取りされなくちゃいけないの？　たかだか一年未満の付き合いの、突然現れた女なんかに取られなくちゃいけないのよ！」

「いやだから一年未満はお前も一緒……」

「返して！　ボクの是雄を返してよ！」

　たまに摑つかみかからんばかりの勢いで泣き叫ぶ葉子。

　思わずたまはびくっと賀か茂もにすがりつく。

「くっつかないでって言ってるでしょ！」

　葉よう子こは手近にあった包丁を引っつかむと、たまめがけて投げつけた。

「危ない！」

　反射的に賀茂がたまを抱きかかえるように庇かばう。幸い、柄つかの部分が背中に当たっただけで、大した怪け我がはせずにすんだ。

「お前っ、なんて危険なもの投げるんだ……っ！」

　心臓をバクバク言わせながら、賀茂は葉子に向かって声を上げる。

　だが葉子は逆切れした。

「そっちこそ、何でそんな子庇うのよ！　バカ是これ雄おーっ！」

　大声でそう叫ぶと、そのまま泣きながら走り去る。

　後に残された賀茂は思わず呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……何でって、今の場合赤の他人でも庇うだろ普通」

　ずっと静観していたアブデルが賀茂に言う。

「何をボーっとしている？　早く追いかけろ。あんな状態の彼女を放っておいていいのか？」

「え？　あ、そ、そうだな」

　アブデルの言葉でハッと我に返る賀茂。たまから手を離して、葉子の走り去った玄関に向かおうとする。

　その後ろから、不安そうな声でたまが声をかけた。

「あの、賀茂さん……」

　賀茂は立ち止まって振り向くと、たまの肩を摑つかんで安心させるように言った。

「大丈夫。たまちゃんは悪くない」

「えと、あの……」

「分かってる。葉子のあの態度にも、きっと何かもっと事情がある。頭ごなしに怒鳴ったりしない」

「はい。えっと……」

「すぐに連れて帰るから、先に夕飯の支度整えて待ってて。戻ってきたらすぐ食べれるように」

　賀茂はそう言い置くと、葉子を追って玄関を出た。

　その後姿を見送りながら、アブデルがニヤリと笑う。

「かかったな、賀茂よ。この状況で追っていってしまっては、キサマはもう『葉子シナリオ』から抜けられまい。この状態から、待ち受けるであろう葉子の泣き落とし攻こう撃げきを退け、なおかつバッドエンドに持っていかずにすませるなど絶対不可能だ。葉子とくっつくか、葉子に刺されるか、二つに一つを選ぶが良い。主人公の『元彼女』は、『親友』のこの俺おれがもらった」




　家を飛び出すと、葉よう子こは家の裏手の河原に出た。適当な石を見つけて腰を下ろす。

　まだ、息が荒い。葉子は手で目元を拭ぬぐいながら、さっきの様子を振り返った。

　……最悪だ、ボク。

　どうしようもない気持ちに襲おそわれて、葉子は深くうなだれた。

　もう、賀か茂もの許もとには帰れない。

　賀茂の前では、かっこ悪いところを見せたくなかった。弱みなんて見せたくなかった。世話を焼いてあげる立場として、常にしっかり者でいたかった。

　なのに。

　一時の激情に駆られて絶対に見せたくなかったような醜態を晒さらし、知られたくなかった嫉しつ妬とと逆恨み丸出しの言葉を吐いて、挙句の果てにそのままそこから逃げ出してしまった。

　今更、賀茂に合わせる顔がない。

　──ボクがいないと駄目なんだから。

　葉子の口くち癖ぐせだった。だが、あんな自分を見られた後で、どんな顔をしてこんな台詞せりふが言えよう。

　あんな自分を見せてしまった事が恥ずかしい。悔しい。情けない。

　なんでこんなふうに…………。

　葉子は唇を嚙かみ締しめ、ぎゅっとエプロンの裾すそを握った。

　本当なら、もっと簡単に昔の二人に戻っているはずだった。

　葉子が初め考えていた予定では、会いに行ったら賀茂は内心は喜んでるくせに表面上は迷惑そうな顔をして、表向き渋々同じ部屋で寝起きする暮らしが始まって、賀茂は成長していても相変わらず自分の身の回りの事にはだらしなくて、葉子は呆あきれて小言を漏らしながら世話を見てやって……、そうしてつまりは……、幼い頃ころいつまでも続くと信じていた当たり前の日常が再び始まるのだと、何の疑いもなく信じてこの町までやってきた。

　純朴すぎると笑われるかもしれない。けれど、普通の狐きつねさえとんと見かけなくなった昨今、妖よう狐こだとか霊れい孤こといった者がそうそういるはずがない。したがって、町に出た賀茂は当然一人で暮らしているはずだった。そして自分は、そんな賀茂を支えてやれるたった一匹の雌の妖狐のはずだったのだ。

　なのに……。

　来てみたら、賀茂の隣となりには他ほかの女がいた。

　賀茂には自分の知らない十数年の過去があった。

　そして自分は、人間の暮らしについてまるで無知な足手まといで、世話を焼いてやるどころか料理一つ満足に出来ないただの厄介者だった。

　……みじめだ。

　自分が情けなくて、悔し涙が滲にじむ。

「……何やってんだろボク。勝手に一人で舞い上がって、是これ雄おの都合も聞かずにつがいになるなんて一方的に押しかけたりして…………」

　泣いてしまいたくなるのを、歯を食いしばって必死でこらえる。うなだれたその頭が、小さく震ふるえた。

「なんか……、バカみたい……」

　そう呟つぶやくと同時に、抑えきれなくなった涙が一滴、河原の石を濡ぬらした。

　やがて葉よう子こは顔を膝ひざにうずめ、小さな嗚お咽えつを漏らし始めた。抑えつけようとしても湧わき上がってくる感情は止められず、ほとんど暮れかけた空の下、葉子は一人肩を小刻みに震わせた。




「ここにいたか……」

　賀か茂もは暗い河原でしゃがみ込んでいる葉子を見つけると、ホッと安あん堵どした。

　砂利を踏む足音に気づいて、葉子が顔を上げる。

「是雄……」

　葉子は呟くと、気まずそうな表情を浮かべた。

　賀茂は緊きん張ちようをほぐすように軽く笑いかけた。

「ジュース買ってきた。大声出したから喉のど渇いたろ。女め郎ろう家いえ牢ろうと毒どく多た　亜あ　ぺ胡椒つぱー、どっちがいい？」

「……そっち」

　女郎家牢を言葉少なく指差す。

　そして、賀茂の見よう見まねで缶かんを開けると、一口飲んで吐き出した。

「うあっ！　何これ？　劇げき物ぶつ？」

「一応れっきとした缶ジュースの一種だぞ」

　葉子のしかめっ面を面おも白しろそうに眺めながら賀茂は言った。

　そして、少し沈ちん黙もく。

　夜風が木々の葉をざわめかした。

　やがて、葉子は黙だまっている賀茂にじれたように尋ねた。

「……何しにきたの？」

「何しにって……」

「用があるから追ってきたんでしょ」

「ん、まぁ」

　賀茂はうなずくと、葉子の隣となりに腰かけた。

「……とりあえず、謝あやまっておこうと思って」

「謝る？　是雄が？　何で？」

「ん、だから……、葉子は葉子で一いつ生しよう懸けん命めいだったのに、なんかぞんざいな扱いしてたみたいだから。ごめん」

「あ…………ううん」

　葉よう子こは小さく首を振る。

「何か、子こ狐ぎつねの頃ころの印象が強くてさ、葉子ってしっかり者のイメージがあったから、いちいちこっちがフォローしてやらなくちゃいけないってのが、いまいちピンと来なくて。いつも逆の立場だったしな。弁当差し入れてもらったり……」

「ん……そだね」

　気まずそうな顔で目を逸そらす葉子。

「放っておいても、一人で大丈夫なんだって思い込んでた。山で狐として暮らしてる時とは環かん境きようも立場も違ってるのに、その辺の配はい慮りようが欠けてた。悪かった」

「………」

　葉子は無言のまま、もう一度首を振った。

「……それからもう一つ」

　賀か茂もは暗くて表情の分からない葉子を見た。

「……その、ボクの事が好きだって言ったのは、あれは……」

「あ……」

「もしかして、初めからそのつもりで……？　その、わざわざ訪ねてきたのも、北海道のほうの母さんに一人前の姿を見せろとかって迫ったのも全部……？」

「………」

　葉子は無言で顔を背けた。暗くても、赤面しているのが分かった。

　賀茂はその様子を見て、やっぱりと息を吐く。

「……だとしたらごめん。ボクは葉子とつがいにはなれない」

「うん……」

　素直にうなずいてから、葉子は尋ねた。

「……やっぱり、あの子がいるから？」

「うん……。確かに、今のたまちゃんの外見じゃ、恋愛対象と見なすのはちょっと苦労するけど、それはそれとしてやっぱり、自分の中で一番大事なのは彼女だから。それに将来もうちょっと大人おとなっぽくなったら、もっときちんと付き合うと思うし」

「……でも、あの子悪あく魔まだし、人間と成長速度違うだろーから、是これ雄おがあの子を恋愛対象って見なせるようになった時には是雄がヨボヨボの枯れかけ爺じじいになってるかもしれないよ。そしたら一生童貞で操みさおの立て枯らしじゃん」

「その時は、他ほかに恋人見つけてやるよ。その結果ボクの元から離れていくかもしれないけど、彼女が幸せならどっちでもいい。その可能性だって考えた上で、ずっと一緒にいるって決めたんだから」

「……そう」

　葉よう子こは寂しそうに呟つぶやいて、そのまま何か考え込むように黙だまり込んだ。賀か茂もは無言で葉子の様子を見守る。

　川かわ面もで、フナが水音を立てた。

　やがて、葉子は長い沈ちん黙もくを破って口を開いた。

「ね、是これ雄お」

「何？」

「一度だけ……、一度だけあの子の事……、裏切るわけにはいかないかな……？」

「え……？」

「つまりその、一度だけ、狐きつねに戻ってボクと……。そうしたら忘れるから。是雄の仔こを生んで残せたら、それで全部、満足だから……」

　……未練がましい。言いながら、自分でもそう思う。第一、生き真ま面じ目めな賀茂がそんな頼みに応じてくれるはずがない。

「ごめん、それは無理……」

　予想どおり、賀茂は頭を振った。葉子は小さく吐息を漏らす。

「やっぱ、裏切れない…………よね」

「それもあるけど……それ以前にもうボクは狐には戻れないから」

「え？　どうして？」

　意外な事を聞かされて、葉子は思わず顔を上げた。

　賀茂は、少し気の引けた表情を浮かべて説明する。

「肉体ごと化ける時には普通、狐としての部分を残しておかないといけないんだ。完全に人間化してしまうと、人間の霊れい力りよくは化けるために特化してないから元に戻れなくなるから。でもボクは、そもそも前世の人間の姿に戻る事が目的だったから、狐としての部分なんて初めから残さなかったんだ。だから……」

「そんな……」

　口を開いたまま、言葉を失う葉子。

「……だからごめん。どっちみち、葉子との間に子供は作れない」

　顔を逸そらして賀茂は謝あやまった。

「そうだったんだ。知らなかった……。じゃ、初めからボクの行動って無駄だったんだ……。なんか、バカみたいだね、ボク……」

　葉子は、静かに寂しく自じ嘲ちようした。

「なんでそんなに仔を生む事にこだわりが……？」

「え？　だって、生き物として当然でしょ？　それに……、もうボクにはまともな狐として仔を生むチャンスはないから……」

「え？　それってどういう……？」

　賀か茂もの問いに、葉よう子こはちょっと視線を逸そらした。そして、言おうか言うまいかしばし悩んだ末、思いきったように口を開いた。

「…………あのさ、是これ雄お。……飯い綱づなって知ってる？」

「飯綱？　あの修しゆ験げん者じやとかが使役する狐きつね？　一応知ってるけどそれが……？」

「実はさ……」

　葉子は少しためらうように唾つばを飲み込んでから、小さな声で言った。

「……今ここで、ボクの本体『見て』みてくれる？」

「え……？　うん」

　言われるままに、賀茂は『眼め』を開いて葉子を『見た』。そして、思わず声を上げる。

「なっ？　その体……？」

　賀茂は思わず『眼』を疑った。眼の前の葉子の本体は、尻尾しつぽまで含めても五十センチくらいしかなかった。普通の成体の半分以下だ。

「いったいどういう……？　訪ねてきたばっかりの時は確かに普通の……」

　啞あ然ぜんとして言葉を失う。

　葉子は賀茂の視線から目を逸らすようにして呟つぶやいた。

「今まで黙だまってたけどボクね、実は、飯綱なんだ……」

「え？」

　思わず驚おどろいた声を上げる賀茂。

「飯綱って……、葉子が？」

「うん。今はまだ馴らされてる段階で、呼ばれた時だけ使われるだけだけど……。普通の管くだ狐ぎつねのサイズになったら、もう筒の中で飼われるようになって、こんなふうに自由に外で過ごしたりは出来なくなるって……。っていっても、呼び出されてる間の記き憶おくはないから詳しく知らないけどさ」

「お前そんな吞のん気きな口調で……！　っていうか、飯綱なんてどうして……？」

「なんかさ、ボクがお母さんのお腹なかにいる時に、飯綱使いの人と約束しちゃったんだって」

「しちゃったんだってって葉子お前、なに平然と……！　管狐っていったら一生狭い竹筒の中に閉じ込められて、自分の意思とは無関係に道具同然に使われて……」

　思わず大声を出す賀茂だが、葉子の表情は動かない。賀茂は言葉を切って顔を逸らした。そして、行き場を失った気持ちをぶつけるように地面を蹴けりつける。

「勝手にそんな約束するなんて、何考えてんだ、おばさんは！」

　その言葉に苦笑する葉子。

「勝手にって、だってその時はボクは生まれてなかったし。相談して決めるなんて不可能じゃん……」

「笑い事じゃないだろ！　分かってるのか？　自分の一生の問題なんだぞ？」

　真剣な声で賀か茂もが詰め寄った瞬しゆん間かん、葉よう子こはぷっと吹き出した。

　一瞬呆あつ気けに取られる賀茂。

　葉子はその賀茂をちらっと見てから、おかしそうに目を逸そらす。

「……それ、ボクも是これ雄おに同じ台詞せりふ言ったよね。『自分の人生なんだよ、分かってるの』って」

「え？　あ、ああ、そうだっけ？」

　拍子抜けしたようにきょとんとする賀茂。

　その賀茂に、葉子はからかうように笑った。

「うん。そしたら是雄、『これはボクの問題で、葉子の問題じゃない』なんて憎ったらしい返事して……」

「そ、それはその別に、ほっとけとかいうつもりで言ったわけじゃなくて、だから葉子には関係ない事だから心配する事ないって…………………………いや。悪かったよ。謝あやまる」

　賀茂は決まり悪そうに後ろ頭をボリボリと搔かく。そして、少し口調を落とした。

「でも、そもそも何でそんな、我が子を売るような真似まね……」

「そういう言い方はしないで。お母さんにだって事情があるの」

　葉子は笑うのをやめ、真ま面じ目めな眼まな差ざで賀茂を制した。

　賀茂は慌てて謝る。

「ごめん。事情って……？」

「……お母さんね、ボクがまだお腹なかの中にいる時に、うっかり罠わなにかかって左後ろ足を怪け我がしてね……。幸い捕まらないで逃げたんだけど、その怪我結構ひどくて。是雄のとこと一緒でウチも父親いなかったからさ、お母さん一人じゃ餌えさも取れなくて、そのままじゃお母さんもお腹のボクたちも死んじゃうところでさ。今でもちょっと足引きずってるの、知ってるでしょ」

「そういえばおばさん、ちょっと足悪かったっけ……」

「でしょ。だからさ、仕方なかったんだよ……。是雄のとこのおばさんは自分と同じ身重な体で苦労してて、とてもじゃないけどお母さんが甘えられる余裕なんてなかったし、他ほかに頼れる知り合いもなかったしね……」

「それは……確かに仕方なかったかもしれないけど……。でも、それじゃ葉子は……」

　賀茂はまだ納得出来ずに食い下がる。

　葉子はそんな賀茂に微笑しながら、静かに母親を擁よう護ごした。

「ん、だけど、今こうやってここにいられるのも、お母さんがボクを元気な体で生んでくれたからだし、ボクを元気に生むためには、飯い綱づなとして子供を一匹あげる契約をする以外になかったんだし……。初めて聞いた時はボクも腹立ったけど……今はもう、お母さんの事、恨んでないよ」

「…………」

「だから是雄も、ボクのお母さんの事、責めないで。お願い……」

「……ごめん」

　賀か茂もは視線を落とした。一番の当事者である葉よう子こがそう言っているのに、賀茂がとやかく言う権利はない。

　賀茂は今の事に話を戻した。

「それより、こんなに縮ちぢんでしまってるんじゃ、もう残ってる時間は……」

「うん……。多分もう、ほとんどない」

　寂しい声でうなずく葉子。

　賀茂は思わず急せき込んで聞く。

「……何で黙だまってた？　『今は言えない』なんて言ってたけど、言えないような事じゃないだろ？　それに、ここまで縮む前にもっと早く相談してくれたら、何か逃れる手立てだって……」

「逃れる手立てって、そういう事言い出すと思ったから黙ってたんだ。駄目だよ、子供じゃあるまいし。約束は約束なんだから。向こうの人はちゃんとお母さんが元気な仔こを生めるように手を尽くしてくれたのに、こっちが勝手に破るわけにはいかないでしょ。ボクも、覚悟は出来てるから……」

　葉子は小さく微笑ほほえんだ。

「……それとさ、言ったらやっぱり同情しちゃうでしょ。是これ雄おもあの子も。だけど、お情けで身を引かれたり、同情されて愛されたってみじめなだけだから。フェアな状態で堂々と選んでもらうんじゃなかったら、こっちの境遇とか関係なく一匹の狐きつねとして純粋に好きになってもらえるんじゃなかったら、つがいになったって子供生んだって、きっと悔いが残っちゃうから……」

「そんな事にこだわって隠してたのか……」

「うん……」

「バカ……」

「そだね……」

　葉子は言い返そうともせず、寂しく笑った。賀茂は、そんな笑い方をする葉子を見たのは初めてだった。

「ね、是雄……」

「ん？」

「ボクね、ホントはずっと小さい時から是雄の事好きだったんだよ」

「……うん。……でもなんでボクなんか……」

「ん……。だって、自覚なかったのかもしれないけど、是雄って特別だったんだよ。目が開いてすぐ言葉喋しやべったとかさ、何か知らないけどいろんな事知ってたし、他ほかにも例えば習いもせずに霊れい視しとか色々出来たりしてたし」

「それはただ前世の記き憶おくとかがあったから……」

　慌てて謙けん遜そんする賀か茂もだが、葉よう子こは気に留めずに続けた。

「是これ雄おって体ちっちゃかったからみんな味み噌そっかす扱いしてたけど、でもやっぱりボクたちとは違うってみんな感じてた。ボクもね、偉そうにお節せつ介かい焼いてたけど、ホントはずっと思ってた。ボクなんかとは住む世界が違うって。是雄って、いつかボクの手の届かない所へ行っちゃうんじゃないかって……」

「住む世界って、中身が人間だっただけで別に優秀だったわけじゃ……」

　仮に優秀だったとしても、それは前世での十七年分の蓄積があったからだ。生まれて間もない葉子たちと比較になるはずがない。

　葉子は賀茂の謙遜に対して、抑えた微笑を浮かべながら首を振った。

「……そしたらさ。二ヶ月にも満たないうちからさっさと巣別れすませちゃって、しかも町に出て人間になるって……。ショックだったよ、それ聞いた時。ボクに一言も言ってくれなかった事もあるけど、それよりも何ていうか、『ああ、やっぱり』って感じで……。とうとう行っちゃったのかー、ってさ。まさかあんなに早くいなくなるなんて思ってなかったから……」

　葉子は賀茂と目を合わせず、遠くに目をやった。

「その時ね、ホントはその時、もう是雄の事は忘れちゃおうと思ったんだ。元々ボクなんかと同じ世界の狐きつねじゃなかったんだって。遅いか早いかの違いだけで、結局いつかはこうなる運命だったんだって……。でも、町でお弁当拾ってきても、『これって是雄が好きなおかずだから残しとこー』なんて、ふと気がついたらわざわざ是雄の分取り分けてたりして……。もういなくなった相手の分わざわざ取っておくなんて馬ば鹿かみたいって、自分でもいつも思ってたんだけど、それでも気がつくとつい、ね……」

　うつむいたまま苦笑する葉子。

　賀茂は無言で、少し目を逸そらした。

「……それでもね、さすがにいつまでもそんなんじゃダメだって思って……。こんなトコを是雄に見られたら笑われるって思って、それで考えたんだ。是雄が町に出て人間になったんだったら、ボクだって人間になって会いに行けば、って。頑張って修行すれば、完全には追いつけっこなくても、是雄と一緒に人間として暮らすくらい出来るようになるんじゃないかって。それで毎日ずっと修行した。ウチのお母さんじゃレベル低いから、是雄のおばさんにも頼み込んだりして、他ほかの兄弟たちが十ヶ月くらいでさっさと巣別れしてっても、ボクだけ一人家に残ってさ……。足の悪いお母さん一人にしとけなかったってのもあるけど、それよりも是雄に少しでも追いつこうと思って、一緒に暮らせるようにって思って、好きだって気持ちをちゃんと伝えたくって……、ずっと、一いつ生しよう懸けん命めい頑張ったんだ……」

「…………」

「それなのに、いざ会ってみたら照れくさくって好きなんて言えなくて、それでお目付けみたいな事言ってみたり、変な言い訳ばっかりしちゃって……。好きだっていう初めての告白があんなみっともない形になるくらいなら、最初から正直に是これ雄おが好きって言えば良かったね。『なんとも思ってない』とか『相手が見つからなかった時の控え』みたいな、おかしな照れ隠しなんかしないで」

　そう言うと葉よう子こは照れくさそうに笑った。

「誰だれかを好きになるのって、別に変な事じゃないはずなのに、何でこんなに恥ずかしいんだろーね……」

「ごめん……」

　賀か茂もはポツリと呟つぶやいた。

　そんなにも頑張って追ってきてくれた葉子の気持ちを受け入れてやれない事、二度と狐きつねに戻ってやれない事、管くだ狐ぎつねになる葉子をただ傍観しているしかない事、葉子の不安や焦りを理解してやれずにぞんざいな扱いをしてしまった事、そんな色々な事への申し訳なさが賀茂の中でごちゃ混ぜに湧わき出して、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　葉子はそんな賀茂をじっと見つめた。一言謝あやまったきり黙だまり込んだ賀茂の、自責の念に駆られたやりきれない表情を眺めて、葉子も釣られるようにうなだれる。

　こちらが一方的に好きになって、勝手に一人相撲ずもうを取って、そして全すべて空回りに終わった。それだけの話。賀茂が謝る事など一つもない。なのに、どうして賀茂は自分を責めてしまうのだろう。
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　……是これ雄おのせいじゃないのに。ホント……バカなんだから。

　賀か茂ものそういうお人ひと好よしなバカさはキライじゃない。でも、自分のせいで賀茂が自責の念に苛さいなまれているのだと思うと、胸が苦しい。そっと小さく顔を背けると、葉よう子こは見えないように肩口で目を拭ぬぐった。

　やがて葉子は、顔を上げるとそっと賀茂に語りかけた。

「……是雄さ、初めて過去を遡さかのぼって霊れい視しした時の事って憶おぼえてる？」

「え？　何だいきなり？」

「ボクはね、初めて『見た』時すごく驚おどろいたから、よく憶えてる。現在には過去の出来事がつながって、その過去には更に過去の事がつながって……って、そんな事当たり前だし理屈じゃ分かってたつもりだったけど、実際につながってる様子を『眼め』の前にしたらさ。実感が全然違うんだよね。例えばさ、この目の前の雑草一本にも、ものすごく色んな事が関係してて、そのうちのどれか一つでも違ってたら、この草は今とは違ってたり、もしかしたら今ここに生えてなかったりしたかもしれないんだって、そういう事が理屈抜きで直感的に理解出来て、それが何だかすごく不思議な気がしたんだ」

「ああ、うん。それは分かるな……」

「ボクはね、是雄と出会えた事とか、今こうやって是雄と二人で話してる事とか、幸せだって思う。そしてね、今の自分は過去の色んな出来事の積み重ねで出来てるんだから、そしたら今のこの瞬しゆん間かんにつながってる過去の事は全部、ボクが是雄と出会えた事とか、今ここでこうやって話せる事とか、今の瞬間幸せでいられる事全部につながってるんだと思うから、だから……、ボクは自分に関係する過去の事全部、それで良かったんだって思ってる。さっきたまちゃんにひどい事言ったけど、でもあの子がいなかったら、そもそもボクは是雄と出会えなかったんだしね」

　葉子は、相変わらずの穏おだやかな笑顔で静かに言った。

「だから、ボクは全部それで良かったって思えるから、是雄がボクに謝あやまる事なんて何もないよ。大丈夫」

「ありがとう。けど……ボクは結局、何もしてやれない……」

「……是雄。じゃあさ、一つだけお願い聞いてくれる？」

「お願い？」

「うん、あのさ。子こ狐ぎつねの頃ころ、寒い時なんかよく一緒にくっついて寝たよね。覚えてる？」

「ああ、うん……」

「もう一度だけ、あの時と同じように一緒に……」

　葉子は立ち上がると、賀茂のすぐ側そばまで移動した。そして狐の姿に戻る。縮ちぢんでしまった葉子は、ほとんど子狐の頃と同じ大きさだ。賀茂の膝ひざの上に乗ると体をそっとすり寄せる。

「今だけ、このままでいさせて……」

　そして、静かに目を閉じた。

　賀か茂もが黙だまって、葉よう子この小さな体をそっと撫なでてくれる。

　その手の平の優しい感触は、小さい頃ころに寄り添って眠った時のように、あったかくて気持ち良くて少し照れくさくてドキドキして、でもすごく気持ちが安らぐ幸せなぬくもりで……。

　やがて葉子は気持ち良さそうに目を閉じたまま、軽い寝息を立て始めた。連日呼び出されて長時間使役されている疲れが、思いの他ほか溜たまっていた。

　賀茂はそっと葉子の体を抱き上げると、起こさないよう静かに家へ運んだ。そしてその晩は、自分の布団の中で抱きかかえて眠った。葉子の寝顔は、子こ狐ぎつねの頃と全然変わらない幸せそうな表情だった。




　次の朝、賀茂が起きると、葉子の姿はなかった。しばらく布団でゴロゴロしていたらいつものように起こしにくるかと思ったが、呼びにきたのはたまだった。台所にもいなかった。

　朝っぱらから召喚されたらしい。最近は十時間以上帰ってこない事もざらなので、帰ってくるとしたら夜だろう。そう思っていたが、夜になっても葉子は帰ってこなかった。次の朝になっても、そのまた次の日になっても、やはり戻ってこなかった。そしてそのまま二度と、葉子が戻ってくる事はなかった。
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「このど阿あ呆ほうがぁぁぁぁっっっ！」

　葉よう子こがいなくなった事情を聞かされたアブデルは、賀か茂もに向かって絶叫した。

「結局振ったなら振ったで構わん！　だが、キサマが彼女を振ってたまちゃんを選んだ挙句に、彼女がいなくなってしまったら、『主人公の親友』に回ってくるはずのおこぼれはどうなるというのだ！　もう少し周りの事も考えて行動せんか！　この自じ己こ中ちゆう野郎め！」

「じ、自己中って……」

「そもそも、飯い綱づな使いの元へ管くだ狐ぎつねとして取られるような悲ひ劇げき的状況をみすみす看過してどうするというのだ！　そういう場合は邪悪な飯綱使いを倒して悲劇のヒロインを救出してこそ男だろうが！」

「だ、だって、それ聞いた時すでに手遅れっぽかったし。それに邪悪って決まったわけじゃないだろ……」

「この俺おれから狐きつね娘むすめを奪った時点で十分邪悪に決まっているだろうが！　全くこの馬ば鹿か者が。何な故ぜ監かん禁きんしてでも引き止めんのだ！」

「葉子が、飯綱使いと約束交わしたおかげで自分は無事に生まれてこれたんだから、自分もちゃんと母の約束は守らないと駄目だって言うから。そんな事言われたら止めようがないだろ。アブデルだって前にみきさんがたまちゃんに復ふく讐しゆうしようとした時、当事者の意志を尊重して第三者は余計な干渉しちゃ駄目だってボクに怒ってたじゃないか」

「阿あ呆ほう！　あの時はたまちゃんとみきが対立した構図で、どちらについても片方を敵に回さざるを得ない状況だったからだろうが！　だが飯い綱づな使いから葉よう子こを庇かばってそんな不都合が生じるか？　時と場合ってもんを考えろ！」

「……あの時って、そういう理由で手出し禁じてたのか」

　賀か茂もは、アブデルに対してよりむしろ、不覚にも正論だと納得していた自分にうんざりする。

　それはそれとして。

　確かにアブデルの力をもってすれば力ずくで葉子を飯綱から解放する事だって出来るかもしれない。それは賀茂も何度か考えた。だが、そんなふうにして葉子の人生に介入する事が、果たして良い事かどうか分からなかった。葉子は自分の置かれた状況全すべてを引き受け、全て肯定する覚悟をしてみせた上で、飯綱になる事を自分の意志で受け入れたのだ。なのにそれを、横から力ずくで助け出すような真似まねは、葉子の意志を踏みにじり、葉子の生き方に対する侮辱になりそうな気がした。

　そこへ、みきがやってきた。

「あの、是これ雄お様。先ほど布団を干しておりましたら、枕まくらカバーの中からこのような物が……」

　そう言って折りたたんだ紙を渡す。

　賀茂が受け取って開いてみると、葉子の残した書置きだった。




　是雄がもう狐きつねに戻れないって知った以上、ここにも是雄にも未練はありません。ボクはノーマルだからね。狐以外に興きよう味みはないの。だから今夜中にここを去ります。

　勘違いしないで。振ったのはボクのほうだから。ボクが、是雄を振ったの。だから、謝あやまらないで。お願い。

　それと、たまちゃんに伝言お願い。是雄を返してとか言っちゃったけど、元に戻れないような化け方する間抜け、やっぱり返さなくていいって。ボクには面めん倒どう見きれないからね、そんな馬ば鹿か（笑）。




　追伸　たまちゃんの事、大切にしてやるんだぞ




　負けず嫌いな性格と、相手に気を遣わせまいとする優しさと、相変わらずお節せつ介かいなところが一緒になって、葉子らしい文章だと思った。もう二度と会える事はないのかと思うと、不意に目頭が熱くなった。賀茂はその手紙を再び綺き麗れいに折りたたむと、引き出しの中に大事にしまい込んだ。

　今はもう葉子は完全に管くだ狐ぎつねとして、どこかで誰だれかに使われているのだろうか。だが、それを憐あわれむのではなく、自分からそれを覚悟して引き受けた葉子を尊敬するべきなのだと思った。今頃ごろどこでどうしているか分からないが、あの晩言っていたように、きっと全て肯定して前向きに生きているはずだ。そう信じよう。そう信じる事が、友人として葉よう子こへの敬意だと思うから。

　賀か茂もは窓から遠い雲を眺めて、今はもういない幼なじみと過ごした短い日々の追つい憶おくに耽ふけった。




　その頃ころ。

　葉子は筒の中で先せん輩ぱい管くだ狐ぎつねたちと談笑していた。

「え？　人に取り憑つくって何それ、マジで？　そんな技が？　それって自由に操れちゃうの？」

「うん。そうそう。っていうか私ら管狐って『憑き物』じゃん。人に取り憑くなんて普通だよ」

「まぁ、みんな教えてくれるから、暇があったら試してみたらいいよ。今の術者が死んだらウチらも解放されて好き放題やれるし。っていうか、ウチらの主人ってもう寿命残りわずかだし、死なれた後の暮らしも考えとかないと。生活安定してるほうがいいから、やっぱ家に憑くのが安心かなー」

「っていうか、人に取り憑けるようになって、しかももうすぐ術者は寿命？　という事は、数年で自由になれて、その後はたまちゃんに取り憑いて、彼女のフリをしながら是これ雄おとらぶらぶライフも可能って事？　それはそれでありかも……！」

　彼女のフリをしていれば表向き自分ではないから、恥ずかしがる事なく色々ラブラブしても平気だ。葉子はにやけた顔で、じゅるりとよだれを拭ふいた。

　賀茂が信じたのとは微妙に違うが、どんな時でも自分の置かれた状況を肯定していけるたくましい葉子であった。


終









あとがき




　こんにちは。佐さ藤とうケイです。

　幼なじみと聞いて連想する性格を尋ねれば、日本人のおそらく九割以上が『活発で男勝り』を真っ先に思いついてしまうのは、やはり木き曽そ義よし仲なかの幼なじみだった巴ともえ御ご前ぜんのイメージが、民族の遠い記き憶おくの奥底に今も息づいているためなのでしょうか。早さ蕨わらびの萌もえいづる春になるといつも、ふとそんな悠久の時の流れに思いを馳はせてしまう、ロマンティストな私です。………春の暖かな陽気を浴びるとおかしくなる人種なんですね、とか思った人。先生怒らないから正直に手を上げなさい。




　まあそれはいいとして、いつものように細かな話です。まずは飯い綱づな法について。

「呼ばれているうちに段々馴ならされて小さくなっていく」という設定は完全なフィクションなので（飯綱法の存在自体がフィクションというか迷信ですが）、うっかりよそで間違った知識をひけらかして恥をかかないよう気をつけてください。って、こんな小説に書いてあったことをそのままロクに確かめもせず真に受けてしまうようなお馬ば鹿かさんなんて、小学校時代の私くらいのものですか？

　とりあえず、この設定は「竹筒に入れて持ち運ぶ」というスタンダードな説（民間信仰では大抵これです）と、「名前を呼ぶと姿を隠して駆けつけてくる」というもう一つのスタンダードな説（『老ろう媼おう茶さ話わ』、『本ほん朝ちよう食しよつ鑑かん』など江戸時代の本はこっちの説が多いみたいです）の二つに統一的な解釈が与えられないかと、昔何かの折にでっち上げた折せつ衷ちゆう案でして、今回ふとそれを思い出して使ってみたのです。

　飯綱というのは民間信仰だけに本当に諸説ありまして、使い方でも上の二説（探せばもっとあるのかも？）ありますし、また姿だけでも、ただ単に「小さい狐きつね」というのと「イタチに似ている」との説があり、更にイイヅナという名のイタチ科の可愛かわいい小動物もいたりして、しかもこのイイヅナもやはり人に憑ついたり化かしたりすると言われているので、もう何がなにやら訳分かりません。どれを採用したらいいのか非常に迷います。

　更に、『飯綱』と『管くだ狐ぎつね』は系統を異にするという話もあります。『飯綱』は飯綱山で捕らえた狐を使い、『管狐』は伏ふし見み稲荷いなりで貰もらい受ける、というのです。また、飯綱とは伏見稲荷で貰い受けるものであって、綱にくくりつけた握り飯で飼い馴らすから飯綱だ、という俗説もあったりします。

　まあ実際はおそらく、元々飯綱と管狐は別系統から発生したものだったのが、『飯綱使い＝狐使い』のイメージが強く広まったため、管狐を使う人も『飯綱使い』と呼ばれるようになった、というようなところなんでしょうけど。いや、でもちょっと待て。修しゆ験げん道どうの霊れい山ざんでもある長野の「飯い縄づな山（綱ではなく縄と書きます）」ですが、ここの主祭神の飯縄大だい明みよう神じんは天す皇め足たる穂ほの命みことと言ってまたの名を保食神うけもちのかみといい、この保食神はお稲荷いなりさんの主祭神の一つの宇う迦か之の御み魂たまの命みことと同一神であると言われておりますから、そうすると飯い綱づな法のルーツはどっちみちお稲荷さんに帰着するわけですか？　さすが伏ふし見み稲荷大社、日本の狐きつねの総元もと締じめの名は伊達だてじゃない。強いです……。

　ちなみに飯綱法っていうのは戦勝祈念の術として戦国時代にも大勢の武将から信仰を集めた由緒ある術なんですよ。武たけ田だ信しん玄げんも信仰していて、彼の一族に伝わったものの中には飯綱法について記した書物もあったりします。上うえ杉すぎ謙けん信しんも信仰していて、飯い縄づな大だい明みよう神じんの兜かぶと飾かざりなんかをつけていたりとか。ま、この二人が信仰してたのは単に近場の霊れい山ざんだったからだけかもしれませんけどね。飯縄だけじゃなく戸と隱がくし山やま、愛あ宕たご山さんなど無節操に信仰してますし。




　んで、狐と人が結婚する話ですが。

　本編中ではさんざん獣じゆう姦かんだの変態性欲だのとののしってましたが、実はこれ、結構あるんですよね。狐女房といったら日本では異類婚姻譚たんの代表です。『日に本ほん霊りよう異い記き』の狐の直あたえの話とか、安あ倍べの晴せい明めいのお袋さんである信しの太だの森の葛くず葉のはとか、作中でも出てきた『きしゅ御ご前ぜん』とか、河竹黙阿弥の『女おな化ばけ稲荷いなり月つきの朧おぼろ夜よ』（これ、サブタイトル候補に上がってました）とか……。

　で、こういうのって大抵は狐が女で人間が男なわけですが、それは何故なぜかというと、古代中国の陰おん陽みよう思想では狐はその性を陰とされ、陰というのは男女に当てはめると女だからなのです。だから、オスの狐であっても女に化ける、と昔は言われていたんですね。江戸時代くらいになると、男に化けた狐が人間の女と交わる話も少しあるんですけど。ちなみに男が狐だった場合には生まれる子供も狐じみていて、女が狐の時には人間の子供が生まれるようです。昔は精子の中に全すべてが入っていて、女の腹は培養槽そうと同じ、というように考えられていたからなんでしょう。射精は目に見えるけど排卵は外からじゃ分かりませんからね。

　それでですね、人と交わって子を生んで育てられたらいいのですが、交わった男が死んでしまうという話もよくあります。何故死ぬのかというと、一つは「精を吸い取られてしまったから」というもので、狐は男の精を集めて金きん丹たくを作る、という説との絡みでの説明です。もう一つは異界のものが交わると必ずどちらかが命を奪われるという説で、『古こ今こん著ちよ聞もん集じゆう』には男と交わった雌め狐ぎつねが、

「貴方あなたを死なせるのは忍びないから……」

　と自ら死を選ぶという実に切ない萌もえ話があったりします。今回の狐娘も子を残す事に重点がおかれてなければ、こういう展開で死なせるというのもありだったのですが残念です。いや、死なせる事が出来ずに残念というのも、人としてちょっとどうかと思いますけど……。




　ええと、それでちょっと、あとがきを使ってアコギに宣伝をば。

　ご存ぞん知じの方もおられるかもしれませんが、今年（二〇〇二年）の三月になんと『天国に涙はいらない』がラジオドラマ化しました。更にそのドラマＣＤが発売される予定です。オマケのオリジナルストーリーも一緒に入っているので、ラジオを聞いた人もお金出して買ってください。

　それにしても、声優さんがかなり豪華です。収録に立ち会った時に、録再式のＭＤプレーヤーを持っていって生声を盗み録どるつもりでしたが、緊きん張ちようしてしまってそれどころではありませんでした。

　ストーリーは一応オリジナル書き下ろしです。私が書いた実にいい加減なプロット（と呼べるのか？）を元に脚本家さんが話らしいものに仕立ててくださって、そこへ再び私が『原作者チェック』の名目で、公共放送である事や時間配分など一切考こう慮りよせずに思いつきで小ネタを書き足して、元の二倍くらいに膨ふくらんでしまって、再度脚本家さんが時間に合わせて必死に削る作業をしてくださって、という感じで、本当にご苦労ご迷惑ばかりかけてしまいました。書き足したネタも、時間の都合や『ネタ的に問題』だったりでほとんどの部分が使えませんでしたし、余計な手間を増やすだけでトコトン役立たずな原作者の私でありました。なのに『佐さ藤とうケイの書き下ろし』という形になってしまうのは、なんだか人の成果を横取りしてるみたいで、申し訳ない気分です。すみません……。

　あ、でも一応、ＣＤのオマケエピソードである、賀か茂もくんの狐きつね時代のお話は、ちゃんと私が短編小説の形で書き上げたものを脚本化していただいたので、こっちはなんとか胸を張って自分の書き下ろしと言えるかもしれません。まぁ、書き下ろしといっても実際には二巻のプロローグに使うつもりだった話で、冒頭に置くには長すぎるからとボツになった原稿の再利用なので、新たに書き下ろしたわけではないのですが。

　そういやＣＤ版のオマケエピソードには、今回六巻で登場した幼なじみもちょっとだけ出てきます。ＣＤ自体のプレス数が多分少ないはずなので、結構レアアイテムになるかもしれませんよ？　いや、レアだからって価値があるかどうかはまた別問題ですけどね……。

　あ、そうそう。今回、これまでより出版に間があきましたが、これはこうやってＣＤが発売されてから宣伝が打てるようにという営業戦略上の作戦で一ヶ月遅らせただけでして、何も原稿落としてずれ込んだわけじゃないですからね？　勘違いしちゃイヤですよ？

　…………だからといって、締しめ切りをちゃんと守れたかどうかは、また別の物語。いつかまた、別の機会に話す事にしましょう……。




　それではまた、次の本でお会いしましょう。


佐藤ケイ　
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。卒業のメドは立ってません。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理をはじめてみようと思う今日この頃……。
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